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第一話 恋は流れ星とともに
 

Kiss in Tokyo
 

（今夜も始まりました―Kiss in Tokyo―、お相手はわたくし、玉です。朝まで四時間、まったり、ゆったりお付き合いください。実は最近、占いに行ったんですけど、恋の予感だそうです。やったね！でも、いざという時に心を閉ざしてしまって、チャンスを逃してしまうんですって、これはいかん！！わたしに必要なのは告白する勇気。うん、でも、告白って勇気いりますよね。そんな経験ないですか。そこで、今夜はリスナーのみなさんから告白エピソードを教えていただこうと思います。そこのあなた、欠伸（あくび）してる場合じゃないですよ。心を温まるエピソードはもちろん、面白いエピソードも期待してますよ。ジャンジャン送ってくださいね。さて、今夜から明日にかけて、見ごろの琴座流星群、東京でこんなに美しい流星群が観測できるのはまれなことみたいですよ。）
 

琴座？
 

（流れる星に願いをかけると、その思いを星が叶えてくれるっていうのは、みんなも知ってるよね。告白できずにいるあなた、とっておきの願いを飛び切り美しい流星群に今夜は打ち上げてみてはいかがでしょうか。）
 

わたしの思いが入江君に伝わりますように。
 

おはよう。
 

おはよう。今日は早いね。それは、急いでいく。じゃ、後で。
 

（入江直樹様???はじめまして、入江君。わたしはＦ組の相原琴子と言います。あなたはあたしのことを知らないでしょうけれど、あたしは知っています。）
 

母とともにこの会場に向かって歩く進みながら、桜の花や春の花々を見つけるたびに、まるで、どんな花もわたしたち新入生っていうような気がする???
 

（入学式のあいさつをした入江君の知性とカッコよさに憧れて二年間、同じクラスになる望みもないので、思い切って、あたしの気持ち、手紙に書きました。初めて入江君を見たその時から、まるで流れ星に打たれたみたいに、特別な気持ちがわたしの中で生まれて???）
 

あの???
 

誰？
 

相原琴子です。F組の。あの???これ、読んでくれる？
 

（入江君のことが、好きです。）
 

いらない。
 

（あっけなく散ったかのようにみえたわたしの初恋。）
 

うそ？
 

（でもここからとんでもない奇跡のような出来事が起こるのです。）
 

ちょっと、F組の相原さんは。え、ほんとだ。さっき、Ａ組の入江君に告白したらしいよ。マジで？あの相原琴子が入江君に告白したの！マジで？！あの入江君に？身のほど知らずなやつだな。かわいそう。
 

もう???ほうっといてよ！
 

琴子！あんた、入江君に告白したんだって？
 

じんこ、そんな、大声で???だが、なんで知ってるの？
 

校門で手紙を渡すなんて、目立ちすぎ！！学校中わさになってるよ。
 

ああ？恥ずかしいよ???
 

なんだって校門なんかで？「うわさにしてくれ！」って自分で言ってるのもんだよ。
 

しかも、入江なんかに???
 

そうだよ。なんでそんな向こう見ずなことするかな。振られるって分かってるじゃん！
 

万が一ってことが、もしかして、もしかしたら、わたしのこと気に入ってくれるかなって???
 

いやだ！！そんなことあるわけないじゃん！あの入江直樹だよ。
 

琴子も知ってんの通り、うちの学校のクラス分けって偏差値順じゃん！
 

（入江はトップのＡ組の中でも、ぶっちぎりのＮО．１。それどころか！その前の模試では、全国一位！ＩＱは２００っていううわさらしい。生まれながらの天才で、あのルックスで、しかも社長の息子！）
 

英語もペラペラらしいよ。運動神経は抜群（ばつぐん）で、まさにsuper boy！それに比べて、あたしたちはＦ組？まあ、位置みれば、この学校の底辺の落ちこぼれ、あいつとは住む世界が違うんだよ。
 

でも、あたしだってがんばったんだよ。一年生も、二年生も、三年生も入江君と同じ、Ａ組になれるように努力はしたつもり！なによ？
 

ね、琴子。あんた、アルファベットって分かるよね？
 

うんうん、当り前でしょ！
 

だったら、数えてごらん！ＡとＦの間にはいくつ文字がある？そのとおり！まあね、Ｆ組だったあんたがＡ組になるなんて奇跡！宝くじで当たるよりありえない！真夏に雪が降るよりありえない！
 

流れ星に打たれるよりも？
 

え？なんだって？
 

うんうん、なんでもない。
 

とにかく、入江とは住む世界が違うんだよ。分かる？
 

そうだけどさ、せめて高校生活が終わる前に、あたしの気持ちをちゃんと伝えたかったのよ。
 

甘い！
 

（入江ってかっこいいけど性格に名ありだって有名でしょうか。女に全然興味なし、これまで玉砕（ぎょくさい）した女子は数知れず、高校生活で浮いたうわさは一切なし！）
 

あ、おいたね、琴子。ね、入江君に告白したなんて、本当か。
 

Shut up!　うるさい、うるさい！
 

告白どうなの？
 

高校三年生の男だよ。女に興味がないなんて変でしょう？普通じゃないんだって???そうそう、世の中にはさ、琴子にふさわしいもっと普通な男がきっといるはず！ほら、現れた！
 

琴子、お前、Ａ組の入江に告白して振られたって、ほんまか？ほんまか？ほんまなんか？
 

金ちゃん、近い！
 

お前、あんながりべんやろうが好きやたんか。俺というものがありながら???
 

あたし別に金ちゃんのものじゃないもん。
 

せっかく琴子のために朝から金ちゃんお手製のたこ焼焼いてきたのに???
 

すまへん。
 

食べる！
 

おせい！
 

金ちゃんのたこ焼。
 

開けます。
 

早く！
 

わあ、いただきます。
 

おいしい！
 

ほらほら、青海苔（あおのり）もたやんとかけや！ほら、お前かけ！
 

かけます。
 

変わり身早いね、あんた。
 

まあ、金ちゃんは料理だけはとくいだもんね。
 

だけってなんや！琴子に対する思いだって誰にも負けへん！たとえＡ組やろうと天才やろうと、入江のやろうなんかに負けへんで！あいつ、琴子を振るなんて許せん！！これは俺に対する挑戦状や！あの男、ちょっと意気になってるんや。
 

もういいよ。みんなの言うとおり、あたしが無鉄砲（むてっぽう）だったの。だって、手紙も読んでくれないような男、駄目だよね。あたし、男見る目ないや。だからもう平気、あきらめちゃう。
 

琴子。
 

あんた、このタイミングで！！
 

だって、昨日徹夜だったんだもん。手紙に誤字、脱字（だつじ）があったらさ、バカにされそうと思ってさ、あたし、自分の名前の漢字も調べちゃったよ。
 

そんなバカな！
 

それぐらい緊張してたの！今朝もまだ朝ごはんもとらなかったしさ、だから、金ちゃん、ありがとう！これで何とか午前の授業も持ちこたえられそうだわ。
 

琴子は笑顔でおるんが一番や！たこ焼なんかなんぼでも作ってやらさかい、はやお元気になりや！
 

うまい！
 

お前らどさくさに紛れて食いしすぎや！へって、ま、かわいいな。
 

マヨネーズもかけよう。マヨネーズかけて。
 

琴子が一番かわいいよな。
 

琴子、ごめん、先生に捕まっちゃって。
 

うん、そんな待ってない。
 

よし、帰ろう？そういえば、琴子の新しい家もう完成したんだっけ？
 

うん、日曜日に引っ越し。
 

ああ、ついにマイホームか！いいね。
 

そうね、なんかいい気分転換になりそう。
 

あ、そうだね、住むところが変われば、運気も変わるって、きっといいことがあるよ。
 

うん、そうだよね。そう信じる。
 

I Believeだね。今度手伝いに行くよ。行く、行く。楽しみ！！
 

うん、ありがとう。やった！
 

わあ、でっかいな！そうですね。
 

連れて来たよ。
 

琴子！お前らは琴子のためにちゃんとやるぜ。
 

お父さん。
 

あ、来た！おはよう！
 

あ、みんな、わざと手伝いにしまって、すまないね。
 

お父さま、わしは、あ、いや、僕は琴子さんのためやったら、なんだってします！池澤金之助です。
 

銀太郎です。銅蔵です。
 

お前らはええで。お父さまどうか、本当の息子やと思って、なんでも僕に言いつけてください。
 

もう金ちゃん、売り込みはいいから、さっさと運んで？
 

お願いします！
 

はい、やるで！運びます。
 

みんな、本当に今日はありがとうね。
 

今日みんなで来ようって言ったの金ちゃんなんだ。入江のことがあったから、琴子を慰めに来たかったんだよ。
 

そうなんだ。
 

よし、運ぼう。これ？
 

これ、お願いします。二階ね。
 

せーの、二階ね。重い。
 

重い。
 

二階？
 

二階。
 

お願いします。
 

ありがとうございました。
 

おおきに。
 

さてと、お手荷物は全部運び終わったかな。
 

ウッス。
 

や、しかし、立派なおうちですな、お父さま。
 

なくなった女房にも琴子にも苦労さしまったけど、こうやって、親子力を合わせてやっと、マイホーム建てられたんだもんな。
 

いやだ、もうお父さん、みんなの前で。
 

なんか琴子の家って、お嫁に行く時大変そう！
 

大丈夫や。いつでもわしが婿養子（むこようし）になったらさかい。お父さま、どうか今日からは実の息子やと思ってください。どうか、親しみをこめて、金ちゃんと呼んでいただ???
 

や、みんな、本当に今日はありがとうね。みんなのおかげで、ずいぶん早く片付いたよ。さ、中入って、飯でも食おう。今日おじさん、めてふるちゃうよ！
 

わあ、琴子のお父さん、おいしいそうだもんね、超楽しみ。
 

いただきます。
 

ちょっと待って、ちょっと待って、なんか変な音しない？
 

しないよ。気のせいだろう。
 

なんか、嫌な予感がする。
 

なんや、それ？
 

うん、流れ星？
 

まさか？昼間なのに。
 

流れ星に打たれた？
 

（ニュース：本日十二時ごろ、琴座流星群の一部とみられる固体惑星物質の落下がきっかけで、東京都内の家屋が倒壊しました。）
 

娘はあれ何ってこう???
 

（被害者の相原重雄さんのインタビュです。）
 

こうあっという間にうちの屋根に落ちてですね。それで、なんでんすか、まあ、ガタガタと入れたと思ったの。なんかこうぐしゃっていう感じで、壊れちゃったんですよ。何か屋根に穴が開いたなあと思った時は、本当にそんなたいした大きさじゃなかったんですけどね、もうあの、幸いにして、あの、まだみんな外にいたんで???もしかしたら、死んだ女房が、もしかしたら、救ってくれたのかもしれないんですけど。すみません、すみません。本当にやっとの思いで建てた家だったんで、もう生き場所もないし???
 

（落下した隕石は直径三センチほどの小さな石ころだという調査結果が出ており、隕石の落下はあくまできっかけに過ぎず、家屋の倒壊はそもそも建設時の手抜きが原因だったのではないかと専門家は話しています。次のニュースです。）
 

すみません、本日急告休みいただいておりまして、はい、またどうぞお願いします。はい、失礼いたします。
 

元気出して、お父さん。
 

せっかくここまでじみじみあってきたのによ???
 

またここからがんばればいいじゃん！
 

こんな状況でだって店やれってんだよ！新しい部屋借りようにも、貯金全部新居に使ってしまったし、だいたい、火事や事故ならともかく、流星群って何だよ。保険も無理やしねえよ。ったくついてねなあ。
 

そんなことないよ。ついてる！ついてる！だってさ、あたしたちが新居に入った後に星が落ちてきたら、みんな死んでたかもしれないんだよ。助かったとしても、腕だめにしたら、お父さん二度と板前（いたまえ）だってできなかったかもしれないし、そうなったら、お店だって本当に終わりだよ、でしょう？それなのに、こうしてかすり傷一つなく助かってんだもん、ありがたいことじゃん！こんなについてることってある？あたしたちもうすごっくラッキーだよ。何？
 

お前、母さん似てきたなあとおもってさ、母さんも能天気（のうてんき）の人だったよ。
 

能天気って、もうちょっとましな言い方ないの？だけどさ、自分の家が流れ星に打たれる可能性ってどのぐらい何だろうね？
 

流れ星って何だよ。その言い方。
 

だって被害にあったって思うより、流れ星が降ってきたって思ったほうがロマンチックじゃない？特別に素敵なことが始まりそうな気がしてこない？
 

まったく、本当に母さんに似てきたなあ。
 

はい、相原でございます。はい、はい？少々お待ちいただけますか。親方、親方と直接お話しをしたいっていうお客様が???
 

はい、お電話変わりました。相原です。このたびはどうも???入ちゃん？どう召しちゃったやん？意気とたてや？それ俺のことか。
 

入ちゃん？
 

Ｆ組の相原さん。あいつの家だろう？壊れたの。ニュース見た？見た、見た。新聞にも載ってたよ。この前入江君に振られたばっかりだもんね。琴座流星群に打たれた琴子、悪いことって続くもんだね。何かに取り付かれてんじゃないか。
 

琴子、琴子、ごめんよ。
 

じんこ、里美。
 

琴子毎日、みんなのうわさの的（まと）だね。
 

穴があったら、入りたいってこのことね。
 

それより、落ち着き先決まりそう？大丈夫？
 

ありがとう。それがね、なんかお父さんの親友って人のところにしばらくお世話になりそうなんだ。
 

本当？そんな人がよくすぐに見つかったね。
 

なんかニュースを見て、お店に連絡くれたの。
 

わ、いい人！よかったじゃん！きっとここから琴子の運が向いてくるよ。
 

そうだよね。流れ星が落ちてくる可能性って何億分の一でしょう？今度はそれぐらいのラッキーが降ってくるって、そう信じる！痛！！
 

それでこそ琴子だよ。
 

そうだよね。
 

募金（ぼきん）、お願いします！
 

なんだ、これ？
 

募金、ちょっとでいい。十円でもいい、十円だけでいい。お願いします。五円で、お願いします。募金、募金、お願いします。
 

昨日、琴座流星群の落下で、家を失った三年Ｆ組相原琴子ちゃんのために、愛の募金を行っております！同じ学校の仲間として琴座に打たれた琴子ちゃんに、あなたの愛の手を差し伸べようではありませんか。
 

バカだね、あいつ。金ちゃんですからね。
 

十円ぐらい持ってやろう。あるやろうか。
 

金ちゃんやめて！
 

琴子さんご本人の登場です！昨日、大変な目にあったばかりだというのに、今日、明るく笑顔で登校！今日もかわいいです！泣かせるよ、お前んか。
 

金ちゃんやめてもう、バカ！
 

何言ってんで？俺はお前のため思ってな。
 

これ以上学校でうわさになりたくないの！
 

結局、めちゃくちゃ目立っちゃって???こりゃますますうわさになるわ。
 

通してくれない？
 

入江君！
 

何や入江、その口の聞き方は???琴子は今すごく傷ついてんねんで、誰のせいやと思ってねん。
 

琴座流星群のせいだろう？
 

それはまた別の話や。もとはと言えば、お前が言いづらい振り方したからやんか。
 

そんな強引（ごういん）な。
 

それがきっかけで、琴子の身にいろんな災い（わざわい）が降りかかって来てるんや。
 

うん、地球外の固体惑星物質が人に直撃する可能性は百億分の一。
 

固体惑星？流れ星のこと？
 

その百億分の一の出来事が俺のせいだと思う？
 

そうや。
 

金ちゃん、そりゃ無理あるから。
 

ずいぶんすごいだなあ、俺って。募金すれば文句ないんだろう？
 

バカにしないでよ。あんたみたいな人を二年間も思ってたなんてもったいないことをしたわ。あんたの恵みなんて死んだっていらない。
 

えい、そんなこと、言っていいの？
 

いいに決まってるでしょ！だいたいね、あんたそんな生き方して、友達とかいるわけ？見てよ、わたしね、困った時に助けてくれる友達がこんなにいるの！金ちゃんなんて、じんこだって、里美だって。
 

琴子、ナイスやで。
 

だったらね、あんたのお世話になる理由なんてひとつもないのよ。
 

樋口一葉、樋口一葉、お返します。
 

なによ、Ｆ組だからって、バカだからって、バカにしないでよね。
 

結局、また有名になっちゃったね。あの入江直樹に喧嘩売る女の子なんて、琴子くらいだよ。
 

うそ、どうしよう？そんなつもりじゃなかったのに。
 

悪かったな、琴子、学校早退させたうえに、引っ越して手伝ってしまって。
 

なによ、いまさら。こんな状況なんだからしょうがないじゃん。先生も事情分かってるし。
 

お、ここだよ、入ちゃんのうち。
 

すっごくきれい！
 

あ、入ちゃんはなあ、大会社の社長さんだから。東大出てんだぞ。
 

東大出てんだ。それはすごい人なんだね。大きい、バービキューできちゃうよね。
 

お、入江。
 

お、入江か。入江！！！
 

うん、入江だから、入ちゃん。
 

何でよりよって入江？
 

うん、どうした？
 

ううん、なんでもない。
 

行くよ。
 

相ちゃん、いらっしゃい！どうしたん？遅かったやん！
 

すまんすまん。
 

遣り切りだから、荷物増えたら、すっかり忙しい持って。
 

本当ね、よく来たの。
 

びっくりした！独り言です。
 

（入江って???）
 

あら、うらやましい！お待ちしていました！
 

いや、本当よく来てくれたね。もう自分の家と思って、気が差せんでいいけどね。
 

すまん、入ちゃん、本当にありがとう。奥さん、よろしくお願いします。
 

今回は災難でしたね。ゆっくりなさってくださいね。
 

娘の琴子です。よろしくお願いします。
 

まあ、かわいいらしいお嬢さんで、うれしいわ。うちは息子ばかりだから。
 

息子さんがいらっしゃるんですか。
 

あとで紹介するわね。さ、中へどうぞ。
 

入れ、入れ。
 

はい、どうぞ、こちらへ。あ、裕樹、ほら、ご挨拶して、相原さんよ。
 

あ、息子さん、かわいい。
 

坊ちゃん、こんにちは。
 

はじめまして、僕、入江裕樹、小学三年生です。
 

あ、これは賢そうな坊ちゃんだ。
 

よろしくお願いします。
 

よろしくね、裕樹君。
 

お二人ともお疲れになったでしょう？さ、こちらへどうぞ。
 

はい、行く、行く。
 

お邪魔します！
 

さ、どうぞ。
 

うん、おいしい！
 

気に入てもらえて、うれしいわ。さ、もっと召し上がれ。
 

いただきます。
 

しかし、大きくなったなあ、琴子ちゃんも。
 

うん？あたし、お会いしたこと、あるんですか。
 

まだほんの赤ん坊のころだけどね。お店で見かけたことあるよ。
 

お父さんの店、いらしたことあるんですか。
 

もちろんだよ。俺と入ちゃんは地元九州の幼稚園時代からの大親友だよ。
 

うちの家は共働きだったからね、それで相ちゃんのうちに入り浸（びた）っては、いつも夕飯をごちそうになってたんだよ。で、大学の時は、貧乏学生だったからね、もう板前の相ちゃんにいつもご飯食べさしもらってね、いや、本当相ちゃんにはもうお世話になりっぱなしだったの。
 

何言うと。俺は店を出す時、たくさんお客さんを紹介してくれたのは、入ちゃんやろうも。
 

いえいえ。
 

うん、東大の同級生、取引先の社長さん、今でもお付き合いのあるお客さん、たくさんおるんだぞ。今の俺があるのは、入ちゃんのおかげだい。
 

なん！お互い家庭を持って、子供を持って、仕事も忙しくなって、ちょっと疎遠（そえん）にはなっといただけどね。あのニュースを見てから、びっくりしてね。まあ、あんな目に遭ったのは災難やだけど、こうやってまたね、相ちゃんとご縁ができたのはもう本当嬉しいかい。ね？
 

そうですよ。琴子ちゃんも自分のお家だと思って、遠慮なく過ごしてね。
 

はい、ありがとうございます。
 

琴子ちゃんとも不思議な縁があるみたいだしね。噂をすればなんとやら、お兄ちゃんが帰ってきたみたいだわ。
 

お兄ちゃん？ああ！！！！
 

どうした？琴子？
 

元気だな、琴子ちゃんは。
 

ごあいさつ遅くなりました。長男の直樹です。どうぞよろしくお願いいたします。
 

聞いたわよ。琴子ちゃんとお兄ちゃんって同じ高校に通ってるんでしょう？
 

ああ、そうだったんですか。これはどうもお坊ちゃん、お世話になります。ほら、琴子、挨拶して。どうした、琴子？
 

だって、あまりにもびっくりして、入ちゃんさんと入江君、ぜんぜん似てないんだもん。
 

失礼な。
 

いやいや、うちの息子たちはね、どっちも母親に似たから。ラッキーだろう？
 

もう、パパ、だったら。さ、お兄ちゃんも坐って。
 

いや、しかし、二人とも無事でよかったの。家におらないと？
 

琴子はやめ止めなかったら、本当に家にはいっといたわ。
 

ほんの一髪（いっぱつ）やが。危なかったなあ。で、その隕石、どのくらいの大きさなの？
 

これくらい、こんなちっちゃなもんだったよ。
 

三センチくらい？そうべんとで家一軒壊れるんかいな。
 

でもよかったわ、琴子ちゃんもお兄ちゃんのこと知ってたのね。もしかして、同じクラスとか？
 

クラスはずいぶん離れてるんだけど、ひょんなことから最近知り合ってね。ねえ、琴子さん。
 

まあ。
 

それはよかったわ。これからますます親しくなれるわね。お兄ちゃんって、ちょっと変わったところがあるでしょう？どうか仲良くしてあげてね。
 

お兄ちゃん、僕も今日の宿題終わったよ。
 

そう、えらいな。
 

でもね、ひとつだけ読み方も分からない漢字があったんだ。今日はお兄ちゃんじゃなくて、琴子姉さんに聞いてみようかな。
 

そうしたら。
 

琴子姉さん、漢字の読み方を教えてもらえませんか。
 

うん、い、いいよ。
 

（小学三年生だもん、大丈夫だよね。）
 

うん、どうした？
 

裕樹君すごいね。小３なのに、こんな難しい漢字お勉強して。あね、分からないのはどれかな。
 

これ。
 

これはね、これ、これは、ウサギに角（つの）と読むの。ウサギに角！
 

バカじゃないの？これはとにかくっていうもんだよ。高校生なのに、こんなのも読めないのかよ。
 

こら、裕樹、なんってこと言うの？お姉ちゃんに謝りなさい。
 

とにかく、お前なんて嫌いだ。
 

ほら、裕樹！ほら！
 

ごめんなさいね！あのこったら???
 

いえ、答えられなかったのは私なんて。
 

いやいやいや、年頃の女の子になれてないから、照れてるんだろう。気にしないでくれよ、琴子ちゃん。
 

さ、気を取り直して、ね、琴子ちゃんのお部屋を見てちょうだい？
 

それがいい。
 

おばさん張りきったんだから。こちら。じゃん、どうかしら？あ、駄目？気に入らなかった？張り切りすぎちゃったかしら？うちと男の子しかいないでしょう、でもあたし、女の子がほしくて、ほしくてたまらなかったから、こういうのに憧れてたのよね。ふりふりのお部屋とか、縫いぐるみとか。
 

とってもうれしいです。あたし、早くにお母さんなくしちゃったから、子供のころからこういう女の子らしいものに縁がなくて、ほら、お父さんああいう感じでしょ？だから、服とか丈夫ならそんなんでいいっていう感じで、ふりふりの洋服着てる友達とか、うらやましかったなあ、なんか、そのころの夢が叶ったみたいで、だから。
 

あたしも、娘とショッピングしたり、映画を見たり、お洋服を交換したりとかするのが夢だったのよ。これからもずっと仲良くしましょうね、琴子ちゃん！
 

はい。
 

この部屋、裕樹の部屋だったんだよね。おかげで、俺の部屋に子供机が運ばれてきて、狭いのなんのって。
 

もう、せっかくいい雰囲気だったのに、余計なこと言わないでよね、お兄ちゃん！
 

（だからさっき。）
 

琴子ちゃんは何も気にしなくていいのよ。自分のおうちだと思って、ね！
 

はい。
 

じゃ、お兄ちゃん、琴子ちゃんの荷物の整理を手伝ってあげてちょうだい？お母さんは夕食の準備をしなくちゃ???今夜はすき焼きよ、琴子ちゃん、すき焼き好き？
 

好きです。
 

よかったわ、じゃまた、のちほどね。
 

はい。あの。
 

さてと、何からお手伝いしましょうか。
 

いいです、自分でやります。
 

ああ、そうだったよな。俺なんかがあんたを世話する理由、なにもないもんな？あんたがいてもいなくても俺には関係ないから、俺の生活の邪魔をしないでくれ！
 

（人が流れ星に打たれる可能性は百億分の一、高校生の女の子が振られたばかりの男の子と同居する可能性は何億分の一だろう？それって、特別に素敵なことの始まりなの？それとも???）
 

お待たせ！はい、お代りどうぞ。
 

ありがとうございます。
 

相原さんもいかがですか。
 

うん、致します。
 

相ちゃん、もっと食べて。そう言えば、相ちゃんは、朝パンでよかったんだ？米のほうがよかったかや？
 

いやいや、全然ええよ。
 

本当？食って、食って。
 

なんか、海外旅行にしちゃってる気がね。
 

モナコみたいやろう？モナコ。
 

ボナカ？
 

もうボナカやないよ。
 

（あたし、あの入江君と朝ごはん食べてるんだ。）
 

熱い！
 

ダサ！
 

こら、裕樹！
 

ごちそうさまでした。
 

あら、もうそんな時間？琴子ちゃん、あなたも一緒に行ったら？同じ学校なんだから。
 

はい。行ってきます。
 

行ってらっしゃい。
 

あのさ。
 

はい。
 

俺から離れて歩いてくれる？
 

なんで？
 

パン屑付けてる女と一緒に歩きたくない。最低でも二メートル離れて、学校までのコースは俺の後ろについて一度で覚えろ！当然、一緒に住んでるなんて誰にも言うなよ。学校でも一切話しかけんな。
 

そこまで言わなくたって???
 

これ以上くだらないうわさに巻き込まれたくない。
 

くだらないって？
 

俺、頭の悪い女嫌いなんだよ。
 

（悔しい！こんなやつに一目ぼれして、二年も片思いしてたなんて、絶対に彼を見返してやろうと決意するわたしなのでした。）
 
  


第二話 恋の入門試験
 

（ひょんなことからお父さんの大親友の家にお世話になることになったわたし、相原琴子。でもその家はわたしの憧れの男の子、入江直樹君の住む家だったのです。）
 

あ、いやな季節が来たわ。
 

はい、これが一学期の期末テストの時間割です。静かに、自習です。
 

はい！
 

どうした、相原？腹でも痛いのか。
 

質問です。先生が担当されている英語の出題範囲はもう決められてるんでしょうか。レッスン３までですか。４までですか。
 

はい、静かに！
 

よし、帰ろう！帰ろう！どうしたのよ！琴子！いつもと違う。
 

あたし、入江直樹が許せない。
 

えらい！よく言った！
 

だから、今回はやるわよ。期末テストに、入江直樹を負かしてやる。何よ、あんたたちまで！
 

あのさ、入江って毎回ぶっちぎりの一位だよ。これどころか、全国模試でも一位！琴子が敵う相手じゃない。そうや、そうですよ。
 

じゃ、じゃ、せめて掲示板（けいじばん）に載る。入江直樹と同じ紙のうえにあたしの名前を載せて見せる。
 

百番以内に入るってこと？無理無理！あたしたちＦ組なんだよ。せいやせいや、そんな阿呆な話取らんと、元気付きにうまいもの食いに行こうや。な、行くで。
 

いや、歴史は塗り替えるためにある。あたし、百番になって、掲示板に載って、Ｆ組の歴史を変えて見せる！それじゃ、お先に。
 

琴子、どうしたんや？
 

あ、来た来た来た???うまいそう、ありがとうございます。いただきます。
 

うん、皮ももちもちや。
 

うん、さすが金ちゃん、食べ物に関してだけは信用できるわ。
 

食べ物だけでなんや。マスター、評判ええで！ありがとうございます！
 

あざっす！
 

今週のサービス、コロンピア（コーヒー）も最高や。琴子も来ればよかったのにね。ね、テストに百番になるなんて、一体どうしたんだろう？
 

そのことなんやけどな、あいつ、新しい家に引っ越しか、なんかおかしいと思わないのか。だいたい琴子は今どの辺に住んでるのか、お前らで知らんやろう？
 

あ、だけど、学校まで歩いてこれるようになったって言ってたよね。ってことは、世田谷（せたがや）、渋谷、それとも目黒（めぐろ）かな。
 

ほら、怪しい！あいつがそんな高級住宅地に住めるわけがなんやないか。
 

だって、居候（いそうろう）だもん。なんかお父さんの親友の家って言ってなかったっけ。うん、そうそう。
 

それはほんまな話なんかな。あいつ、その家でいじめられとるんちゃうか。勉強とか言っとるけど、ほんまはお手伝いとか、こき使われとるんちゃうか。
 

いま時、そんなことあるわけないじゃん！そうだよ、変態！
 

え、変態じゃない、うけんだけど、うけんだけど、変態じゃない？
 

金ちゃん、本当にバカじゃない？
 

なんか匂うんや？
 

いただきます！
 

うん、おいしい！
 

や、しかし、相ちゃんのお店も無事に営業再開か。
 

よかったわね、琴子ちゃん。
 

はい、これは皆さんのおかげです。ありがとうございます。
 

いえいえいえ。うん？このお米、これママ、どこのお米？
 

お米じゃなくて、パスタの種類なのよ。
 

だろうね。
 

おいしいでしょう。
 

うん。
 

（やっぱりかっこいいなあ。「俺、頭の悪い女嫌いなんだよ。」）
 

ごちそうさまでした。
 

そんなにあわてて食べなくても???
 

もうすぐ期末テストがありますから、勉強しなくちゃいけないので、では、お先に失礼します。
 

まあまあ、熱心ね。
 

どこが分かんないのか分かんない。英語からにしよう！英語！えっと???もっとちゃんと授業聞いていればよかった。よしゃ！このペースじゃ、百番になるのに百年かかりそう。
 

琴子ちゃん！
 

はい。
 

ちょっといいかしら？
 

はい。
 

よかったら、ちょっと休憩しない？
 

ああ、ありがとうございます。
 

あ、遠慮なく！どうぞ！
 

ありがとうございます。いただきます。あ、おいしそう！おいしい！
 

私もうれしいわ。こういうのを一度やってみたかったのよ。憧れてたの。
 

うん？入江君は？
 

だってほら、お兄ちゃんって勉強しないのよ。
 

えい？入江君って勉強しないんですか。じゃ、今は？
 

とっくに寝てるわ。
 

えっ？入江君って、本当に天才だったんですね。
 

でも、それっていいことなのかしら？なんかうまく言えないけど、あの子このままじゃ、何か大切なものをなくしてしまうんじゃないかって気になるのよね。
 

大丈夫ですよ、入江君は。だって、こんなに素敵な家族がいるじゃないですか。
 

ありがとう。そうだ、ね、琴子ちゃん。
 

はい。
 

お兄ちゃんの子供のころのアルバム、見てみたくない？
 

見てみたいです。
 

ちょっと待ってて、持ってくるから。
 

アルバム、寝てるのか、入江君。
 

お待たせ！
 

これにする。おおお、すごい！
 

私、カメラの腕はプロ級なのよ。大好きなの。でも、最近が少ないでしょう？お兄ちゃん、写真嫌がるから、裕樹まで真似して嫌がるし、さびしいわ。
 

入江君って、子供のころからカッコよかったんだ。懐かしい！
 

（先輩の方々から、暖かいお言葉をちょうだいし、まことに感無量（かんむりょう）であります。）
 

おお、ちっちゃい！うん？この女の子は？
 

これ、お兄ちゃんよ。
 

うそ！
 

かわいいでしょう！わたし、本当に女の子がほしかったから、生まれてくる子は女の子だって信じてたの。それで、女の子用の服しか買ってなくてね、それから、エスカレーターしちゃったの。こんな時代もあったのよ。このこと話したのを琴子ちゃん初めてだわ。裕樹にも内緒なの。お兄ちゃんから絶対に言うなって言われてるから。一応、二人だけの秘密にしといてね。
 

はい。
 

じゃ、これ、口止め料にあげる！
 

本当ですか。ありがとうございます！かわいい！
 

あ、坊ちゃん、おはよう。
 

おはようございます。
 

早く座りなさい。
 

おはよう。
 

お～は～よ～う！
 

どうした、琴子？具合でも悪いのか。
 

ううん、なんでもない。
 

勉強しすぎて、おかしくなったんじゃないのか。
 

人は無意味な内戦をする。1861、南北戦争、1861、南北戦争、人は無残な奴隷（どれい）を解放。人は無残な奴隷を解放。1863、1863、奴隷解放宣言。1863、奴隷解放宣言。
 

琴子、あんた、本気なんだね。
 

一夜無休でスエズを通す。
 

なあ、琴子、お前今どこに住んでるや？
 

一夜無休でスエズを通す???
 

やっぱりおかしい！
 

相原さん！
 

入江直樹！
 

貴様、その面下げて、琴子に？
 

相原さん、カバン持って、ちょっと来てくれる？
 

はい。
 

え？カバン持って？
 

なぜ？
 

あ、もしかして、入江のやろう、気が変わって、琴子に付き合いたいとか言い出すんちゃうか？
 

うそ！
 

待って！
 

何よ？
 

これ、おふくろが間違えたみたいなの。
 

あ、本当だ。
 

こんなもの、おたく（あなた）のクラスが暇人（ひまじん）どもに見られたら、大変なことになるから。
 

ちょっと、今なんか交換したや、あの２人？
 

どういうことや？
 

ったく、いろいろ不便なことが多くなるよなあ。同じ学校だと、紛（まぎ）らわしいんだよ。
 

本当よね。入江君間違えてあたしの制服を着て、学校に行っちゃうそうだもんね。
 

何で俺がお前の制服を？
 

だって小さいことからスカートを穿（は）いちゃ育ってきたんでしょう？
 

おお、何話しとるんや？ぜんぜん聞こえへん！
 

ばれちゃうでしょう？
 

ジャン！
 

何でそれを？
 

おばさまにいただいたの！
 

なんや？ちょっと、ちょっと???
 

おふくろのやつ！とにかく、返せ！
 

いやよ！
 

いいから、返せって！
 

いやよ！だってあたし、あなたにいじめられてばっかりなんだもん。たまにはね、天才にも弱みってあるんだ。
 

こいつ、脅迫（きょうはく）するつもりかよ。
 

返してあげてもいいわよ。ただし条件がある。期末テストまで１週間、勉強私に教えて？
 

俺が？お前の？
 

こういうのはどう？あたしを百番以内にしてくれたら、この写真を返す！
 

断る！
 

何でよ？
 

大切なのは不可能と可能を見極める力だ。フィリップ?チェスターフィールド。
 

フィ???何？
 

つまり、不可能に挑戦するのは時間の無駄だってことだ。お前みたいなバカを百番以内にするなんて無理に決まってんだろう！
 

じゃ、これを学校へ???
 

あああああ、待って待って待って！わかった。今日から１週間、夜教えてやる。
 

やった！
 

ただし、やるからには、俺はよししないぞ。百番って言えば、A組み、B組みの人間で毎回埋まっちまうんだ。その中に、F組みのお前を入れるなんて、神業（かみわざ）なんだからなあ。じゃ、夜な。
 

琴子？無事か？妙なことされずなんか？
 

ね、入江君ってなに話してたの？
 

うん、なんでもない。さって、勉強がんばるぞ。
 

どんどん食べて！ほら、裕樹も残しちゃだめよ。
 

そうだよ、琴子ちゃん。子供にも食べることが仕事だからね。
 

この大根も食べてね、味染（し）みてるでしょう？
 

これはもう染み渡ってよね。
 

（入江君と２人で、勉強か。）
 

琴子ちゃん、今夜もお夜食（やしょく）作るわね。
 

ありがとうございます！
 

母さん、今日は夜食二つ頼むよ。琴子さんの部屋に持ってきて。
 

二つって、まさかお兄ちゃんが勉強するとか？
 

そうだよ。
 

琴子ばっかり、ずるい！お兄ちゃん、僕の勉強も見てよ。
 

お前はいいんだよ。始めるぞ。
 

はい。ご馳走様でした。どうぞ！
 

で、なにからやる？苦手な科目は？
 

数学かな。
 

じゃ、それだ。
 

はい、数学???
 

範囲ってどこまで？
 

範囲は一緒じゃないの？
 

俺は知らないもん。
 

範囲は、あれ、あった。四十ページまで。
 

じゃ、出るのはこことここと???
 

なんでわかるの？
 

こんなのだいたいポイントだよ。
 

入江君って、いつもどうやって勉強してんの？
 

一回聞いたり読んだりしたら、覚えちゃうから。じゃ、俺がいくつか例題出すから、解いてみて？これが解ければ、八十点はいくから。お前はいったい授業中なにを聞いてるんだ？お前の頭の中を見てみたいよ！
 

すみません。
 

しかし、いったいなにが起こってんた？直樹が人と一緒に勉強するなんて???どういう心境の変化だろうね。
 

もしかして、琴子ちゃんって、あたしが思ってる以上にすごい子だとかも。こんな短期間で、お兄ちゃんはあんたに変えちゃうなんてね。
 

もしかしたら、直樹にとってはいい変化になるかもしれないな。
 

やっぱり、パパもそう思うよ。
 

うん、今はとにかく見守ろう！
 

テープある？このスケジュールは絶対厳守（げんしゅ）！トイレに行くときも、風呂に入ってる間も、単語帳を手放すな。
 

スパレタ！鬼！
 

無駄話をしてる暇はない。さ、今日はこれから数学の公式の確認をするぞ。
 

ええ、もう十二時過ぎてんのに。
 

これまでのところ？
 

So far。
 

別の言い方をすると？
 

In other words。
 

On purpose？
 

あ？
 

オン　パーパス???
 

オン　パーパス？えっと、わざと？わざと。できた！フィ???フィリップ?チェスターフィールド。
 

予想問題を作ってみたから、解いてみろ！
 

おお、すごい！どんどん答えが浮かんでくる。
 

さっさとやれ！他の教科もあるんだから。
 

はい。よし、できた！寝てる？（入江君の寝顔???）
 

お夜食持ってきたわよ。
 

あ、おはよう！コーヒー入れたから、よかったら、飲む？行ってきます！
 

琴子ちゃん！ちょっと待って。はい。
 

なんですか。これ？
 

まだ開けちゃだめ！試験の結果が出て、百番に入っていたら、開けてみて？それまでのお守り！
 

ありがとうございます！
 

高々（たかだか）期末テストで、オーバーだなあ。
 

本当にありがとうございます、行ってきます。
 

はい、行ってらっしゃい。
 

関数（かんすう）オーケーで、判別もオーケーで、相互関係オッケー、えっと、cosもオッケー、sinもオーケーだし、二倍角もオッケーだから、よし、ばっちり！
 

（学校では声かけるなって言われてるけど???）ありがとう！
 

がんばって！
 

それでは、開始！
 

ははは、わからねえ！
 

これ、入江君が考えた問題と同じだ！これも、これも、これも！
 

終わった！サッパ、遊びに行くよ！
 

琴子！俺も賛成！俺も賛成！琴子！ごめん！放さへんで。
 

放さないで！放せ！
 

放さへん！最近ぜんぜんあいてしまえへんやから、今日という日は絶対放さへん！
 

もう、仕方ないな。
 

ねえ、どこ行くの？どこ行くの？
 

そのことは金ちゃんに任すとき！ほら行くで！
 

あれ？あの子お前に告白した子じゃないの？もう別の男といっちゃついてるよ！
 

関係ないよ。
 

ま、そうだろうな。そうだ。A組も喫茶店でテストの打ち上げするらしいけど、入江も行くか。って、行くわけないか。
 

いや、今日は行ってみようかな。
 

えい、マジで？お前、この三年間で、そういうのは初めてじゃない？
 

たまにはいいかなと思って。
 

行こう、行こう。
 

一位は入江か、満点か、さすが！お前はまた二番なんだよ。
 

すみません。よかった！一番、おめでとう！満点だったね。
 

そっちこそ、やったんじゃん。見てないのか。
 

あ、うそ！百番？百番？うそだ！入江君、百番！やった！うれしい！やったね。
 

違うよ！返せよ、例のもの。
 

おお、これでしょう？
 

堂々と出すなよ。それに、何回も言うけど、学校では声をかけないでくれよ。
 

ね、入江君。大切なのは不可能と可能を見分ける力だ。単に難しいだけなら、後は貫き（琴子ちゃんが間違えて、「かんき」と言ってしまう）通そうとする???
 

貫き（つらぬき）、だろう？後は貫き通そうとする精神力と粘り強さがあれば、何とかなる。
 

入江君も知ってたんだね。なんとかチェスターフィールドの続き。
 

当たり前だ。
 

入江君、ありがとう！
 

（入江君と同じ紙に載った！）
 

あの子よ、F組みの相原さん！真ん中の子。百番以内に入ったんだって。すごい！F組み始まって以来の秀才だ。
 

やっといいことでうわさになったね。一緒にいるあたしたちも誇りらしいよ。
 

にやしすぎ！
 

ああ、いい気分！
 

怪しい！完全に怪しい！俺には最初からわかっとる。新しいあいつの家には、なんか秘密があるはずや。
 

じゃね、バイバイ！
 

兄！これ、かえって目立ちませんかね。阿呆、何事も形から入るのが大事なんじゃ？そうじゃ。ほら、行くで！
 

はい。
 

あ、夕日が、気持ちいい！終わった！
 

あそこか。こんなど偉い屋敷町に琴子は住めるはずがあらへん？やっぱりどこずも金持ちに召使（めしつかい）として、こき使われとるんや、な。
 

そうですね。
 

かわいそうに。
 

かわいそうや。兄貴！あれ？入江？
 

入江ってなんや？
 

いや、入江って書いてあるんじゃないですか。
 

入江？じゃこれは？
 

ファーミリです。入江家っていうことです。
 

入江家？入江？いえいえ、せいやけど、入江なんて苗字、全国に仰山（ぎょうさん）おるかな。
 

そうだ。兄貴、あれ！
 

入江、隠れる！
 

どこに？
 

え、うそや、まさか？え???
 

おはよう！
 

琴子???お前が今住んでるところのうちのは入り江直樹の家なんか？
 

そんなことはあるわけないじゃん！
 

でもわしは琴子が入江の家に入っていくのをちゃんとこの目で見たんや！銀太郎と銅蔵も証人やて。
 

確かに見ました！
 

夢でも見たんじゃないの？あの、だって、あたしがさ、入江君とさ、あの、だって、２人???
 

だって、見ましたよな。見たよな。
 

きっと夢！
 

琴子ちゃんへお守り？ちょっと待って！なに？この写真？
 

入江とのツーショット？
 

ちょっと、琴子、どういうこと？
 

ごめんなさい！
 

やっぱり、お前入江の家におるんか。
 

でも、でも、金ちゃんが考えてるようなことじゃないんだ。あの、お父さん同士が親友で、えっと、私があの家壊れちゃったんじゃん？だから、あの次のさ、家が見つかるまであの、お世話になりますっていう感じで、はい。
 

じゃ、なに？今回の試験、もしかして入江に教えてもらってたの？
 

道理で、今回姉さんの成績に何とか行かなかったんですよね。
 

そういうことか。琴子を百番にするなんて、やっぱり入江君って天才だね。ほっとした。琴子の力なわけないもんね。
 

みんな、あんまりじゃないか。
 

でも、この２人なんか雰囲気いいよね。やっぱ同じ屋根の下に暮らした入江は???
 

阿呆を言うな。
 

それだけはないよ。だって、入江君はあたしのこと無視だもん。嫌われてるんだ、あたし。
 

あ、琴子、かわいそうに。
 

じんこ！でも、あたしだってあの冷血人間まっぴらごめんだもん。へっちゃら。でも、あの、学校で同家（どうけ）のことを絶対言うなって言われてるから、皆さん、このことはとりあえず内緒でよろしくお願いします。
 

オーケー、うちらに任しておいて！ね、みんな？
 

ありがとう！みんなやさしい！
 

（この２人なんか雰囲気いいよね。）
 

相原！
 

なに？
 

いいから、こい！
 

学校で話しかけちゃいけないんだね。あの、じんこと里美が???
 

あんたの友達ってなに考えてるんだ？
 

ねね、でも本当によかったのから。だから、任せとけって、恋は外回りから生めていきもんよ！さすが、じんこ！
 

入江君、ごめんなさい！本当にごめんなさい！
 

あんたは俺にラブレターまで書いたぐらいだから、うわさされても平気だろうけど、俺は迷惑だね。これ以上俺のペースを狂わさないでくれ。
 

あたし、なんで泣いてんだろう？
 
  


第三話 モーニングコーヒーは恋の香り？
 

（わたしと入江君の同居がばれ、学校中のうわさに。）
 

（とっくの昔に振られたはずの入江君に、どんな意地悪言われたってへっちゃらだって思ってたのに。なんで涙が出るだろう？）
 

あたし、やっぱり入江君のことが好きなんだ。
 

琴子ちゃん、遅かったじゃないの？心配したのよ。
 

すみません、連絡するのを忘れちゃいました。ごめんなさい。
 

（生まれて初めて書いたラブレター、決して読んでもらえないラブレター。「いらない。」あんなやつってわかってるのに、やっぱり好きなんで???）
 

おい、風呂入れってよ。入るぞ。おふくろが風呂入れって。
 

（入江君へ。私はF組みの相原琴子と言います。あなたは私のことを知らないでしょうけれど、私は知っています。入学式のあいさつをした入江君の知性とカッコよさに憧れて二年間、初めて入江君を見たその時から、まるで流れ星に打たれたみたいに、特別な気持ちが私の中で生まれて、入江君のことが好きです。）
 

やば！おはようございます！
 

おはよう、琴子ちゃん。
 

相変わらず寝坊してたな、琴子は。ここには早起きして、奥さんを手伝ったらどうたい？
 

すみません。
 

いいのよ。お兄ちゃんも裕樹も何にもやらないんだから。さ、早く朝ごはんを食べたって。
 

はい、いただきます！
 

な、琴子、今日早めに学校から帰ってくれるか。
 

うん、いいけど、なんで？
 

や、入ちゃんうちにはいつもお世話になりっぱなしだから、今夜の夕食は俺が作ってみようということでな。それで琴子も手伝ってもらおうと。
 

そうか。今日店定休日だよもんね。
 

そんな相原さん、お気遣いなく。
 

いえいえ、せめてもの気持ちです。
 

いや、相ちゃんの料理は天下一品やけど、楽しみだな、直樹、裕樹。
 

そうだね。ご馳走様、行ってきます。
 

行ってらっしゃい。行ってらっしゃい。
 

ほら、琴子ちゃんも。
 

あ、はい。
 

なに？
 

パン、ついてた。
 

なに、今の？
 

気をつけて！
 

階段や。
 

足元、気をつけて。下がります。
 

もう、金ちゃん、歩きづらい。ってはっきり言って、迷惑。
 

琴子のためや。せめて学校だけでも入江のやつが近づかんや、俺は琴子を守らんと。あ、入江！
 

大丈夫だって。あたし、本当に嫌われてるんだから。学校で声かけるなって言われてるし。
 

あれ、あれってお前の家に住んでいる子じゃないの？なにしてんの？
 

知るか。
 

入江の家に偵察に行くって、そこまでするか、金ちゃん？
 

いえ、そうはけど、お前らって２人のこと気になるんじゃん？
 

まあね。
 

あの家ですね。
 

でかい！抜き足（ぬきあし）、差し足（さしあし）???
 

こんなのばれたら、入江に怒られそう???
 

シー、おるおる！
 

おい、琴子！
 

はい。
 

あれ、見えへん？
 

蓋蓋！蓋がかぶっちゃって。
 

すごいわ、おいしそう！
 

やっぱ、さすがやね、相ちゃん。
 

ね、これなに？
 

あ、それは琴子お姉ちゃんが作った揚げ出し豆腐よ。形は悪いけど、おいしいわよ。
 

僕要らない。
 

俺も要らない。
 

こら、お兄ちゃんも裕樹もなんってこと言うの？そうだよ。もうすぐ席ついて。
 

このあいつらが琴子の手料理を???
 

金ちゃん、声でかい！
 

お前もやな。
 

じゃ、わたしが琴子ちゃんの作ったものをいただこうかな。わたしが食べたら、ちゃんと２人ともいただくんだぞ。ね。
 

う、まじい！
 

あ、やっぱり???
 

そんなことないよ、うまいよ、うまい！
 

入ちゃん、気づかんええで、こいつは昔から料理音痴で、俺の娘と思わないみたい。このままやったら、嫁にもらってくるとこ、あるやろうか。
 

ごめんなさい。
 

あら、平気ですよ。琴子ちゃんはうちでもらうから。
 

今、今なんって言った？
 

だから、琴子ちゃんはお兄ちゃんのお嫁さんになったらいいじゃないの？
 

反対！僕反対！
 

そうですよ。勝手に決めないでください。
 

人の人生って遊ぶなよ。
 

あら、そう？琴子ちゃんは絶対お兄ちゃんのタイプだと思うのにな。
 

そ、そうなんですか。
 

そんなわけないだろう。まっぴらだよ。
 

こっちだってまっぴらごめんよ。
 

ええで、琴子よく言ったな。
 

へえ、そうなんだ？あんな熱いメッセージをくれたのに。初めまして、入江君、わたしはF組みの相原琴子と言います。あなたはわたしのことを知らないでしょうけど、わたしは知っています。入学式のあいさつをした入江君の知性とカッコよさに憧れて、（琴子に平手を打たれた。）なにするんだよ！
 

ひどい！手紙見たの？
 

だって、俺に書いたんだろう？
 

だから、暗記することないじゃない？
 

一回読んだら覚えるんだから、しかたねえだろう？
 

だからって、みんなの前で言うことないでしょう！
 

ね、ちょっと待て、どういう意味？ね、琴子ちゃんってもしかして、お兄ちゃんのことずっと好きだったの？
 

ほら、はっきり言えよ。
 

ラブレターを書いたの。
 

本当か。琴子？
 

じゃ、あたしの提案って、夢じゃないんじゃないの？
 

でも、それは前の話で、一緒に暮らす前の話です。だから今はもう???
 

そんなこと言わないで、またお兄ちゃんのこと好きになったらいいじゃないの？ね、パパ？
 

うん？そうだな。２人がそれでいいなら。
 

ちょっと待った！開けて！
 

だれな？あの子たちは？
 

金ちゃん？
 

琴子、開け！
 

あの子たち、あたしの同級生です。ちょっと人のうちでなにやってんの？
 

ごめん、金ちゃんが琴子の様子をどうしても知りたいって。
 

入江が何ぼ天才か言うだからで、男や！いつ獣（けだもの）に変わるかわからへん。見てみ、来て正解や。さっきから聞いとったら好き勝手におっしゃって。
 

ってが、お前だれだ？
 

入江家の皆さん、お初にお目にかかります。わたくし、金ちゃんこと、池澤金之助です。琴子のクラスメートです。
 

ってことは、バカだ。
 

こら、裕樹！
 

琴子と僕はクラスでも評判のホットな関係なんですわ。
 

ちょっと金ちゃん、適当なこと言わないでよ。
 

あら、琴子ちゃんって、もてるのね。
 

そうなんです。
 

なんか、すいません。
 

せいやから、変なちょっかいを出さんといてもらえるか。結婚なんか、お話にもならへんで？な、入江君。
 

そんなことわかんないよ。
 

なんや？それどういう意味やね？
 

人の気持ちなんてわからない。今日は嫌いでも、明日は好きになってるかもしれないからね。
 

なんやと？やっぱりお前琴子に気があるんかい？
 

さあね、けど彼女はあんたより俺に気があるってことを忘れるなよ。じゃ、俺は二階に行くので、ごゆっくり。
 

（なに？今の？どういう意味？これで、もしかして期待してもいいってことなのかな。そんな中、私たちの高校最後の夏休みが始まろうとしていた。）
 

うん、でもさ、高校最後の夏休みぐらい、なんか素敵な思いでほしいよね。
 

だけど、うちら一応受験生だし。
 

それでも、ね。
 

ね、だって高校最後の夏の思い出が宿題だけじゃねえ。
 

琴子はいいじゃない、夏休みの間中、入江と一緒にいられるんだから。
 

なんもわからんないよ。
 

わからないよ。この前はあんな超熱的な告白もん？
 

あんなのは売り言葉に買い言葉でしょう？
 

まね、入江ったら、琴子の手料理も食べてなかったしね。
 

わたし、料理苦手だからさ。
 

そういう問題じゃない。男は気になる女の手料理を食べたいものなのよ。たとえそれがどんな味でもね。
 

そうだよ。一緒に住んでるんだから、手料理食べさせるくらい楽勝でしょう！せめてそのくらいの思い出、この夏に作っちゃいなさいよ。
 

あ、手料理か。
 

ああ、あんな言われて心配でたまらんわ。せいかで、毎日見張りに行くわけにもいかんし、学校が休みの間、入江のやろう、毎日琴子と一緒におるわけやし。
 

確かに。女ってやつは近くにいる男になびきますから。
 

こら、なんってこというの？兄貴、負けちゃだめです。兄貴も入江に負けないくらいいつも琴子姉さんのそばにいなくちゃ。
 

おはようございます！
 

おはよう。
 

琴子ちゃん、今日から夏休みじゃないの？
 

あのちょっと、学校に行かなくちゃいけなくて。
 

夏休みなのに、どうして？
 

あの、その、えっと???
 

裕樹、お願いね。
 

はい。
 

入江家の皆さん、おはようございます。わたくし金ちゃんが、琴子さんの補習の迎えに参りました。
 

補習？この前のテストで百番だったのに？
 

期末は百番だったんですけど、その前の中間の結果が思わしくなくて。
 

今までどんだけ成績悪かったんだよ。やっぱりバカだ。
 

こら！
 

行ってきます。
 

全員F組みだね。これじゃいつもの授業と変わらないよ。
 

いいか。お前たちははっきり言って、内部進学できるかどうかぎりぎりのラインの上に立ってる。期末テストで百番だった相原だって例外ではない。だからこそ、この補習には真剣に取り組んでもらいたい。斗南高校、地獄の夏季補習始まります。夏は天王山（てんのうざん）です。
 

これじゃ、夏休みの思い出なんて到底（とうてい）期待できないね。
 

高校最後の夏の思い出は宿題だけ、琴子が言ったとおりになりそう。
 

ええやんか。夏休みの間、この金ちゃんと一緒に過ごせるんや。最高の思い出や。さ、食いや。
 

空気を読みなさいよ、金ちゃん。
 

琴子が一緒に過ごしたい人はあんたじゃない。
 

まあ、でも補習ばっかりで、それも無理か。
 

お？でもさっき入江のやろう見かけたな。
 

バカ、よけいなこと言うな。
 

え、うそ？入江君？まさか入江君が補習？
 

そんなわけないでしょう。校庭見てみなさいよ。
 

あ、そうか。そうだ。入江君一応テニス部だもんね。
 

一応ってなによ？
 

正式な部員じゃないの、部員長にうまいから、大会前だけ駆け出されるんって。
 

おお、そうか。今月末高校テニスの全国大会があるって言ってたもんね。
 

なんやと？あいつ、ガリベンの運動音痴じゃなかったか？
 

性格以外はパーフェクトなのよ。
 

いやみなやつよね。
 

でも、部活で学校に行くなんて教えてくれなかった。
 

相変わらず完全にアウトオブ眼中なんだね。
 

いいんや、いいんや、それでいいや。
 

（人の気持ちなんてわからない。今日は嫌いでも、明日は好きになってるかもしれないからね。）
 

なに見とれてんのよ。
 

別に。だって、毎日の腹筋（ふっきん）とか、ランニングとか、ボール拾いを全部飛ばして勝つなんて、ぜんぜん選手じゃない。よし、勉強やるよ、勉強。よし、やるよ。
 

（やっぱり、かっこいいな。テニスの練習、疲れるだろうな。家帰ったら、わたしの手料理食べてもらって???元気になってもらって???なんてね。）
 

相原？相原琴子！
 

はい。
 

今先生が読んでいた続きを読んでみろ。
 

６３。
 

弛（たる）んでいた罰して、校庭１０周！
 

えっ？！１０周！
 

はい、ペース落ちてる！相原と１周！
 

痛い！
 

あ、ごめん、わざとじゃないよ。補習、終わったんじゃないの？
 

ほっといてよ。走りたくなったの。
 

ほら相原、夫婦喧嘩するな。
 

はい、あら琴子ちゃん、日焼け？体育の補習もあったの？
 

えっと、それは???
 

琴子のやつ、補習サボって、その罰として、校庭走らされたんだぜ。
 

なんであんたがそんなこと知ってんの？
 

蛇の道は蛇だ。
 

じゃ？砂利（じゃり）道？
 

そんなことも知らねえかよ。バカじゃないの？
 

裕樹、いい加減にしなさい、もう。
 

まあまあ、夏なんだし、日焼けもいいじゃないか。
 

本当よね。毎年夏は山か海にバカンスに出かけるのに、今年はつまらないわ。
 

あれ？相ちゃんから何も聞いてないかな。あのね、実はね、我々二人の中学時の同窓会があってね、久しぶりに九州に帰るんだよ。
 

ええ、そうなんですか。
 

だから、家族旅行はお預けなの。
 

おば様も九州に行ったらいいのに。
 

だって、あなたたちを放っていくわけには行かないもの。
 

ちゅうませんね。
 

ご馳走様でした。
 

ご馳走様。
 

おば様、わたしもお手伝いします。
 

ありがとう、琴子ちゃん、じゃ、洗い物お願いしようかな。
 

はい。
 

その間に、琴子ちゃんとお兄ちゃんの明日お弁当の準備をしなくちゃ。
 

いつもありがとうございます。
 

朝早いから、下ごしらえだけでもね。
 

あの、おば様、今度あたしにお料理を教えていただけませんか。
 

いいけど、琴子ちゃんにはプロのお父さんがいるじゃないの？
 

そうなんですけど、なんって言うか、家庭的なって言うか、おふくろの味を覚えたいなあなんて。
 

入江家の味を覚えたいんじゃないの？ね、琴子ちゃんって、本当は今でもお兄ちゃんのことすきでしょう？
 

なんでそう思うんですか。
 

そんなの見てればわかるわよ。ね、やっぱりうちにお嫁に来たらいいのに。
 

入江君とわたしじゃ釣（つ）り合わないですよ。
 

あのね、わたしとパパが結婚したとき、１９歳だったの。自分で言うのもなんだけと、求婚者はたくさんいてね。みんなハンサムで、お金持ちの若者ばかり。そんな中、パパはごらんの通りの見た目だし、年もずっと上、当時は会社を起こしたばかりで貧乏（びんぼう）、あたしの両親も交際には大反対だわ。
 

でも、おば様はおじ様を選んだんですよね。何でですか。
 

パパはだれよりも誠実で、だれよりもまじめで、そしてあたしを思ってくれたから。パパはわたしの家柄とか、お金とか、若さじゃなくて、わたし自身を好きになってくれたの。なんだか琴子ちゃんを見てると、あの頃のパパを思い出しちゃうのね。
 

おめでとう！では、テニス高校大会、直樹の優勝を祝って乾杯！さささ、座って、座って、いただきましょう。
 

しかしすごいね、直樹君は。勉強うまくできるだけじゃなくて、テニスが得意なんてね。しかも三年連続優勝なんだろう？
 

ええ、まあ。
 

練習に明け暮れてるわけじゃないんだろうに、感心したよ。
 

簡単ですよ、相手の癖とか早く見つけて、頭で計算すれば、だいたいどこに飛んでくるかわかりますから。
 

ね、お兄ちゃんって、かわいくないでしょう！
 

いえいえ、頭がいいんでしょう。顔は似てないけど、そういうところは入ちゃんにそっくりみたい。
 

いやいや、俺はこれほどじゃなかったろうと思って。だって覚えてとろう？中学時代の俺は。
 

そうやったのか。
 

いや、しかし懐かしいかね。
 

楽しみわね、明日の同窓会。九州帰るのは久しぶりだい。
 

みんな変わっとれんやろう。
 

でもさ、こりゃろうか。
 

行ってきます！
 

行ってらっしゃい。お服はよく似合ってますよ。
 

あ、照れますね。
 

気をつけて。
 

じゃね。
 

パパたちまるで遠足に行く小学生みたいだったわね。
 

お父さん、店が忙しくて、帰省するの久しぶりだから、きっと楽しみにしてたと思います。
 

はい、入江でございます。え？本当ですか。はい、すぐ伺います。はい。どうしよう！大変だわ。
 

どうしたの？
 

おばあちゃんがけがしたらしいの。幸い、たいしたことはないんだけど、今夜は入院で、それであたし病院に付き添いにいかないと。
 

そしてあげてください。
 

ありがとう、琴子ちゃん、じゃ、お兄ちゃんと２人で家のこと、よろしくね。
 

はい。え？２人？
 

裕樹は連れていくわ。お兄ちゃんも琴子ちゃんも明日学校でしょう？だから。
 

わかった。いいよ。
 

急いで支度して？
 

（ってことは、この家に入江君と２人きり？すっごく緊張するけど、でも、これは???）
 

裕樹、行くわよ。
 

はい。
 

（今度こそ、入江君にわたしの手料理を食べてもらえるチャンス！）
 

最高の夏休みの思い出を作っちゃうもんね。ビフテック?アン?ブルジョワーズ。これだ。
 

なんだ、これ？
 

入江君？
 

それは？
 

ビフテック?アン?ブルジョワーズ。ね、レシピ見なくていいの？
 

さっき見ただろう？一回見れば覚えられるから。
 

おお、いいにおい！
 

それで、おばあちゃんは？行かなくていいの？
 

これにはいろいろと理由があるのよ、裕樹。あの２人って、なかなか晩稲（おくて）でしょう！このあたりで、ちょっと意識させやなくてね。で、パパたちが旅行に行くのをきっかけに、邪魔者は消えようと思って。
 

じゃ、おばあちゃんがけがしたっていうのは？
 

もちろんうそよ。電話ただのせいです。ママ迫真の演技だったでしょう！
 

なんだって？帰る。
 

あら、じゃ、これはいらないよ。
 

お、すごい！レシピの写真とまったく一緒！
 

いただきます！
 

いただきます！うん、おいしい。
 

（わたしの手料理じゃなくて、入江君の手料理になっちゃったけど、入江君の２人きりで素敵な食事、私たちまるで新婚さんみたい。）
 

ごめんね、入江君に作ってもらっちゃって。
 

じゃ、琴子には飛び切り甘いデザートをもらおうかな。おい、食器ぐらいお前が洗えよ。後キッチンも元通りにしとけよ。
 

おお、わかった。あ、入江君これから宿題？よかったら、一緒にやらない？
 

宿題？そんなの夏休みの初日に全部やったよ。
 

うん？初日？すごっ！
 

まさかまだやってないとか。
 

あ、そのまさかのまさかなんだよね。
 

あんたなら、どうあがいても、徹夜で１週間はかかるよ。まあ、がんばりなよ。
 

やばい！もう十時だよ。キッチン片付けてるに遅くなっちゃってよ。しようか。わからない。英語にしよう！英語なら、わかるさ。結局最後まで勉強に追われる夏休みか。古典と世界史と英語は何とか書きなぐってけどさ。数学と物理はもう無理！限界！
 

（神様、仏様、ごめんなさい！あたし、追い詰められた犯人のような気分なんです。）
 

解答をちょっぴり見させてもらいます！セーフ！入江君のノート！あった！数学と物理、お借りします。
 

なにしてんだよ。夜中に人の部屋でごそごそと。
 

なんでもないの、なんでも。じゃ、お休み。
 

そうは行かないよ。
 

あの、これは、えっと、あの???
 

わかってるよ。夜這（よば）いしにきたんだろう？
 

あ、違う！なにをやってるの？
 

なにが違うの？こんな夜中に男の部屋に忍び込んでくるのはそれ以外ないだろう？安心しなよ。恥、欠かせないから。
 

あ、恥って、それって、そういうこと？
 

家には俺たち以外にだれもいないしね。
 

あ、そんな？
 

あいつだって言ってただろう？天才だっていつ獣になるかわからないって。
 

あ、待って！あたし入江君のことは好きだけど、あたしたちまだ早いと思うの。まずは健全なお付き合いから。
 

健全なお付き合いだって？そうか。お前まだ俺のこと好きなんだ。
 

からかったの？
 

安心しろよ。健全も何もお付き合いつもりないから。
 

みんなに言ってやる。入江君に襲われたって。学校中に言い触らしてやる！
 

言えば。こんだけうわさされてるんだから、いまさらそんなこと言ったって、みんな勝手に想像してんだろう？
 

負けた！
 

おい！忘れ物。
 

そんなもの???
 

じゃ、三番は同じ公式だから、解いてみて？
 

もう、得数だけでいいじゃん？
 

それじゃ、宿題やった意味ないだろう？ほら、さっさとやる。
 

（結局、高校最後の夏休みの思い出は宿題だけ、期待していたようなことは何もなかったけど、でも、なんだか幸せな気持ちなのはどうしてなんだろう？）
 

惚けとしてないで、さっさとやれ！
 

はい。結局徹夜なっちゃったね。お詫びに、朝ごはん作ろうか。
 

やめてくれ！新学期早々は腹壊したくない。コーヒー、コーヒー入れてくれ。
 

いいけど。はい。お、入江君、おはよう！
 

ずっと起きてだろう？
 

（高校最後の夏休みの思い出はこれといて何もなかったけれど、入江君と飲んだモーニングコーヒーの香りはきっと忘れない。）
 
  


第四話 チョコレートは恋のお守り！？
 

（高校最後の思い出はこれといて何もなかったけれど、入江君と飲んだモーニングコーヒーの香りはきっと忘れない。時の流れは早いもので、季節は夏から秋、秋から冬へと移り変わっていき、どうにか大学進学が決まったのはいいけど、あたしと入江君の関係は相変わらず何も進展しないままで。）
 

じんこ、里美、あけましておめでとう！
 

あけましておめでとう、琴子。あれ？今年は琴子も着物着たんだ。
 

入江君のお母さんに着つけてもらったんだ。
 

かわいい、似合ってるよ。
 

ありがとう。あれ？じんこちょっと太った？
 

ちょっ、やめてよ、気にしてるんだから。だけどさ、もう受験勉強から開放されたと思うと、クリスマスケーキも御節（おせち）も、おいしくて。
 

うん、わかる、わかる。でもさ、三人とも同じ斗南大学に進めて、よかったね。
 

本当、春からあたしたちも女子大生。今年はいい一年にしようね。
 

じゃ、早速いくか。
 

あ、並んでるね。すごいね。素敵な大学生活になりますように！
 

今年こそ、彼氏できますように。琴子、真剣だね。無言でもなにを願ってるかばればれね。ね、おみくじ引こうよ。
 

これ。
 

じゃ、あたしはね、これにしよう。
 

え、どれにしようかな、これ。
 

すごい！大吉だ！
 

あたしも！あたしも！すごい、３人そろってる。
 

待って？待ち人、来る。楽しみに待ちなさい。
 

よかった！
 

どうしよう？大丈夫？
 

なに？わたしのなに???来ないけれど、便（たよ）りあり。どういうことだ、それ？こないの、今年も来ないの？
 

兄貴???
 

このこと、琴子には絶対言うなよ。
 

でも???
 

ええから、言うな言ったら、言うな。
 

兄貴???
 

おめでとう！それでは、琴子ちゃんの大学進学決定を祝って、乾杯！おめでとう。
 

琴子ちゃん、おめでとう！
 

さあ、それでみんな、いただきましょう！
 

あたしのために、皆さん本当にありがとうございます。
 

いやいやいや。
 

こないだまでまだ小さいと思ってた琴子が春からもう大学生か。天国でお母さんがどれだけ喜んでることか。
 

お父さん。
 

ごめん、ごめん。
 

直樹も琴子ちゃんに続いて、受験がんばらないとな。
 

お兄ちゃんは琴子みたいなバカとは違う。余裕で東大合格だ。
 

あ、そうだ。はい、入江君これ。あたしが内部進学できたのも入江君にテスト勉強を見てもらったおかげだし、お礼ってほどじゃないんだけど。
 

わ、素敵！早く開けて見せてよ、お兄ちゃん。
 

なんだ、これ？
 

ヘッドマッサージ機です。入江君東大目指して、外部受験するでしょう？まだ勉強あって、大変だと思うから。
 

泡立て機みたい。じじ癖。
 

こら、裕樹。
 

いいから、使ってみなさいよ、お兄ちゃん。
 

そうだよ、そうだよ。
 

俺はいいよ。それに東大どころか、大学に行くかどうかも決めてないし。
 

あの、裕樹、それ、ちょっと見せご覧なさい。どうやって使うよね。
 

頭に。
 

頭にね。
 

（そんな？東大間違いなしの天才の入江君が大学に行かないかもしれないって、どういうこと？）
 

口、口。受験勉強のない三学期って天国ね。
 

本当。あ、見てみてみて。
 

なんかすごい風景！
 

あたしたちが余裕で遊んでいるのに、A組みが必死なんて。なんか不思議だよね。
 

まあ、もうすぐセンター試験だからね。
 

だが、入江直樹だけは余裕と。
 

信じらない。この時期に受験に関係ない本を余裕と読んでられるなんて。
 

ね、入江直樹の第一志望ってやっぱ東大なの？
 

（東大どころか、大学に行くかどうかも決めてないし。）
 

琴子？琴子？
 

あ、どうなんだろうね。受かったら、行くんじゃない？
 

何言ってんの。入江なら受かるに決まってんじゃん。
 

でも琴子さびしくなっちゃうね。大学ばらばらになっちゃうなんて。
 

でも、入江君の将来のためだもん。応援しちゃう。
 

応援しちゃう。
 

じんこ無理がある。
 

無理がある？うそでしょう。
 

おば様、あの、裁縫（さいほう）道具をお借りすることってできますか。
 

いいわよ。ちょっと待っててね。
 

はい。あ、わかっちゃった。
 

大丈夫よ、ゆっくりやってみて？
 

はい。
 

その守り、お兄ちゃんに？ありがとうね、琴子ちゃん。お兄ちゃんの大学受験のこと、一番思ってくれてるのは、実は琴子ちゃんかもね。
 

入江君、大学行かないかもしれないなんてうそですよね。
 

大学に行きたくないわけじゃないんだろうけど、もしかしたら、パパの期待が大きすぎるのかも。パパ、自分が東大出身でしょう！それで、お兄ちゃんにも同じ東大に行って、いずれはパパの会社を継いでほしいって思ってるんだけど、そういうふうに期待されてることがもしかしたらお兄ちゃんには重荷なのかもね。
 

はい。
 

ちょっといいかな。はい。明日センター試験でしょう？だから。受けるよね、センター試験。
 

願書渡した。
 

よかった。他に行きたい大学があったら仕方ないけど、でも東大に行ったら、おじさんもおばさんも喜ぶと思うよ。あたしなんか親に迷惑かけっぱなしだしさ。そんなふうに、親を喜ばせるチャンスがたくさんある入江君がうらやましい。じゃ、それだけ。
 

お前さ、大学行ってどうするの？
 

どうするって、勉強したり、友達作ったり？
 

好きでもない勉強をわざわざしに行く気かよ。わかんないよな、なんでみんなそんなに必死に大学に行きたいのか？
 

そりゃ、入江君みたいな人が勉強するために大学はあるんだろうけど???
 

俺、大学なんて行きたいと思ってないよ、別に大学で教えてもらわなくても勉強したけりゃ、自分でできるし。
 

でもそれだけじゃないでしょう？将来やりたいことのための資格とか？
 

じゃ、お前は何やりたいの？
 

そんなのまだわかんないけど、そうだ、大学行く時間でそれを探しにいく時間なんだよ。将来自分が何をやりたいのかを。入江君はさ、その頭脳（ずのう）を独り占（じ）めしちゃだめだよ。日本の発展に役立たせないとね。
 

お前ってすごいよな。前から思ってたんだけど、なんでそんなに一生懸命になれるんだろうって、そんで、一生懸命にやるのに、なんでそれができないのかなって、感心しちゃったよ。
 

なに？それ？嫌味？
 

なんかそっちのほうがうらやましい気がする。明日早いから、もう寝るわ。
 

うん、お休み。じゃ、これ、つけとくね。完璧！ファイト！
 

お兄ちゃん遅いわね。
 

あいつまさか、センター試験受けない気じゃないだろうな。
 

大丈夫たい。入ちゃんの気持ちを届いとく。
 

でも、思い込んだら、頑固なとこあるけね。
 

なに？
 

おはよう！お兄ちゃん！いい朝ね。はい、お弁当！
 

ありがとう。
 

どうした？直樹？
 

なんか、ちょっと熱っぽい、風邪引いたみたい。
 

こんな大事な日に？
 

大変だわ、あ、たまごだけ、たまごだけ！
 

のどには葱（ねぎ）を。
 

薬???
 

いいよ、もういくから。
 

え？朝ごはんは？
 

食欲ない。これでいい。
 

入江君、入江君、これ飲んで、この薬。よく効くのよ。
 

これで安心だ。
 

まさかとは思うけど、この薬眠くならないよな。
 

服用後は自動車の運転を避けてください???
 

吐け！直樹、吐くんだ！直樹！入ちゃん、俺は押さえとくんで、指え！
 

もういいよ！行ってきます！
 

入江君、大丈夫かな。
 

おはよう。
 

おはよう。
 

あれ？その守り、手作り？もしかして、一緒に住んでる彼女が作ってくれたとか？
 

会場に着いたら捨てる。
 

そんな！かわいそうじゃん！俺、彼女、けっこうお好みだけどな。
 

すみません、降ります。ありがとうございました。
 

どうした、入江？
 

あいつ！
 

お守りがドアに挟まってる。引きちぎれよ。おい、いくともしてないぞ。入江、急げ！
 

渡辺、お前先に行け！
 

でも、お前は???
 

俺は早めに何とかするから。
 

わるい、先行くぞ。後で、会場でな。
 

すみません。すみません、エレベーターが停止しました。すみません。
 

よかった、入江、ずいぶんかかったな。
 

駅員にしこたま搾られた。なんかイタズラでエレベーター止めるのが流行ってるらしくって、今までのもお前が犯人なんじゃないかって。
 

話は後だ。さ、中行こう。そういえば、あの守りはどうしたの？しぶといな。それ、縁起悪いじゃないか？
 

だよな、はずしちまおう。なんかやったら、あっさり取れた。
 

入江？
 

階段から人が落ちたぞ。誰が、誰がいませんか？
 

２人とも保健室へ運んで！今すぐ！
 

なんって恐ろしいお守り？
 

すいません、遅くなりました。
 

階段から落ちた生徒だね、さ、急いで、残る時間三十分で。
 

はい。あの時だ。ありがとう。
 

な、入江、聞くのもわるいけど、どうだった？
 

問題はほとんど見ずに、想像で答えを書いた。
 

まあ、お前なら何とかなってるよ。
 

あの女！
 

どうした？もしかして、そのお弁当もあの子が作ったとか？食わないほうがいい。腹でも下したら大変、こんなんでよかったら？
 

ありがとう。恩に着る。
 

な、よけいなお世話だけど、あのお守りも捨てたほうがいいぞ。
 

保健室で気づいて、なくなったよ。
 

それはよかった、これで災いも去ったな。
 

残り十分だよ。
 

大変だったな、入江。でも、お前はこれぐらいのアクシデントがあって、ちょうど普通ぐらいの人だよ。って、フォローになってないか。
 

あの、あなた、今日は大変だったわね。
 

先ほど、ありがとうございました。
 

まあ、骨は折れてないけど、しばらく安静にね。
 

はい、ありがとうございます。
 

あ、そうだ。あなたのだと思うんだけど、階段に落ちていた守り、胸のポケットに入れておいたわよ。手作りだったから、大事なものなんじゃないかなと思って。お守りのご利益（りやく）、あるといいわね。あ、うらやましい。
 

俺、あの子とお前は一生一緒に気がする。
 

やめろ！
 

お兄ちゃん、そろそろ帰ってくる時間なのに、遅いわね。
 

お兄ちゃんだ。
 

お兄ちゃん、どうしたの？いったいなにがあったの？
 

転んだ。
 

え、それにしたって、ひどいけが???
 

お守り、効かなかったんだ。
 

いや、ものすごーく効いたよ。
 

それ、どういう意味？
 

もういい、寝る！
 

お兄ちゃん。
 

センター、だめだった???わたしも、もう私立にかけるしかないや。
 

入江は大丈夫だよ。全国一位の天才だよ。
 

いや、今回ばかりはそうとも言えない気が???
 

琴子！じんこ！聞いた？入江、東大受けるって？
 

うそ！それ、どこで聞いてきたの？
 

今職員室でうわさになってたの。東大受ける生徒の中でもぶっちぎりの成績だって。
 

あ、さすが天才！ちょっと琴子、あんたなんで泣いてるのよ。
 

いや、うれしくて、あたし、入江君におめでとうって言ってくるね。
 

青春だね。
 

（あんなけがしてたのに、ちゃんと結果を出すなんて、わたしの好きな人は本当にかっこいいんだ。もしかして、あのお守りもちょっとも役に立ったのかな。）
 

東大を受けられるのもすべて君のお守りのおかげだよ。ありがとう。
 

あ、危ない！
 

あ、A組みの人！ちょっと、どうしたんですか。もしかして、センター試験の結果が???
 

やっぱり、やっぱり入江センター試験だめだったの。
 

なに言ってるんですか。入江君は大丈夫ですよ、東大も受けられるみたいです。
 

え？すごい！あの状態で？
 

あの状態？
 

そりゃ悲惨の人事（ひとごと）だったよ。あんな入江見たことなかった。あのお守りのせいだとしても???
 

あのお守り？
 

やば！
 

それ、どういうことですか？
 

なんでもない！
 

気になる、教えてください。
 

やめてくれ、話すよ。話すから。
 

お、すみません。
 

俺はこれから第一望の早稲田の受験を控えてるんだ。本当、君のデスパワーってすごいね。
 

デスパワー？
 

今となっては笑い話だけど、あの日、君のお守りのパワーで大変なことが???
 

（けがも何もかも、お守りのせいだったなんて、あたし、入江君にものすごい迷惑かけちゃった。どうか入江君が東大に受かりますように。入江家のみんなの夢が叶えますように。きっと、この通りになる。ちょっと気が早いかもしれないけど、試験の翌日、バレンタインにこれ、渡すんだ。そして、運命の日がやってきた。）
 

行ってきます。って、みんなでそろって見送ることないだろう。
 

だって心配で。
 

なんだったら、車で送っていこうか？
 

大丈夫だよ、足のけがだって治ったんだし。行ってきます。
 

気をつけてね。
 

行ってらっしゃい。
 

行ってらっしゃい。
 

（そりゃ悲惨の人事だったよ。あんな入江見たことなかった。あのお守りのせいだとしても。）
 

琴子ちゃん？
 

わたし、入江君の東大の門を潜（くぐ）るまで見送ってきます。何かあったら心配なので、行ってきます。
 

行ってらっしゃい。
 

ついてきてるの、ばればれなんですけど。
 

東大の前までお見送りしようかと思って。おお、滑った！ごめんなさい、受験者の前で。なんでバナナ？あ、痛い！おお、さすがみんな頭よさそう。
 

お前、なんか歩き方変じゃない？
 

あ、そう？普通だよ。
 

顔色も悪いけど。
 

あ、ただ緊張してるだけ。
 

お前が緊張して、どうするんだよ？受験するのは俺だぞ。
 

（おお、どうしよう？こんなお腹の痛み、初めて。でもだめ、入江君が東大の門を潜るまでは???それまでは心配かけちゃだめ。）
 

おい、お前、本当に大丈夫か。
 

あ、もちろん、試験がんばってね。行ってらっしゃい。
 

トイレ???トイレ???
 

どうしたんですか。誰か？誰かいませんか。大丈夫ですか。どうしたんですか。いきなり倒れてる。しっかりしてください。
 

すみません、おい、大丈夫か。すみません、病院、病院どこですか。
 

あ、確か向こうに。
 

（入江君、試験に行って！入江君、遅れちゃうよ。試験を受けて！おじさまもおばさまも裕樹君もみんな応援してるんだから。）
 

琴子ちゃん???
 

お父さん、おばさま、おじさま。わたし、なんでここに？
 

琴子ちゃん、大丈夫？
 

急性盲腸炎だったんだ。でも薬入れちれしたからもう大丈夫だ。今日中に家に帰れるからな。
 

よかったな、琴子ちゃん。
 

入江君は？
 

私たちが来た時にはもういなかったわ。きっとうちに電話してからすぐに東大に向かったのよ。今頃は試験の真っ最中じゃない？
 

よかった。あたしのせいで、入江君が東大受けられなかったら、人生が狂っちゃったら、どうしようかと。
 

琴子ちゃん、自分がこんなに苦しい時に、お兄ちゃんのことを一番に心配してくれるなんて???
 

俺がどうしたって？
 

直樹？お前、受験に行ったんじゃないのか。
 

腹減ったから、飯食いに出てた。
 

じゃ、受験は？東大は？
 

東大？受けてないけど。
 

は！???
 

そんな???そんな???
 

入ちゃん、奥さん、坊ちゃん、本当に申し訳ない。
 

相ちゃん???
 

うちの娘のせいで、大事な息子さんを大変な目に???
 

な、頭上げんねえ。受験に行かんやったのは直樹が勝手にやったことやけ。
 

そうですよ。それにいくら東大に受かっても、こんな琴子ちゃんを見捨てるようなことになったら、わたしはがっかりですよ。
 

そうだそうだ。こうなる、運命やったやけ。ええって、ええけど。
 

頭上げてください。
 

相ちゃん、ええって。
 

（わたしのせいで、入江家にとって最悪のことが起こってしまった。入江家の皆さん、今までありがとうございました。）
 

さようなら、入江君。
 

（これ以上、皆さんに迷惑をかけることはできません。わたしは、皆さんの目の届かないところで、生きていきます。）
 

どこ行こう？寒い。
 

なら、缶コーヒー持つか。
 

入江君。どうして？
 

別に。寝れなかったから、ちょっと散歩。
 

暖かい。留めないで、わたし、これ以上入江君に???
 

別に留めてないけど。
 

じゃ、さようなら。
 

俺が東大行かなかったから、出て行くのかよ。
 

わたしってやっぱり、入江君の疫病神（やくびょうがみ）だと思って、東大だけじゃない、センター試験のことだって、聞いたの、Ａ組みの渡辺君に。もしかして、わたしって入江君にとって何かとんでもない人間なのかも。
 

そうかもな。本当、お前といていいことがあった試しがないもんな。俺のペースがいつもめちゃくちゃにされて、学校ではうわさ立てられるし、勉強を教えさせられるし、しまいには受験まで。
 

あたしって災厄（さいやく）。
 

でも、けっこう面白かった。あんなにはらはらしたの、生まれて初めてだった。試験の結果が怖かったのも初めて、すごい体験だったよ。
 

でも東大は？
 

言っとくけど、東大を受けなかったのはお前のせいじゃないから。お前を病院に置いた後に行ったって、受験には十分間に合ったんだ。
 

じゃ、なんで？
 

お前が大学はなにをするのか決めに行く場所だって言ってただろう。だったら、最近お前といて、はらはらするのも刺激があって面白いし、このままエスカレーターで斗南に残るのもわるくないなって。まあ、前から東大行ってなにするんだって思ってたし。
 

わたしがいるから、同じ大学にしたってこと？
 

別に、そういう意味じゃないよ。
 

でも???
 

いいから、もう行け！元気でな。
 

ちょっ、ちょっと待って、あの、わたしもう少し入江家にいてもいい？もう迷惑はかけないから。
 

うそつけ！お前が迷惑かけないわけないだろう。
 

そうよね。じゃ、刺激のある生活を約束するわ。
 

調子のいいやつだな、お前は。
 

ね、今日ってもうバレンタインだよね。
 

だから何なんだよ。チョコでもくれるの？
 

ごめん。もしかして期待してた？
 

別に。あるじゃん！まず！
 

（ホワイトバレンタイン、今年はわたしの思いは空回（からまわ）りしてしまったけれど、いつかきっと、わたしの思いが伝わりますように。）
 
  


第五話 ファーストキスはだれの手に？
 

（紆余曲折（うよきょくせつ）ありながらも、結局入江君は私と同じ、斗南大学へ進学することとなり、三月、三年間お世話になった斗南高校と別れする日、そう、卒業の日が近づいてきた。）
 

文字どおり、卒業式まで後八日です。3年間この高校で過ごしてきたみんなとももうそろそろお別れです。うん？どうした？元気ないな。おい、どうした？Ｆ組み！
 

俺らもやっと進路が決まって、学生生活延長できるな。まあ、このクラスは外部進学が多いから、みんなと別れるのはさびしいけど。
 

多いって気遣わないよ。内部進学は俺だけだろう。
 

まな、ごめんごめん、でも本当にそれでいいのか。
 

まあ、どうしても東大行きたくなったら、来年受けなおせばいいし。
 

そうだよな。お前ならそれでも余裕だもんな。
 

渡辺は第一志望の早稲田受かったんだろう。おめでとう。
 

ありがとう。
 

入江君、本当に内部進学するんだ。ちょっとショック。なんかわざと東大受けなかったって話だよ。どうして？まさかあのＦ組みの女のために？
 

私たちもとうとう卒業か。
 

琴子も入江となんか飛び切りの思い出作らないとね。
 

別に、同じ大学だし。
 

何言ってんの。高校生活最後なんだよ。2人の仲を進展させる絶好のチャンスだっていう。
 

あの女が内部進学するから、入江君もそうしたって。もっぱらのうわさ。信じらんない。あの女のどこがいいかしらね。
 

そうだよ。卒業式の日に結ばれるカップルも多いだし！
 

大きい！恥ずかしいから。
 

でも照れて、キスとか。
 

いいね。卒業式の記念に、ファーストキス！
 

もうやめてよ！無理だから、無理。
 

ねね、知ってる知ってる？うちの高校の伝説。卒業式の日にキスしたカップルは永遠に結ばれるっていう。
 

ね、それ本当？
 

あたしも聞いたことある。でも、琴子にはちょっとハードが高すぎかな。
 

だよね。だよね。
 

（キス？キス？ファーストキス？人生で初めてのたった一回だけの特別なキス???このときはどう憧れだったわたしのファーストキス、それがまさかあんなことになるなんて。）
 

謝恩会何着てる？スーツかジャケットにジーパン？
 

そうか。今年の謝恩会の幹事はお前たちなのか。
 

はい、まだお店は決まってないんですけど、先生にぜひ出席していただきたくて。
 

もちろんだよ。しかし、三人ともよくがんばったな。本当に卒業おめでとう。
 

あざーす！うちらＦ組み全員欠けることなく、みんな一緒に卒業できて、超うれしいです。
 

最高の卒業式と謝恩会にしようね。ね、先生？
 

はい。でもまあ、一人だけ卒業式出ないって言ってるやつがいるんだけどな。あれ？池澤金之助のこと、聞いてないのか。
 

金ちゃん？そういえば、今日は欠席だもんね。
 

まさか金ちゃん卒業できなかったんですか。
 

や、ありうる。あいつなら、ありうる。
 

いやいやいや、卒業はできたよ。卒業はできたんだけど???
 

金ちゃん。
 

琴子。なんでここが分かった？
 

銀太郎君と銅蔵君に聞いて。
 

あいつら余計なことを言いやがって。
 

金ちゃん、一緒に卒業式出よう。銀太郎君も銅蔵君も心配してるよ。
 

あいつらから聞いたやろう。俺が内部進学できひんかったこと。
 

うん。でも、うちのクラスほかにもそういう人いるよ。銀太郎君たちだって専門学校行くんだろう。
 

俺な、でっかいことしよう思って、大阪から東京出てきたんや。
 

でっかいことって何？
 

まだわからん。せいやけど、一度きりの人生や。男やったらでっかいことやって、最高の嫁さんもらって、最高の家族作って、そのためには日本で一番でかい町に行かんなかんを思ってな。一人で東京出てきたんや。せいやのに、入江のやろうに合わす顔はない。
 

入江君？
 

だってそうやろう？琴子に対する思いだってだれにも負けへんとか啖呵（たんか）切っといて、進学もできひんなんか。入江のやろうはお前と同じ大学行くいって、東大まであきらめたやろう。
 

正確にはそうとはいえないけど。
 

俺あいつに負けっぱなしやんか。自分が情けないわ。
 

大学だけが人生じゃないよ。ね、前にも話したでしょう。うちの父さんと入江君の父さんって親友じゃない？でもね、入江君の父さんって東大出身なんだ。自分で会社を起こして、一代で大企業にまで成長させちゃったすごい社長さん。一方うちの父さんは高校にも行ってない。中学出てすぐに板前として修行を始めたの。金ちゃんも知ってるよね。でもね、2人って本当に仲がいいの。お互いの仕事を認め合って、尊敬しあってる。
 

せいやなかったら、路頭に迷っといた琴子たち自分の家で引き受けたのせいやのな。
 

でしょう。つまり何がいいたいかと言うと、わたしも金ちゃんも勉強は得意なほうじゃないけど、何か別の得意なことを見つけたらいいじゃないかなって思うの。
 

俺の得意なこと？
 

うん、金ちゃんにしかいけないでっかいこと見つけたらいいんじゃない？
 

な、もし俺がそれ見つけて、一人前なったら、琴子は俺のこと好きになってくれるんか。
 

それはまだ別問題だけど。
 

でも、入江のやろうも言ってたもんな。先のことは分からんって。今日は嫌いでも、明日好きになるかもしれへんって。
 

あたし金ちゃんのこと嫌いっていうわけじゃん。ただ友達としてしか見れないって言うか。
 

今はそれで上等や。俺絶対自分の得意なこと見つけて、それ仕事にして、一人前なってる。待っときよ、琴子。
 

じゃ、卒業式は？
 

堂々と胸張ってていってるわ。学校の成績だけが男の価値じゃない。俺絶対入江に負けへんビックな男になってるからな。
 

素敵な卒業式にしようね。
 

うん、ええ思い出作ろうや。
 

お客様、ご注文は？
 

お、マンデ、マンデリン？
 

はい、
 

いや、マンデリンや。琴子。
 

何？
 

さびしいなと思って。
 

さびしいね。さびしいもん？しょうがないな。もう。
 

おい、金ちゃんが戻ってきたで！
 

兄貴！
 

金ちゃんあんた大丈夫なの？
 

大丈夫ってなにこや？
 

だって大学は???
 

じんこ、お口チャック！
 

いやいやいやいや、俺は君たちより一足（ひとあし）早く大人になろうと決意したんや。そんでいつでも「come on琴子！」という状態になってやるんや。
 

ようは進学しないで就職するってことね。
 

金ちゃん、前向き！でか、ただの能天気？
 

いいじゃん？やっと金ちゃん卒業式出る気になったんだから。
 

そんなことより、お前ら、卒業式の謝恩会の実行員だやろう？
 

そんなの。今もじんことどの店にしようか相談してたとこ。予算ないから、きついんだよね。
 

Butalian？あかんあかん！こんなしょぼい店？俺も実行員やったる。最高の謝恩会にしちゃうから、期待しとけ。
 

どうする？
 

まあ、食べ物に関してだけは金ちゃん信頼できるもんね。
 

食べ物だけってなんや？
 

金ちゃん？ありがとう。助かるよ。
 

おい、Ｆ組みのみんな、高校最後の夜、最高の夜にしたるんで、お前ら、顔洗って待っとけや。
 

首、首です。首だよ。
 

首洗って待っとけや。
 

顔もの、顔も、顔も洗います。
 

うん、素敵よ、琴子ちゃん、もっと笑って？そうそう！じゃ、ちょっと上目遣いってやってみて？カメラのこちらにお兄ちゃんがいると思って。そうそうそう。ねね、いすの後ろとか待って？こういうポーズしてくれる？そうそうそう。はい。いくわよ、はい、チーズ！あ、かわいい！今度はこちらに座って？そうで、斜めに。そうそうそうそう。行くわよ、行くわよ。あ、かわいい！この角度、素敵！
 

あ、琴子の制服姿も今日は見納（みおさ）めか。
 

やめてよ、お父さん。
 

じゃ、そろそろ外でも取りましょうか。ねね、せっかくの卒業の日なんだから、お兄ちゃんと琴子ちゃんの記念写真をとりましょうよ。
 

いや、無理ですよ。あたしと入江君がね。
 

とるんだろう？
 

琴子ちゃん、チャンスよ、ほら、早く早く！
 

はい。
 

じゃ、行くわよ。あ、もっとくっ付いて。ほら、早く、もっともっと。わあ、そうよ。それ、素敵！
 

パン屑ついてるぞ。
 

最後だし、一緒に行こうよ。しかし、月日（つきひ）の流れるのは早いですよね。今日で高校生活終わっちゃうなんでさ。でも、あたし3年間でこの一年が一番楽しかったな。
 

俺は十八年間で、この一年が一番つらかった。
 

あいつら今日も一緒ですぜ。いいんですか。兄貴？
 

あのやろう、琴子姉さんのために東大をあきらめたのか。
 

琴子はそれだけええ女やってことや。入江もなかなかやるんやないか。まあ、そっちのほうがこっちの腕もなるちゅうもんや。俺にはな、壮大な計画があるんや。
 

計画？
 

今日の謝恩会の後、俺と琴子は???チュー、チューするんね。
 

キスする！
 

声がでかい！声が！
 

すみません、キス？
 

うるさい！shut up???お前ら来い！お前ら、この学校の伝説知ってるか？
 

伝説？
 

卒業式の日に、キスしたカップルは永遠に結ばれるチュー。
 

それなら、兄貴もその日にキスを???
 

せいや、俺は琴子と永遠を誓い合う仲になるんや。
 

でも、どうやって？無理やり？
 

そんな野暮（やぼ）のことするか。俺にはな、取って置きの作戦があるんや。
 

作戦？
 

琴子へ愛のラブソング???
 

声でかい、ちょっと待って、兄貴、待って。
 

卒業証書、授与。卒業証書、入江直樹、右の者は本校において、高等学校普通科の課程を修了したことを証する。おめでとう。相原琴子。小森じんこ。石川里美。池澤金之助。
 

金之助、金ちゃん、兄貴。
 

いよいよ私たちの高校生活も終わりなのね。
 

琴子ちゃん！
 

琴子、入江君うちのおばさんじゃない？
 

おば様！おば様、今日もありがとうございます。
 

卒業、おめでとう。お父さんたちもきてたんだけど、仕事だから先に帰ったわ。
 

ちょうどよかったです。きっとお父さんすごく泣いてたでしょう。それ見たら、あたしまた泣いちゃっいそうで。
 

だって、一人娘の卒業式ですもの、当たり前よ。あたしも涙が。
 

なんか、琴子って、入江家の本当の家族みたい。
 

もちろんよ。わたしは琴子ちゃんがうちの嫁になることまだあきらめてないんですからね。
 

ちょっと、あれ見て！
 

あ、卒業式って感じ。
 

すごい、おば様、分かっていらっしゃる。
 

恋がある人生って、素敵。
 

おお、見て、あっちも。第二ボタン！
 

わ、青春時代を思い出しちゃうわ。
 

まあ、うちの制服のボタン二つしかないけどね。
 

でも人からボタンをもらってうれしいのなんて、人生で卒業式ぐらいだよ。
 

いいな、うらやましい。憧れる。
 

ちょっと琴子ちゃん、そんなのん気なこと言ってる場合？あなただって卒業生なのよ。思い切って、お兄ちゃんにアタックしないと。
 

そうだよ。入江君のお母様からの許可が出てるんだから。こんな心強いことないでしょ！
 

いや、でもね。
 

うわさをすればなんとやら。でもなんか大変なことになってるわ。あんたの思い人。
 

入江先輩、第二ボタンをください。
 

ことわる。
 

入江先輩、一緒に写真とってください。
 

ことわる。
 

ごめんね、ごめんね。
 

入江君のファンって、こんないっぱいいたんだね。
 

琴子と違って、みんな身のほど知らずじゃないから。告白なんて無茶なまね、しないだけよ。
 

うん、今日が最後だから、この子たちも思いが爆発しちゃったんだね。
 

わたしの思ったとおりだわ。お兄ちゃん、やっぱり琴子ちゃんに気持ちがあるのね。だから、第二ボタンを琴子ちゃんのために死守してるのよ。
 

いやいや、まさか、おば様。
 

わたしはあの子の母親ですよ。あの子の気持ちは手に取るように分かるわ。
 

琴子、行け！高校最後なんだよ。
 

そうだよ、最後の思い出だよ。行け、行け、行け！
 

（もしも、ここで入江君の第二ボタンをもらえたら???）
 

あの、入江君、卒業おめでとう。あの、もしよかったら、第二ボタンを???
 

いいよ。
 

やる！
 

（これで、わたしが入江君の特別な人ってこと？）
 

痛い！お、入江君！お、ボタン？あの、入江君、もしよかったら、第二ボタン???
 

ことわる。
 

ごめんね、琴子ちゃん、ごめんね。
 

高校卒業してば、女嫌いは相変わらずか。あんたの恋路（こいじ）、まだまだ苦難に満ちたものになりそうね。
 

兄貴の焼きそば天下一品（てんかいっぴん）ですからね。琴子姉さんのハートを捕らえること間違いなしですよ。
 

当たり前や。
 

間違いない。
 

よしゃ、いい感じや。
 

これ邪魔ですね。退かしちゃいます？
 

あ、そっちが別の団体が使うらしいわ。どこも込んでいて、それしかオーケーもらえかんたんや。
 

卒業式シーズンですからね。
 

それでも、この部屋やったらこの会場が一番広いやで。
 

兄貴の焼きそばもありますしね。
 

焼きそば、真ん中並べ！真ん中並べ！
 

でも、最強の秘密兵器はあれでしょう？分かってますぜ。このステージに兄貴の本気が隠されていること。
 

さすが銀太郎。話が早いやないか。
 

ええ、何ですか、何、何、何？
 

お前どんくさいな。例の話だよ。兄貴と琴子姉さんの???
 

あ、キス。
 

テンション低い！しかも声出し言うなよ。恥ずかしい、恥ずかしいって。
 

恥ずかしい、兄貴が恥ずかしい。どんなに時代が変わっても、女の心を捉えるものは変わらない、それは???
 

歌！テスト！マイクテスト！俺が最高に熱い愛の歌を琴子に捧げるんや。そうしたら、琴子は俺に一ころや。
 

金ちゃん、今までごめんやで、金ちゃんの愛に気づかんで、あのいやなやつが好きやったなんて、あたし、阿呆やったわ。
 

泣くな。
 

な、どうした？歌？
 

金ちゃん、お待たせ！
 

もう、いいとこやったのに。
 

焼きそばもおいしそう。みんな、ありがとう。ね、金ちゃん、もう食べていい？
 

おい、どんどん食うや、最高の夜を用意したで。
 

ありがとう、いただきます。じゃ、焼きそば、いただきます。金ちゃんの焼きそば、最高！
 

せいやろう！でも、琴子、顔に青海苔（あおのり）ついてんだ。取れない、全然取れない。
 

入江君！
 

Ｆ組みか。なんでＦ組みがいるの？
 

え？そっちの会場、お前らがやったかい？
 

え、皆さん、改めまして、斗南高校三年Ｆ組みの謝恩会を始めます。飲み物、食べ物、金ちゃんも腕を振るいました。ふんだんに皆さんにありますので、どうぞしわしご歓談を。
 

おい、おいしそう。きらきらしてる。宝石箱や。あれ、何料理？あれは中華料理じゃない？
 

これ、おいしいこれ。恵比寿（えびす）のロボンショのお料理ですって。ロボンショってあの有名な？うちの父がセーフと工員に仕入れてね。すごい。さすがだな、渡辺。そうでもないよ。
 

こんなところにも、Ａ組みとＦ組みの差が出るなんて???
 

本当。
 

うん、この焼きそばおいしい！このソーセージもおいしい。ね、みんな？この焼き鳥も食っちゃうな。金ちゃん、最高！
 

ま、あの、あの、今回の謝恩会の主役はうちらでも料理でもない。先生や。渋川先生、3年間、本当にお世話になりました。どうか一言、ごあいさつを。
 

Ｆ組みの皆さん、卒業、おめでとう。Ｆ組みであるゆえに、君たちを差別するものもいただろう？だがしかし、君たちは負けなかった。君たちとともに戦いながら過ごした三年間を、わたしは誇りに思う。
 

この三年、頭脳優秀な君たちを担当できて、わたしはラッキーでした。早稲田、慶応、上智（じょうち）、名門大学に合格したものは数え切れません。わたしは鼻が高い。
 

私たちが優秀な成績を収められたのは優秀な先生のご指導があったからこそですわ。
 

お世辞がうまいね。
 

わたしは声を大にして言いたい。勉強だけが青春じゃない。成績だけが人を図る価値ではない。
 

成績の悪い人間は大学に入るのにも苦労し、就職するのにも苦労する。たいした君たちにそんなつらい思いをさせなくていいことを先生は本当にうれしく思う。拍手。
 

おい、ちょっと頭がいいからってなんなんだい？
 

おや、わたしはＦ組みの皆さんのことを言った覚えはありませんが、何か思い当たる節（ふし）があったんですかね。
 

あ、いやだいやだ。レベルの低い人ってすぐに被害妄想（もうそう）になるんだもん。
 

なんやどこか。
 

そしてすぐに暴力に訴える。
 

あ、また何もしないやんけ。
 

言葉の暴力も十分に刑罰（けいばつ）の対象になるのよ。
 

しょせんＦ組みの人間は腕力（わんりょく）で勝負するしかないだろう。
 

金ちゃん！
 

兄貴???
 

金ちゃん！
 

小早川（こばやかわ）、よく言った。
 

ありがとうございます、先生。
 

ですが、どの部屋も今日はご要約でいっぱいでしたよ。
 

そこは何とか頼みますわ。高校最後の夜やちゅうのに、あんなやつらと一緒ではやりきれんのですわ。
 

こうおっしゃられても困ります。
 

金ちゃん。
 

おい、琴子、今部屋を変えてもらうからな。
 

ですから、お客様???
 

今のままで大丈夫です。行くよ、金ちゃん。
 

せいやけど、琴子。
 

行くよ、金ちゃん。先生たちもお酒が入って、ちょっと過度になっちゃっただけってば。最後なんだから、みんなで仲良くやろうよ。約束したじゃ？私たちは私たちで、勉強じゃない得意なことを見つけようって。そうしたら、Ａ組みの人たちに何を言われても気にしなくてすむでしょう？
 

せいよな。俺、頭に血上っとた。目を覚ましてくれて、ありがとうな、琴子。まだ、青海苔ついてんで。
 

つい！！！入江直樹！
 

じゃ、あたし、先に戻ってるね。
 

なんや、天才君？琴子と俺様の仲が気になって見にきたんか。嫉妬（しっと）してんのか。おい、何無視しててんで、ちょっと待ってや。俺はな、お前が大学行ってタラタラしとる間に、お前ができひんことやって、びっくりになったる。そう琴子と約束したんや。
 

大学行ける人間がそういうならかっこいいけど、行けない人間が言っても負け惜しみにしか聞こえないね。
 

琴子と約束したんのはそれだけやないで。俺はな、今夜琴子とチュ???キスんで。
 

夢なら寝てみれば。
 

どうかな。素敵な卒業式にしようって誘ってきたのも琴子のほうやで。高校最後になって、あいつもようやくだれが一番自分を大事にしてくれるかってことに気づいたんやろう？いまさら嫉妬しても遅いなんで、天才君。
 

はいはいはい、Ａ組みの皆さんも、Ｆ組みのみんなも、もっともっと盛り上がっていきましょう！高校最後の時刻ね。
 

そうだそうだ。ね、料理も一緒にしない？こっちもさびしかったし。
 

いいですね、そう、そうしましょう、そうしましょう。
 

そりゃ、あんたはいいわよね。全部自分の思い通りになったんだから。入江君が東大にいけなくなったの、あなたのせいなんでしょう？自分がバカだからって優秀な人の人生邪魔するなんて、最悪だよね。
 

そいつのせいじゃない。俺が東大に行かなかったのはそいつのせいじゃない。
 

入江君？
 

ちょっと入江、いいとこあんじゃない？
 

見直した。
 

なんで俺がこいつなんかのために東大を辞めなくちゃいけないの？
 

こ、こいつ？
 

琴子、しっかりして。
 

そうだな。入江みないな頭のいいやつがたかが一人の女生徒に惑（まど）わされて、人生を誤るわけがない。
 

たかが？
 

なんだ、入江君がこんな子のこと好きになるわけないもんね。うわさ信じて損しちゃった。
 

こんな子？ちょっと待ちなさいよ。先から聞いてれば、こいつなの、バカなの、邪魔なの、こんな子なの、ちょっと失礼すぎるじゃないですかね。確かに、確かに、わたしは入江君のお世話になりましたよ。少しは迷惑をかけたのもかもしれない。
 

少し？
 

たくさんですね。
 

そうですね。そうだね。
 

でも、その言い方、この冷血男！
 

その冷血男が好きなんだろう？
 

おいおい、お熱いとこ見せ付けるなよ。つまりさ、すべては琴子ちゃんの愛の力だってことだよ。入江と琴子ちゃんは一生にいる運命なんだって。
 

ふざけんなよ。
 

だって、センター試験のあのお守り。
 

何、何？
 

いや、今となっては笑い話だけどさ、入江のやつ、琴子ちゃんがくれたお守りのせいで、階段から落ちて、けがまでして。
 

そういえば、松葉杖（まつばづえ）ついてたね。
 

電車は乗り過ごすし、鉛筆の芯は折れるし、あげくに弁当は食い損ねるしで、大変だったんだよ。
 

それお守りじゃなくて、呪いじゃねえ？
 

いえいえ、それが愛の力なんだって、愛の力の逆作用だよ。
 

そういえば、彼女、入江君にラブレターを渡した次の日、おうちは壊れちゃったんじゃなかった？しかも、ラブレターもつき返されて。
 

すごいね、嵐を呼ぶ女じゃん？
 

そういえば、バレンタインはチョコとかもらったの？
 

間抜けなやつはね、年明けには変なヘットマッサージ機ももらった。
 

受ける？何そのセンス？
 

これじゃ、卒業暴露（ばくろ）大会だな。次はだれの暴露話にする？
 

やばい、琴子壊れた。琴子、大丈夫か。琴子？
 

おお、楽しいね。暴露大会楽しい。そこまで言うなら、それなりの覚悟あるんでしょうね。
 

なんだよ？
 

自分には暴露されることが一つもないだっても思ってるわけ？
 

俺はこれまでの人生で、人に知られた恥ずかしいことなんてしてきてないけど。
 

天才にも弱みってあるんだよ。
 

まさか？
 

何これ？まさか、入江？
 

いやだ、女の子じゃない？
 

すごい。入江が女装をしてる。
 

お前なんで？
 

おば様からもう一枚いただいたの。大事に丁寧に入れといたの。大好きな入江君の幼少期の写真をね。でも百年の恋も冷めるよね。だってこれじゃ、女の子だもんね。これで笑われるものの気持ちが分かった？
 

お前、ちょっと来い。
 

よしゃ、bronze、silver、golden、おおおおお、Ｆ組もＡ組も、盛り上がってるやけ。この金ちゃんさまがもっと盛り上がってやるぜ。この曲は俺の愛する一人の女性に捧げるために作ったもんです。俺の3年間の思いを今ここに見せます。聞いてください。好きやね、琴子！（金ちゃんの歌???）
 

何よ。
 

ずいぶん派手にやってくれたな。
 

すごいんだって怖くないんだから、入江君だって、あたしの入江君に対する気持ちみんなに馬鹿にして笑ってたんじゃない？もうやめる。あたし、入江君好きなのもうやめる。
 

ああ、忘れちゃうんだ。俺のこと。
 

そうよ。だって、入江君の性格なんてよく分かったもん。すぐに忘れて、大学にかっこいい人見つけて???
 

じゃ、忘れてみろ！様あ見ろ！
 

琴子、俺があかんか。琴子、俺、やる時はやるで。
 

（キス？ファーストキス？人生で初めてのたった一回だけの特別なキス？あたし、入江君とキスしちゃったの？）
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（あたし、入江君とキスしたんだよね。
 

お前、ちょっと来い。
 

何よ。あたし、入江君好きなのもうやめる。
 

ああ、忘れちゃうんだ、俺のこと。じゃ、忘れてみろよ。）
 

ごめん、あの日以来、なんか照れくさくて、素直になれなかったんだ。
 

夢か。
 

（あの日以来、毎朝、こんな夢で目覚めてしまう。だけど、二度目のキスどころか、わたしと入江君の関係は何も進展しないまま、短い春休みが終わってしまい。わたしも、入江君も、今日から大学生。）
 

おい。
 

はい。
 

どこまでついてくんだ？お前理工学部行くつもりかよ。
 

あ、そうだ、わたし、文学部だ。じゃね。
 

それで、結局こうやって理工学部に入江のこと覗き見しに来るわけ？
 

琴子、高校時代から何も進歩してないね。
 

安定の琴子クオリティーか。しかし理工学部って男ばかっりだね。
 

これなら、入江にわるい虫もつかなそう、琴子も安心。琴子、あの子見て！
 

だれ、あの美女？
 

すげえ、男だらけのキャンパスで彼女の周りだけ輝いて見える。
 

入江君。
 

入江直樹！
 

選択科目何にするか決めた？
 

いや、まだ決めてない。
 

何にしようかな？
 

おお、ちょっ、じんこ、里美。
 

なんか用？
 

えっと、理工学部の机ってどんなんなのかなと思って。
 

だめだ、こりゃ。
 

この人、入江君の彼女？
 

まさか？
 

（まさかって、キスまでしたのに、まさかなの？あたしの大学生活、いったいどうなっちゃうの？）
 

キスした？
 

ちょっ、ちょっと2人とも声が大きいってば。
 

これが大きな声を出さずにいられるかっていうの？あの入江がキス？
 

でもさっきの態度とってもそうには見えなかったけど。
 

そうなの。
 

（様あ見ろ！）
 

あたしも入江君の気持ちぜんぜんわかんないだよね。
 

そんな弱気でどうするんのよ。だって琴子は大切なファーストキスを入江に捧げたんでしょう？
 

そうだよ、ここは強気で行かないと。だってあたしたち大学一年生なんだよ。
 

しかも今は春、恋愛の季節。うかうかしてると、入江、あの美女に取られちゃうよ。
 

いらっしゃいませ。
 

相ちゃん、お言葉に甘えてきてしまうのよ。
 

いや、今日はね、直樹君と琴子の入学祝いだから。さ、奥の席へ。
 

いや、ありがとう。よし、お邪魔しよう。
 

いらっしゃい。
 

楽しみね。はい。センスのいい素敵なお店ね。
 

でしょう？相ちゃんに聞いちゃうんだけどね、この紙もね最高級な和紙を作ってんだってよ。
 

あら、本当？
 

汚せないよ。このお箸もこれも最高級な箸だから。汚せないよ。
 

食べれないよ。
 

いらっしゃいませ。
 

金ちゃん？
 

あら、いやだ、あなた、雰囲気違うじゃない？ぜんぜん分かんなかった。こっちのほうが素敵よ。
 

いや、奥さん、ありがとうございます。
 

でも、何で金ちゃんが相原に？
 

わし、板前目指して、この店で修行させてもらうことになったんです。
 

そうか。金ちゃん前からお料理上手だもんね。
 

プロから見れば、わしの料理なんかぜんぜんやけどな。せいやけど、がんばって、琴子の親さんを超えて、日本一の料理人になったる。お前には絶対負けへん。一人前の職になって、仰山（ぎょうさん）稼いで、琴子さらいに行くから、覚悟しとけよ。
 

金之助、いつまで油売ってんだよ？
 

はい、すみません、今すぐ。琴子、これ頼むな。
 

こんな段差（だんさ）がお客さんに出せないよ。
 

すみません。
 

貸してみるから。一個一個丁寧に。
 

はい。はい。
 

ありがとうございました。
 

金ちゃん、自分のやるべき道見つけたんだね、すごいね。がんばってね。
 

お、琴子も大学がんばりや。
 

じんこもね、里美もね???
 

包丁（ほうちょう）の刃（は）で押し出すようにね。
 

はい。
 

ぜんぜん厚いよ、お前。
 

はい。
 

風呂どうぞ。
 

あの、入江君。
 

何？
 

あの、今日の理工学部の女の人って？
 

あ、松本裕子？
 

もうフルネームで覚えたの？
 

一回聞いたら忘れないから。
 

あの、もしかして、その松本さんって入江君のこと???
 

あれ、焼きもちやってんの？
 

そんなこと。
 

そうだよな。確かに松本って美人だよな。スタイルもいいし、それに頭もいい、あいつ全国模試に五位になったことあるんだって。
 

何でその人がうちの大学に？
 

さね、他に目的でもあるんじゃない？あれ、お前俺のこと忘れるんじゃなかったっけ？あ、そうそう。俺たちキスまでした仲だっけ、忘れられなくなった、俺のこと？
 

（もしかして、二度目？わたし、からかわれてるんだ。入江君はキスしたことなんて、なんとも思ってないんだ。）
 

悔しい。
 

あいつ、松本裕子っていうのか。美人の上に、頭もいいなんて、まるで女版入江って感じだね。
 

まあ、入江にお似合いって言っちゃうお似合いだよね。
 

ちょっと、不吉（ふきつ）なこと言わないでよ。
 

でも、ちゃんと現実見つめないと。あの女、どう見ても入江狙いじゃん。琴子、あんた、今大ピンチなんだよ。食って元気出せよ。
 

何食べようかな。
 

琴子、琴子、まだ注文してなかったの？
 

あ、ぼっとしてた。ごめん。
 

何やってんだ。先に行っとくからね。
 

えっと、Ａランチがハンバーグ、Ｂランチがエビフライか。
 

声に出さないと考えられないのかよ。俺、Ａランチ。
 

えっと、あたしは???
 

Ｆランチはないぞ。
 

あたしもＡランチ。
 

Ａランチ二つ。
 

何だ、この差は？
 

何や、お客さん？文句ありまんのか。わしの公平の盛り付けにケチつけるとは、ええ度胸（どきょう）やないか。
 

金ちゃん？何してんの？自分の道を見つけたんじゃなかったの？お父さんの店で働くんでしょう？
 

そうやで。夜は琴子の親さんの店で、そんでお昼はこの学食で働くんや。学生相手のリーズナブルな味と同じと一流の料亭の味を同時にマスターするんや。すごいやろう？それに、そこにおる魔の手から、琴子を助けなきゃあかんからな。どうや、天才君。驚いて、声も出まい？
 

あ、感心するね。男が女に合わせてよく人生決められるんよな。いや、できない、できない。
 

なんやと。
 

後はお2人で、ごゆっくり。
 

金ちゃんさまの愛の力を前にびびったか。な、琴子。
 

でも、ある意味、金ちゃんは正しいよ。人ってさ、そばにいる異性のことが気になってしまうもんだもん。琴子も金ちゃん見習わないとね。
 

だめ、同じ大学とはいっても、入江は理工学部、琴子は文学部、キャンパスも違うし、高校時代と同じってわけには行かないよ。
 

同じ理工学部の松本裕子のほうがはるかに有利。
 

しかも、スタイル抜群（ばつぐん）の美女だしね。
 

そんな。
 

おお、いたいたいた。入江。
 

須藤さん、お疲れ様です。
 

お疲れ。
 

だれ？あのおじさん？
 

知らない。
 

先輩？いや、教授かな。
 

俺がここに来た理由は分かってんだろうな。ぜひ？んんなんなら、絶（ぜっ）し？わが、クラブへ？
 

俺、クラブに入る気がないんだよ。
 

そのこと言うなよ。俺とお前は小学校からの付き合いじゃないか。放課後待ってるからな。アディオス！
 

琴子、チャンス到来（とうらい）だよ。入江と同じクラブに入りなよ。そうしたら、学部が違っても入江とずっと一緒にいることができる。
 

そうだよ。松本裕子蹴散らすチャンスだよ。
 

そうか。そうしよう。エビフライもらい。
 

はいよ。
 

うまい、うまい、うまい！入江君、クラブ入るの？何のクラブに入るのかな。
 

お前には教えない。
 

なんでよ？
 

だってお前一緒に入ってきそうだもんな。
 

そんなこと？
 

見透かされたわね。
 

さすが天才。
 

でもあきらめないもん。よし。
 

よし。
 

（あのひげのおじさん、今日の放課後待ってるって言ってたもんね。だったら、尾行（びこう）すれば、どのクラブか分かるはず。しかし、いろんなクラブがあるのね。入江君、いったい何部に入るつもりなんだろう。）
 

あそこか。入部希望です。アニメ研究会？あの、入江君は？
 

入江？それ、だれ？今入ってきて、すぐ出ていった男の人じゃない？
 

失礼します！
 

遅いじゃない？一緒に行こうって言ったでしょう？
 

別にあんたが勝手に言ってただけだろう？
 

あら、でも、どうせ同じクラブに入るんだから、いいじゃない？
 

同じクラブ？
 

入りましょう！
 

よし。すいません、あたしも入部希望です。
 

えっと、君はだれだっけ？紹介は？
 

あの、紹介とかはないんですけど、どうしてもこの部に、テニス部に入りたいんです。斗南大学に入ったら、この部に絶対入ろうとあこがれてたんです。よろしくお願いします。
 

いいじゃないですか、部長？熱意がある人は大歓迎ですよ。君、名前は？
 

相原琴子です。
 

琴子ちゃん、入って、入って。僕は新人担当の須藤です。今からね、ちょうど新入生の歓迎会をするところなんだ。どうぞ、どうぞ。
 

お前こっち、こっち。じゃ、そろそろ説明しますからね。分からないことあったらね、全部須藤に聞きます。
 

お、携帯番号以外は教えます。０１２０???
 

どう？
 

すごい！これ、あたしいいですか。
 

琴子ちゃんがテニスをやるなんてうれしいじゃない？あたしも若い頃はけっこう上手なプレイヤーだったのよ。
 

そうだったんですか。
 

そうよ。最初にお兄ちゃんテニスを教えたのはわたしなんですから。ね、お兄ちゃん、お兄ちゃん、ほら、琴子ちゃんのウェア、かわいいでしょう？どう？
 

かっこうから入らないほうがいいと思うよ。
 

順調じゃない？だって、お兄ちゃんと琴子ちゃんが同じクラブに入るなんて2人はラブラブってところ???
 

いや、ぜんぜんですよ。入江君もてるし。おば様、入江君ってやっぱり美人で頭がいい人が好みなんですか。
 

まさか、お兄ちゃんに、そんな女が？まあ、お兄ちゃんって案外もてるのね。あんな無愛想なのに。大丈夫よ、琴子ちゃん。とにかく、いつも理工学部に通って、アタックあののみ！どんな女がいただろうと、お兄ちゃんには琴子ちゃんが一番。
 

そんな???
 

わたしは2人と一緒に暮らしてきてずっと見てたんだから、分かるの。ね、がんばって。はい、ラケット持って、そうよ、ポスとって、わ、似合うわ。振って、とって???
 

よし、この勢いで恋もゲット！いいわ、琴子。
 

何してるの？
 

サーブ、いいぞ、琴子、ナイス！
 

え、では、新入生の皆さん、今日は初日ということで、軽いテストをします。皆さんの実力を見せてもらう程度ですが、がんばってください。
 

はい。
 

（何？テストなんて聞いてない！）
 

皆さんの相手は、新人担当、三年の須藤がします。
 

須藤です、よろしくお願いします。
 

よろしくお願いします。あ、須藤さんなら、安心だ。
 

まだまだ分かってないな。
 

うん、何が？なんか、須藤さん変わった。
 

じゃ、和田から。
 

え、俺から？
 

あいうえお順だと思っていう大勢がなくてだめって言うか。俺は意表（いひょう）をつく男なのさ。和田、コーとへ来い。何ぼさっとして立ったままにしたのか。体に来いよ！
 

鬼の須藤っていうんだぜ。
 

もっと！次！矢野、入れ！
 

はい。
 

須藤さん、ラケット握ったとたん、人格が変わるって、小学生の頃から有名なんだよ。普段はあんなんだけど。
 

次、宮本、入れ！
 

は、はい。
 

お、松本さんすごい。
 

だってあいつ高校時代女子シングルスでベストフォーだもん。あいつ勉強の成績も優勝だから、行こうと思えばどの大学にだって行けたんだ。斗南のテニス部は名門だからな。
 

なんで入江君がそんなこと知ってんの？
 

相談受けたんだよ。大学進学の時に。なんせ全国大会で高一の時から一緒だからな。
 

（わたしは高校一年生の時は入江君と知り合いじゃなかった。ただ見てただけ。ってことは、松本さんのほうが入江君歴長いじゃない？）
 

負けちゃいそう。
 

お、松本、さすがだ、大したもんだ。
 

ありがとうございます。
 

次！入江直樹。入れ。
 

はい。
 

ついに、この日がきたな。
 

そうですね。お手柔らかに。
 

お前に手を柔らかにするわけないだろう。
 

入江君、すごい。
 

はい、そこまで。入江、コートから出て。
 

待って、入江、もう一回だ。
 

須藤、今日はテストだから。
 

いやだ、もう一回だ。
 

すごいな、入江直樹。うわさどおりだ。でも、見ろよ、須藤さんの顔、あ、怒らしちゃった。次の子が災難だな。
 

次！相原琴子！入れ！
 

はい。
 

のこのこ動くな。
 

はい。
 

あの、あたし、テニス初めてなんですけど???
 

茶化（ちゃか）せ！行くぞ！
 

はい。
 

何なの？あの子？
 

おおい、逃げるな、ラケットを持って、目を開けろ。行くぞ。
 

はい。
 

大変だ、相原が気絶（きぜつ）してるぞ。
 

はい。
 

痛い、痛い、痛い、痛い???
 

大丈夫？琴子ちゃん。
 

相変わらず、琴子はダサいよな。
 

裕樹！琴子ちゃん、明日の練習、休んだら？
 

いや、うちのクラブ、新入生の欠席、厳禁なんですよ。大丈夫、すぐなれますから。
 

女の子なんだから、無理しないよ。
 

はい。
 

ほかに怪我してるところない？
 

たぶんもう大丈夫だと思う、あと筋肉痛です。
 

大将（たいしょう）、これはどうしましょうか。
 

お、洗って、皮も抜いててくれ。
 

はい。
 

な、金之助。
 

はい。
 

お前、大学で昼間バイトしてんだろう？
 

はい。
 

どうだい？大学での琴子の様子は？
 

高校時代と変わらんと思いますけど。
 

変わらんってことはないだろう。あいつもいい年頃なんだし、その、その、あ、ボーイフレンドとか？
 

そんなもん、わるい虫がつかへんようにわしが見張っとります。
 

いや、直樹君は？
 

大将、大丈夫でっせ。あの男の魔（ま）の手からわしが必ず守ります。それに大学になって、なんか校舎もちゃうみたいで、高校時代よりもずっと2人の距離も遠くなってる気にしますわ。ま、正義は勝つっちゅうことですな。
 

な、金之助君。
 

はい。
 

ちょっと伝言頼まれてくれないか。
 

痛い。
 

琴子、顔大丈夫？
 

痛いよ。
 

聞いたよ、斗南のテニス部って超退会型なんでしょう。あまりの厳しさに新入部員ほとんどやめちゃうから、毎年残るのは2、3人だって。
 

えい、琴子、本当に続けられるの？
 

入江君のそばにいるためだもん。がんばる。
 

やめてまえ？
 

金ちゃん。
 

金ちゃん、琴子だけ、ずるい！
 

なんや、うるさいだけ。ほいほい。金ちゃんスペシャルや。な、琴子、テニスなんかやめてまえ？琴子のかわいいかお傷つけてまで、なんもやることあらへん？
 

せっかく入ったんだから、がんばりたいの。途中で何かを投げ出すのはよくないってお父さんに教えられてきたんし。
 

琴子、なんて健気（けなげ）な???あ、そうそう、そういえば、親さんから伝言預かってるって。今夜相原に来てくれって。
 

なんで？
 

なんでやろう？おりって話したいことがあるっていったんだけど。ま、食いや。
 

はい、いただきます。
 

お前らどさくさに紛れて食いすぎや。「てへ」やあらへん。しかも、ラブ???しかも、俺のラブ???
 

ほら、何してる？ぼそぼそするな。もっと腰を落とせ！本当にお前ら気合が足りねえな。そんなやつ、そのテニス部にはいりません。やめちまえ。え、やめたいか。
 

やめません。
 

だろう。川は流れてます。森は生きてます。僕らはみんな???
 

生きてます。
 

そうだろう。はい、休憩。はい、休憩終わり。
 

うそ？
 

いいか。お前らに休む暇などない！次、腹筋百回。
 

はい。
 

返事？
 

はい。
 

はい、１、はい、そろってない、１???
 

（これがテニス部？基礎練習ばかりじゃない？それに一緒に入ったはずの入江君も松本裕子もいないし、いったいどうなってんの？）
 

痛い。
 

あら、ごめんなさい、琴子さん。投げてくださる？
 

ちょっと、ちょっとあんた、新入生のに何でコート入って球を打ってんの？基礎練習は？
 

あら、知らなかったの？斗南のテニス部は実力第一。だから、昨日のテストに合格すれば、新入生だって優先的にコートで練習させてもらえるのよ。
 

え、そうなの？じゃ、もしかして、入江君は？
 

入江君はさらに特別なの。気が向いた時と試合だけには出るという条件付けて入部したのよ。
 

うそ、じゃ、練習には来ないってこと？
 

（じゃ、あたしは何のためにテニス部に？）
 

あ、聞いたわよ。あなたって彼と同じ家に住んでるんですってね。でも、彼のこと何も知らないのね。ま、その程度の仲ってことかしら？
 

相原！また、サボってる？お前は罰として、グランド百週だ。
 

ご馳走様でした。
 

ありがとうございました。
 

お、琴子、よくきたな。
 

おい、金之助、いつ持ち場離れていていった？洗い物溜まってんだろう？
 

すみません、兄貴。ほらまた、学校で。
 

どうした、琴子？
 

ちょっと筋肉痛（きんにくつう）で。それより、話って何？お父さん。
 

ちょっと、個室使うぞ。
 

はい。
 

大丈夫か。
 

おいしそう。いただきます。運動した後だと一段とおいしい。
 

お前、球類苦手だろう？興味なんかないくせに、なんでテニスなんか？それは直樹君のためか。
 

何よ。急に改まって？
 

な、琴子、入江家にお世話になって、そろそろ一年だよな。俺はいろいろ考えたんだが、やっぱりこのまま入江家の厚意に甘えっぱなしは行かんと思うんだよ。それは入ちゃんや奥さんお前のこと、ずいぶん可愛がってくれるし、正直俺も、お前と直樹君が、ね、将来もしかしたら、なんてことも考えたりしたんだが。
 

お父さん???
 

だけど、長い間見てきたんだが、肝心（かんじん）の直樹君の気持ちがお前のほうにさっぱりともなると、この話そうも行かんわな。また、父さんと一緒に二人暮し戻ろうや。な、琴子。もちろん、お前の気持ちも尊重したい。でも、近くにいい物件が見つかったんだよ。だから、父さんの気持ちも考えてみてくれ。俺は傷つく琴子を見るのはつらいんだよ。
 

（でも、もしも今、入江家を出たら、入江君とのつながり本当になくなってしまう。）
 

何ぼっとしてんだよ。
 

入江君、今帰り？どこ行ってたの？
 

別にどこでもいいだろう。お前こそどうしたんだよ？遅いじゃん。
 

お父さんの店行ってたんだ。
 

例さんの店？もしかして、あいつに会いに行ってたとか？
 

あいつ？
 

いや、なんでもない。
 

なんかね、お父さん、いい物件見つけたらしいんだ。
 

え？
 

私たちの新しい家。契約はまだらしいんだけど。ほら、あたしとお父さん、入江君うちにお世話になって、もうそろそろ一年なるじゃない？それで、お父さんとしてもいろいろ考えちゃったみたいで、それで???
 

うち、出て行くの？
 

そうなったら、さびしい？入江君？
 

やっともとの生活に戻れるって感じじゃねえ。
 

（分からない、分からないよ、入江君の気持ちが。わたし、どうしたらいいの？）
 
  


第七話 恋はサービスエース
 

いやですよ。琴子ちゃんが行っちゃうなんて、絶対いやです。
 

ママ、落ち着いて。
 

だって、あなた？
 

ありがとうございます、奥さん。でも、決めたことなんて???
 

相ちゃん、気遣わんでいいよ。うちは本当におってほしいやけ。生活費だって毎月入れてもらいよし。
 

その言葉に甘えて、長居（ながい）してることは。こうすれば、琴子も直樹君のこと、あきらめてくれると思います。
 

そんな。お兄ちゃんのことはわたしが何とか???
 

でも奥さん、これはやっぱり当人同士の問題ですから。
 

あたしはうち生きてくれる女の子なら、だれでもいいわけじゃないですよ。琴子ちゃんのあの明るさ、あの根性（こんじょう）、あのかわいらしさが大好きなんですよ。
 

そんなふうに言ってもらえて、琴子は本当に幸せもんです。すみません。
 

お兄ちゃん！琴子が出て行くって。やった。あいつたら、お兄ちゃんや僕に迷惑ばっかりかけてさ、これでやっと頭悪い気が撒き散らされなくてすむね。やった！すごいうれしい、あのバカ琴子がだよ。
 

（入江家にお世話になって約一年、わたしとお父さんはついに入江家を離れることを決意した。）
 

バイバイ。
 

またね、琴子ちゃん。
 

（実の娘のようにやさしくしてくださったおじさま、おばさま。そして、入江君とも今日でついにお別れ。）
 

みんなも終わっちゃう。
 

琴子、行くぞ。さ、ここだ。なんちゃって、新しい家な、前の人はまだ出ていったばっかりで、入居までにちょっと時間がかかるんだ。だから、ここがそれまでの仮住まい。
 

だったら入居できるまでの間ぐらい入江家にいてもよかったのに。
 

それじゃ琴子は不機嫌（ふきげん）だろう。うん？流れがしたって、未練（みれん）が重しくなって、つらい思いするだけだ。こういう時は、すぱっとささっとやっちゃったのがいいんだよ。うん？ま、一週間中以内のことだ。
 

（入江君のいない家、今日から入江君のいない生活が始まる。）
 

入江家を出た？
 

うん、とりあえずは新しい家に入居できるまでの仮住まいだけどね。
 

マジで、私は一生に据（す）わると思ってたわよ。私も。でも家出たら、琴子と入江のきずな、どんどんなくなっちゃうね。じんこ、お口チャック！
 

いいのもう、なくなって。あたし、入江君のこと、あきらめたの。
 

うそ！どんなに冷たくされてもあきらめなかったのに???いいから、チャック！
 

もう今までのあたしとは違うの。入江君のことを駆けない。理工学部のキャンパスだって行かないもん。
 

一体何があったわけ？
 

実はお父さんにね、痛いとこ突かれちゃってさ。
 

（長い間見て来たんだが、肝心の直樹君の気持ちがお前のほうにさっぱりともなると、この話、そうもいかんわな。）
 

それで、あたしも考えなおしちゃってさ。
 

琴子。
 

だから、今日から入江君のことは忘れる。学生生活エンジョイして、それで、素敵な彼氏見つけて見せる。
 

よー言った。
 

何これ？
 

金ちゃん、琴子の飯ずるい！そうだよ。
 

金ちゃんスペシャルや。琴子は生まれ変わったんや。言わば、今日は琴子の新しい誕生日や。
 

誕生日？
 

よし、happy birthday to youや。
 

ありがとう、金ちゃん。入江のことは、わしが忘れさせさかい。元気出しや。
 

ただいま。
 

熱いでのな、しかもまた、卵にダンー、押したらそれをパン粉（こ）にダンー。
 

あれ？どうしたの？おふくろは？
 

ああ、なんかママ元気なくてな。食欲もないし、何もしたくないからって、かなり憔悴（しょうすい）してんだよ。だから、しばらくの間、我々で家事を分担しようと思って。
 

分担。
 

あんなママの姿を見るのは久しぶりだな。よし、作ろう、裕樹な。
 

ただいま。
 

（お帰りなさい。今日は琴子ちゃんが大好きなラザーニャを作ったのよ。
 

あ、バカ琴子が帰ってきた。
 

こら、裕樹。琴子ちゃん、大学はどうだい？乾杯。
 

さあさあ、お食事にしましょう。座って、座って。
 

お帰り。）
 

だめ！
 

（もう決めたんだから、入江君のことを忘れるって、入江家には戻らないって。）
 

ね、お兄ちゃん、ママどうしたんだろう？まさか、あのバカ琴子がいなくなったせいじゃないよね。
 

裕樹、お前自分の部屋があるだろう。せっかく取り戻したんだから、こっちに入り浸るなよ。
 

そうなんだけど、なんか癖でさ、ついついお兄ちゃんの部屋に入っちゃうんだよね。お休みなさい。
 

ってかさ、入江のことあきらめたんなら、テニス部行く必要なくない？
 

これはあたしの意地（いじ）です。勝負、サービスエース！
 

９５、９６、９７、９８、９９、キープ！
 

うそ？！キープ？
 

１００！お前ら、よくやった！バタバタとやめていく部員が多い中で、厳しい訓練を耐えてきた君たちは、俺の誇りだ。褒美をやろう。今日はついにお前たちをコートに入れてやる。
 

うそ？本当ですか。やった！ファイト、ファイト???コートに入れてやるって、球拾いじゃんか。誰？
 

凝（こ）れずに続いてるみたいじゃない。でも、あたしだったら、とても我慢できないわ。毎日毎日基礎練習に球拾い、入江君も来ないというのにね。
 

別に入江君のためにやってるわけじゃないから。
 

あら、そう？もう、何でよ、球拾い！ちょっと、あなたボール踏んでるわよ。テニスファンとして???
 

お前、まだ球拾いしてるんだ。
 

入江君、何でここに？
 

俺、テニス部だから。
 

だって、練習には出ることないって。
 

出たら悪いのかよ。
 

入江君、こっちこっち、一緒に練習しましょう。
 

はい、サーブ練習終了。次、ボレーアンドストローク。
 

はい、ファイト。
 

だめ、入江君のことなんか忘れるって決意したのに。
 

（何よ、こっちの気も知らないで。私は、何とか忘れようと頑張ってるのに。）
 

おお、入江。珍しいじゃないか、お前が練習に来るなんて。さては、俺と勝負しに来たんだな。そうだろう！
 

いいですけど、また恥かかしちゃ、悪いかなと思って、どうします？やめますか。
 

そこまで余裕があるなら、こっちの条件すべて呑（の）んで勝負してくれるんだろうな。
 

いいですよ。
 

じゃ、この試合はダブルスで勝負をする。俺は松本裕子と組んで、お前は相原琴子と組むんだ。
 

えっ？私？
 

冗談じゃない？
 

わあ、須藤さんプライドも何もない。そこまでして入江を負かしたいのか。
 

何か不満なんだ？松本も一年の女子、相原も一年の女子、実に公平な組み合わせじゃないか。
 

どこが公平なんだ？不公平もいいところだ。あんなやつと組んで勝てるやつがいたら、世界チャンピオンだってなれるぞ。
 

入江君、そこまで言う???
 

だって本当のことだわ。
 

どんな条件でも受けて立つって言ったのはお前だぜ。松本、相原、コートに入れ。
 

気の毒とは思うけど、試合には手を抜かない主義なの、悪（あ）しからず。
 

へへへ、無理だよね。無理無理。
 

どうする、入江？このまま棄権するか。勝負を目の前にして逃亡（とうぼう）するか。男として情けないな、裕子。
 

いいか、お前はボールを打たなくていいから。
 

えっ？本当に合うの？
 

仕方ないだろう？ここまで来て、後に退（ひ）けるかよ。とにかく、お前は立ってるだけでいいから。絶対に俺の邪魔だけをするなよ。
 

（俺の邪魔だけはするな。なんか、高校の時から、ずっと入江君にそう言われてるような気がするよ。）
 

サービングプレー。
 

ほら。
 

ゲーム。
 

痛い、痛いよ。邪魔しない???
 

本気で来いよ。ほら。ほら。これでも食らえ。
 

退（ど）け！俺が打つ。
 

あれ？
 

ゲームセット。ウォンバイ、須藤、松本、ゲームアカウント、６：２。
 

いや、残念残念、惜しかったね、入江。しかしあれだね、君たちはなかなかいいコンビだね。どうだい？来週あたりまたこの組み合わせで試合でもするか。
 

いいですよ。
 

えっ？本気か入江？
 

止めときますか。また須藤さんに恥かかしちゃうかな。
 

いいだろう。よし、じゃ、来週同じ時間に再試合だ。いいな、松本、相原。
 

はい。
 

はい。えっ、うそでしょう。
 

えっ？入江とダブルスで組むことになった？しかも一緒にテニスの練習なんて、琴子大丈夫？あんたせっかく入江のことを忘れるって決めたのに、毎日練習で顔突き合わせて、忘れられる？無理無理。
 

正直、自信ない。
 

だよね。キスまでした仲だもんね。まあ、でも考えようによっては、チャンスじゃない？一緒に何かをやってのけれってことで、入江の気持ちも変わるかも。
 

無理無理、だって試合の相手、あたしの力じゃ絶対敵わない人たちだもん。それにさ、私と入江君と一緒にいろいろやってきたもん。高校の時もテスト勉強教えてもらったり、夏休みの宿題は手伝ってもらったり、それなのに、入江君の気持ち全然変わんなかった。
 

だね。どころか、入江は冷血男のままだったもんね。なんか、つらい一週間になりそうだね。琴子。
 

でも、一生入江君から逃げ回ってるわけにはいかないもん。テニスも頑張って、入江君のことも忘れて見せる。
 

遅い。
 

あの、ごめんなさい、あの、授業が伸びちゃって、それで???
 

言い訳はいい。さ、練習するぞ。
 

ちょっと待って、入江。相原、まだ実力テストに合格してないよって、テニスの練習をさせるわけにはいかない、球を拾ってもらわないと。
 

だって、試合は一週間後なのに。
 

決まりは決まりだからな。相原、何ぼさっとしてんだ？球を拾ってください。
 

はい。
 

須藤先輩、大人気（おとなげ）ない。意地になってるのさ、どうしても入江には負けたくないんだろう。
 

入江君、ごめんね。ファイト、ファイト。何する？
 

目をつぶるな。地面ばっか見て、球拾いするな。しっかり目を開けて、ボールを見て、それで球が飛ぶ方へ動け、いいな。
 

はい。目を開けて、ボールを見て。目を開けて、ボールを見て。
 

頑張れ、はい、ありがとうございました。
 

片付けよう、このやろう。
 

お前は今から練習だ。
 

えっ？もうクタクタでよ。入江君の言うとおり、ボール見てたら、何のも何のもぶつかっちゃうしさ。
 

部活の間お前の練習時間がないんだから、仕方ないだろう。ほら、今から素振り１００回。
 

雨だよ。明日から朝練もするから、そのつもりで。
 

雨???
 

もっと早く。もっと肩を入れろ。戻りが遅い。
 

梅雨ですね。雨、止まないですね。
 

うるさい、黙ってやれ。
 

はい。
 

はい、もう一回。
 

ただいま。な、琴子、今日いいメバルが入ったからさ、お前の好きな煮付けにしたんだけど、ちょっと食べるかい。
 

あんた最近太ったんだから、ダイエットしたほうがいいよ。今の時代は低脂肪だから。はい、低脂肪です。
 

おい。
 

金ちゃん。
 

今日琴子はどうしたんや？
 

あ、金ちゃんまだ知らないんだ。大変なことになってるよ、琴子。
 

えっ？大変なこと？おはよう。
 

金ちゃん。
 

聞いたで、朝も夜もテニスでクタクタなんやって。そんな時こそ、飯食わんと、カラダも耐えんで。
 

ありがとう。いただきます。いただきます。うん、おいしい。
 

せいやろう。なあ、琴子がそんなにテニス頑張るんは入江のそばにいたいからなんか？自分、やっぱりあんなやろうのことを忘れられへんのとちゃうか。
 

俺の邪魔だけはするなって言われたんだよね。金ちゃん言ってくれたじゃない？今日は琴子の新しいバースデーだって。本当に新しい自分に生まれ変わるためには、入江君に迷惑をかけないようにならないとだめな気がするんだ。今、入江君のことを忘れるって言っても、それってただの強がりなんじゃないかって、まあ、それが忘れられないっていうことかもしれないんだけどね。
 

分かった。今、琴子は入江を乗り越えるたびの途中なんや。時間かかるかもしれへんけど、応援したる。
 

金ちゃん。
 

その代わり、わしも琴子をあきらめへんで。わいはしつこいからな。覚悟しときや。
 

金ちゃん、ありがとう。
 

食い。
 

これ、おいしい。
 

行くぞ。もう一回。はい。もっと肩使って。
 

はい。
 

はい、しっかりボールを見て。そう、もう一回。はい。消えたか。仕方ない、外で素振りするぞ。これ、ボールだと思って、押して。そう、そのイメージ。肩をもっと上げろ。
 

はい。
 

はい、一、二、お前さ、適当に動かないで、ちゃんとボールイメージしろよ。
 

はい、すみません。
 

なるべく高く投げる。はい、はい。ラケットを引くのが遅い。
 

はい。
 

じゃ、行くぞ。はい、走れ。
 

はい。
 

はい、走れ。
 

はい。
 

じゃ、行くぞ。
 

はい。
 

遅い。戻る時はサイドステップで戻るよ。
 

はい。
 

行くぞ。はい、戻る。はい、走れ。
 

はい。
 

ちゃんとボールを見ろ。走って。
 

はい。
 

はい、サイドステップで戻る。行け。立って。はい、行くぞ。遅い。はい、セーフ。
 

あの、すみません、あら???すみません、あの、文学部キャンパスってどちらでしょうか。
 

文学部はあっち。
 

ありがとう。
 

入江君のおばさん？おばさま、おばさん！
 

あら、じんこちゃん、里美ちゃん、お久しぶり。でも、何でそんな格好してるんですか。
 

だって、お兄ちゃんにばれたら、困るわな。だから、ちょっと変装してみたの。
 

いや、かえって目立ってますよ。っていうか、ばればれですし。なんか、そういうとこ、おばさんと琴子って似てますよね。
 

琴子ちゃん。なんだか、しばらく会えなかったら、琴子ちゃんが恋しくなってしまって。
 

まあ、あたしたちも琴子と入江君もしかしたらうまく行くんじゃないかって、ちょっと思ったりしたんですけどね。
 

何でだって、一時はキスまでした仲なわけだし。チャック、チャック。
 

キスって、あのキス？
 

はい、キスです。
 

キスしたの？あの二人？
 

ちょ、ちょっとおばさま、琴子に会わなくてもいいんですか。今、テニスコートにいますよ。
 

いいの、いいの。もう学校なんか会う必要ないわ。私は、家に琴子ちゃんを呼び戻すって決めたから。
 

だって、今琴子は必死に入江のこと、入江君のことを忘れようとしてるのに。
 

忘れる必要なんかないじゃない？だって、キスしたんだもの。お兄ちゃんが何と言おうと、もうだめよ。私は必ず琴子ちゃんを取り戻して見せるわ。
 

はい、一、二、もう一回。
 

はい。
 

肩をもっと上げて、一でトス。一。ラインから出てるぞ、もう一回。一、二、どこ狙ってんだ？もう一回。一、二、しっかりボールを見ろ。はい、一、二。
 

おお、入った、やった。入った、できた！入江君、初めて入った、やった！ごめんなさい。
 

サーブなんて、テニス始めたばっかの子供だって一日でできるようになるぞ。
 

そうだよね。
 

お前の人生は一々感動が多くていいよな。ときどき、うらやましいよ。もう一回。
 

はい。じゃ、お父さん、行ってきます。
 

はい、行ってらっしゃい。あ、琴子、ちょっと待って。
 

はい。
 

今日から新しい家に入れるからな。
 

あ、そうか。そうだったね。
 

間違ってこのアパート戻ってくるなよ。新しいだぞ。
 

大丈夫だよ。だって前一緒に見に行ったじゃん？じゃ、行ってきます。
 

はい、行ってらっしゃい。大丈夫かな。
 

金ちゃん？
 

お、琴子。大丈夫か。
 

うん、大丈夫。
 

琴子、今日までよう頑張ったな。放課後、テニスの試合なんやろう？勝てるように、験担（げんかつ）ぎや。カツサンド。
 

お、カツサンド。金ちゃん、ありがとう。
 

のん気なもんね。カツサンドなんか食べて。
 

これは験担ぎで。
 

験担ぎで何とかなるなら、試合に負ける人間なんていないもん。ね、あなた自分が入江君にどれだけ迷惑かけてるか分かってる？
 

だから迷惑かけないよう、私なりに頑張って。
 

その頑張りが既に迷惑ってこと。この間の試合だって、今日の試合だって、恥をかくのは入江君。あなたの特訓のせいで、無駄な時間を過ごしてるのも入江君。好きな男に散々迷惑かけて、よく平気でいられるわね。
 

フィッチ？
 

ラフ。
 

スムース。サービス。
 

いいか。この一週間の練習を無駄にするなよ。とにかく目を開けて、ボールの行方を見ろ。いいな。
 

はい。
 

お前は一人じゃないんだから、俺がいるんだから、怖がるな。
 

はい。
 

須藤、松本、サービングプレー。
 

みんなあってあがる、俺の高速球をあの素人（しろうと）が???
 

でも、こっちのコートに戻ってくるわけでもないし、あっちの点数はボロ負けですよ。
 

俺のプライドの問題だ。
 

入江はもういい。相原ぜ、相原を狙え。
 

はい。
 

（しっかり目を開けて、ボールを見て、それで球が飛ぶ方へ動け。私、ボールを見るの、怖くなくなってる。それに須藤さんのボールも、松本さんのボールも、入江君と比べたら全然遅い。だから。）
 

よし、相原、これでも食らえ！
 

琴子！
 

はい。
 

（見えた！）
 

おお！須藤さんのサーブを打ち返した！こんなのできる女子には松本ぐらいじゃないか。すごいぞ、相原。
 

やったじゃん。
 

ラケットを握ったのは初めて、初めてラケットを握ったのはお母さんの体の中から出てきた時には。
 

痛！痛い！
 

足捻ったのか。ったく、情けねえな。ここか。
 

おお！痛い！
 

こりゃ無理だな。須藤さん、こっち棄権します。
 

えっ？棄権したっていいの？
 

ラケットよろしく。
 

あの、ごめんなさい。あたしまた負けちゃって。
 

端から勝とうなんて思ってないさ。
 

（神様、ますます入江君が好きって言ったら、怒りますか。）
 

お前の家、まだか。
 

おかしいな。この間下見（したみ）した時は駅からすぐ近くだったのにな。たぶん後ちょっとだと思う。
 

さっきもそう言ってたぞ。だからタクシーにしろって。
 

だってもったいないんだもん。
 

こっちの身にもなれよ。
 

はい。ね、入江君、試合の時、あたしが須藤さんのボールを打った時、あたしのこと名前で呼んだよね。
 

さあね。
 

呼んでくれたのは初めてだよね。
 

だから覚えてねえよ。試合に夢中だったから。
 

あった、あれだ。新しい家。あたしの家だ。
 

じゃ、親父さんによろしく。
 

あ、ちょっと待って。あの、お父さんまだ家にいると思うし、お茶でもいかが？ほら、お父さん、あの、入江君にきっと会いたいと思うし、ほら、お礼もしたいと思う???
 

分かった、分かったから、だから離せ。
 

ごめんね。
 

はい。
 

お父さん。
 

お前の爺さん？
 

知らない。あの、誰ですか。
 

失礼な。そっちこそ誰だ。
 

私、この家の者ですけど。
 

ここは私の家だ。
 

うそ！合ってると思うんだけど。あたし、一回ここに来てますよ。
 

とにかく、ここは私の住まいだ。
 

はあ？どういうこと？
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ごめん、入江君。
 

そんな足で放ったら返しといたら、またおふくろに怒られるからな。とりあえず、親父さんと連絡が取れるまで家で。
 

でも、お父さんとこ行っちゃったんだろう。
 

お兄ちゃん！大変だよ。また僕の部屋が???こいつだよ。こいつのせいで。
 

お帰りなさい、お兄ちゃん。そして琴子ちゃん、一緒だと思ってたわ。
 

なんか今日入居できるはずの家が別の人のものになってて、お父さんに連絡しても全然つながらないし。
 

琴子ちゃんのお父さん今不動屋さんに出かけてらっしゃるわ。
 

え？いったい何があったんですか。
 

それがね、なんだか契約書のミスだったらしくて、新しい家、琴子ちゃんのお父さんよりも一日早く契約した方がいらっしゃったみたいなの。
 

本当に申し訳ございません。系列会社のほうで、先に契約していたみたいで。
 

そんな???
 

ほら、家具や大きな荷物なんかは今日うちから新しい家に移すことになってたでしょう。それもだめになったみたいで。朝から引越し屋さんに電話したり、不動屋さんに電話したりでずっとばたばたしてらしたから、それで、琴子ちゃんの電話も通じなかったんじゃないかしら。
 

じゃ、あたしとお父さんまた住む家なくしたってことですか。どうしよう？
 

あら、またうちに戻ってくればいいじゃないの？
 

でも???
 

相原さんも琴子ちゃんもうちにすればいいじゃないの？だってあたしたち、家族になるんですから。
 

まだそんなバカなこと言ってんのかよ。
 

そっちこそ何言ってんの。キスしたくせに。
 

あたしは言ってない。あたしは言ってない。あたしは言ってない。
 

うそでしょう。うそでしょう、お兄ちゃん。
 

ったくもう、二人ともそんな素振りも見せないで。もう親をはめちゃうなんて、もう人が悪いったら。
 

なんでおば様がそんなこと？
 

情報征する者は世界を征するのよ。はい、はい、そうです。では、そういうことで、よろしくお願いいたします。
 

はい。
 

琴子ちゃん、戻ってきてくれて、本当にうれしいわ。自分のうち戻ってきた感想はいかが？
 

違うんです、おば様。あたしと入江君はおば様が思ってるような関係じゃなくて、新しい家が見つかり次第、すぐ私たち出ていきますから。
 

でも、あたらしいうち見つかるかしらね。とにかく、私は琴子ちゃんをお嫁にもらうって改めて決意したの。だって、琴子ちゃんとお兄ちゃんはキスした仲なんですもの。
 

だから違うんです。それはちょっとした間違いで、私たち、手もつないだことないし、それどころか、デートもしたことないし。
 

そんな弱気でどうするんだよ、琴子ちゃん！したことなければ、これからすればいいじゃないの？ちょっとした間違いでキスができるなら、デートだってはじめてできちゃうはずよ。
 

そんな、むちゃな。
 

琴子ちゃん、お兄ちゃんとデートしちゃいなさい。それがあなたのミッションなのよ。がんばってね。
 

（成り行きで、入江君との初デートを命じられてしまった私、そりゃ、私だってできるものなら、入江君とデートしたい。でも、彼はそんな気ゼロなのに。いったい、どうしたらいいの？）
 

また一緒に暮らし始めた？
 

なぜかおば様にキスしたことばれちゃっててさ。もしかして、二人、しゃべったの？もうないで???
 

ちょっとした弾（はず）み？
 

弾みって？！
 

ごめん、ごめん。
 

キスやと！琴子、お前入江のやろうとキスしたんか。琴子お前、入江のことあきらめやなかったんか。
 

金ちゃん、ごめん。
 

ああ、金ちゃんにはちょっと刺激強すぎたね。でも、かえってよかったのかも。
 

里美？
 

だって琴子は入江のこと全然あきらめられてないじゃん？琴子、自分でも気がついてるんでしょう？たとえライバルがいても、どんな障害があっても、入江への気持ちは変わらないって。だったら金ちゃんもさっさとあきらめて、次へ進んだほうがいい。
 

でも、そういう私は入江君に相手にされてないんだけどね。
 

（あ、うわさをすれば！）
 

入江君！今度の日曜日、一緒に映画に行かない？チケット二枚あるの。
 

（何？松本裕子のやつも入江君との初デートを狙ってるわけ？わあ、勝てる気がしない???）
 

何やってるんですか。須藤先輩。
 

いやいや、相原こそ、なんでいったいここに？おお、入江のこと見てたのか。
 

そう言う、須藤先輩ももしかして松本さんのことは？もしかして、松本さんのことがす、す、好き！
 

相原???
 

いやだ！昼間から、こんなところで。
 

ああ、これは違うの。あの、これはえっと???
 

やっぱりあのうわさは本当だったのね。
 

え？うわさ？
 

相原さんと須藤先輩が怪しいってうわさ。
 

適当なこと言わないでよ。
 

だってあなたみんなに入江君のことはあきらめるって言ってたじゃない？それで須藤先輩が原因なんでしょう？テニス部内じゃけっこうの評判よ。
 

え？そうなの？
 

違う、違う。入江君、あの、これはね、誤解なの、誤解。あの、違うの。
 

別に俺には関係ないし。あ、松本、さっきの返事だけど、日曜暇だから、いいよ、映画。
 

本当？ありがとう。
 

痛い???もう須藤先輩のせいですよ。急に体重かけてくるから。
 

相原が足けがしたのを忘れてて、本当すまん。知らなかったな、俺たちの仲がテニス部内でそんなにうわさなってるなんだな。
 

なってるわけないじゃないですか。松本さんの出任せですよ。入江君に自分を印象付けるための。
 

松本、そんなつまらんうそをつけような女じゃない！
 

須藤先輩って本当に松本さんが好きなんですね。
 

相原、ちょっと相談があるんだけど、そのなんだ、君は入江が好き、俺は松本が好き、松本は入江が好き、これじゃ行かんと思わんか。
 

それじゃ誰も幸せなんないですもんね。
 

そこでだ。二人で協定を結んでたら、それぞれが協力し合うってはどうだろう？
 

協力？どんな？
 

たとえば???
 

入江のデートを尾行する？
 

シー！金ちゃんに聞こえたらどうするの？
 

大丈夫、今日金ちゃんお休みみたいよ。うん？琴子、どうしたの？ティッシュ???
 

よかった。
 

でもデート尾行なんかしてどうするの？
 

わかんないけどさ。二人がどうにかなっちゃったらどうしようと思って、そう思うと、ただただ心配でさ。
 

情けないわね。里美！だってそうじゃない？松本裕子に夢を見た初デートを奪われたのもそうだけど、あげくの果てに、そりゃを尾行するんだなんて、それじゃまるで須藤先輩と琴子がデートするようなもんだよ。なんか変な音しない？じんこ、今大事な話、お口チャック。後で飲む？
 

オレンジジュース。
 

え、須藤先輩と琴子がデートやと、どうなってるんや？
 

そんな???いいの？
 

仕方ないじゃん。
 

恋なんてそんなもんよ。
 

琴子、新たな恋落ちたのか。あのひげのおやじと。
 

デートは???
 

うん、映画???銀座???
 

あ、烏森???
 

新橋???
 

銀座、烏森、新橋???
 

場所なんてどうでもいいよ。映画デート、ロマン???な。
 

デート、映画、銀座、烏森、新橋、ロマン???デート、映画、銀座、烏森、新橋、ロマン、ああ、さっぱり分からへん。もう頭が変になるぞや。
 

金之助、何やってんだ？もう店開いちまうぞ。
 

すみません、兄貴。
 

なんだ、それ？
 

分からんのですわ。
 

暗号か。デート、映画、銀座、烏森、新橋、ロマン。
 

頭こんがらかりますやろう。
 

なるほどね。
 

兄貴、分かったんですか。
 

お前がデートに行くのか。
 

いえ。
 

だろうな。お前みたいのにこんな大人のエロいデートできるわけねえもんな。
 

え、え、え、エロい！
 

琴子、すまねえ。あれからあれたあらゆる不動産屋回って見たんだが、どうやかいい物件が見つかっても、僅差（きんさ）で別な人に契約が決まっちまって。
 

そうか。
 

とことんついてねえな。まあとにかく、すぐに新しい家見つかりそうもないんだ。だから、しばらくの間、入江家にまた世話になるしかない。
 

そんな。お父さんが頭下げるようなことじゃないでしょう。ね。
 

いや、でも、あれほど決心して入江家を出たのに、お前にもつらい思いをさせてるんじゃないかと思ってさ。
 

（さっきの返事だけど、日曜暇だから、いいよ、映画。
 

本当？ありがとう。）
 

やっぱりな。
 

違うの、お父さん。あのね、私、やっぱり入江君のこと好きなんだ。
 

いや、だけど、直樹君の気持ちが???
 

それは関係ないと思う。そりゃ入江君があたしのこと好きになるなんてありえないかもしれないけど、最後まであきらめたくないの。お父さんいつも言ってるでしょう？途中で何かを投げ出すのはよくないって。入江家から離れて、改めて分かったの。今、一番あたしが投げ出したくないのはこの気持ちだって。
 

そうか。
 

だから、お父さんも私のこと心配しないで。たとえ傷ついたとしても、何もしないで後悔するよりずっといいから。
 

似てるな。
 

お母さんに？
 

違うよ。俺にだよ。やっぱ、俺の娘なんだな。
 

うん、違うな。花柄もちょっと違うか。白、白もかわいいけどな。やっぱり、うん、これだ。
 

（お化粧なんかしたって、入江君とデートするのは私じゃなくて、松本さんなのに。私だって入江君とデートしたかったよ。おしゃれして、お化粧して、映画見たり、買い物したり、ちょっと高級なレストランでお夕食食べたり。）
 

うん、よし。お、来た。
 

Nice body！
 

須藤さん、いつの間に？
 

入江って、手が早かったっけ？
 

お？いや、それほどむしろ奥手（おくて）かもしれないです。
 

それは相手がお前だからな。あの松本の色気（いろけ）なら、入江だって。
 

お、入江君。
 

入江君。
 

待った？
 

早めに来たの。
 

そのワンピース、君に似合ってるね。
 

本当？うれしい。
 

あのやろう、大げさなことを。
 

行こうか。
 

エロい、エロい？
 

あ、金之助、こっちだ、こっち、こっち。
 

琴子！
 

今の人たちのすぐ後ろの席ください。早く、早く。
 

じゃん。な、完璧だろう。映画、新橋、ロマン、烏森口から徒歩一分だし。
 

せいやけど、ぎん、銀座は？
 

そんなも決まってんだろう、お前、映画見て、エロい気持ちになったところで、ザギンのこじゃれたホテルにしけこんで。
 

あのひげやろう、なんちゅうことを。こんなもんを見せて琴子に、いやらしいことを。
 

すみません。
 

何やってんで。こっち、こっち。
 

えっと何よ。
 

あら、いやだ、パンフレットが落ちちゃったわ。
 

ばあさん、しっかりせんか。
 

そうですね、じいさん。
 

わしもちょっと。
 

じいさん何やってん、ケチャップつけちゃって。あ、腰がこう、いってててて???
 

な、金之助、中で待とうよ。
 

キスは譲ったけど、その先はほかの男には絶対渡さへん！
 

ちょっと、何よ！
 

おい、座れよ、見えへんだろう？
 

いい映画だったわ。
 

ねえ、お茶でもする？
 

うん。
 

行け！
 

私ね、中学のときから入江君に興味があったんだ。斗南に天才テニスプレーヤーがいるって聞いて、しかもハンサムだし、成績はいいし、お父さんも東大出身の社長さんなんでしょう？てっきり外部受験すると思ってた。でも、斗南に進学するって聞いて、うれしかったな。運命感じちゃった。
 

そう。
 

ねえ、入江君の好きな女の子のタイプって、どんな人？
 

タイプ？
 

うん。
 

そうだな。美人で、グラマーで、頭のいい子がいいな。あ、後料理上手っていうのも絶対だね。
 

相原。お前にもきっといいところがある。
 

いいです。無理に励まさないでください。
 

分かった。
 

おお、そうなんだ。ねえ、あたしたちってとってもいいカップルなんじゃないかしら？
 

かもね。
 

まだお夕飯までに時間あるわ。買い物付き合ってよ。
 

いいよ。
 

これとこれ、どっちがいいかしら？
 

これ、君なら着こなせると思うよ。
 

本当？すみません、これ試着お願いします。
 

はい、ありがとうございます、こちらへどうぞ。
 

なんで入江君が女物なアクセサリーなんか見てるの？
 

まさか、松本にプレゼントするんじゃん？
 

あ、うそ！あたしなんかずっと一緒に暮らしてきたのに、何ももらったことない。
 

ね、入江君、ちょっと後ろ閉めてくれない？ありがとう、どう？
 

須藤さん！
 

ちょっと待って。
 

何するの？何するの？
 

怖い、怖い、怖い。入江、触（さわ）るな、触るんじゃない！
 

ノー！！！！
 

どう？
 

さすが入江君、いいセンスね。この服に似合ってる。
 

服を着てるモデルがいいからさ。
 

お世辞でもうれしい。
 

あの別世界（べっせかい）せいで目眩（めまい）がする。
 

でも、あの二人、お似合いですよね。
 

お前が認めてどうするんだよ。
 

え、はい???
 

持つよ。
 

ありがとう。
 

よし、行きましょう。
 

靴もほしいなと思うんだけどさ、今ほしい靴があって、白に???
 

危ない！大丈夫？
 

あ、ありがとう。
 

よかった、けがなくて。行こう。
 

先輩、あたし帰ります。
 

何言ってんだ、相原？
 

もうこれ以上見てるのが耐えられないです。
 

見るに耐えない事態を阻止（そし）するために、俺たちが来てんじゃないか？
 

でも、二人がお互い好き合ってるならしかたないと思う。こんなの惨（みじ）め過ぎる。すみません、先輩、ドロンします。
 

分かった。気をつけて帰るんだぞ。
 

ごめんなさい！
 

どうしてくれんや、これ？
 

ごめんなさい。
 

すみません、クリーニング代、俺???
 

それが済むかい？このシャツ高んやぞ。十万もするや。
 

十万？先輩、どうしよう？
 

おお、何とかしよう。えっと、千と二万???
 

お嬢ちゃん。
 

はい。
 

かわいい顔しとるやんけ。ちょっとうちの事務所まで来てもらって、いろいろ相談しようかな。さ、行こうか。
 

いやだ、やめてください。
 

（罰が当たったんだ。人のデートの邪魔なんかするから。）
 

１５００円で十分だ。
 

なんでいるのよ。
 

おい、坊主（ぼうず）、今何って言ってた？
 

安物のシャツのクリーニング代なんて、１５００円で十分だ。
 

てめえ、なめくさって！こりゃ、こりゃ。
 

は、かっこいいね。
 

ちょっと失礼、須藤さん、後はお願いしますよ。俺らを一日中追いかけましたんだ、せいぜいいいところ見せて、松本を振り向かしてくださいよ。
 

入江君。
 

わるい、今日はこの辺で。
 

え？
 

待ってくれ。
 

待ってくれ、こっちの台詞じゃん？
 

邪魔だ、こりゃ。
 

（私、入江君と一緒に走ってる。うそみたい。このまま、時が止まってしまえばいいのに。）
 

ここまで来れば大丈夫だろう。
 

入江君、もしかして、あたしたちがつけてたのを気付いてた？
 

お前らのどんくさい尾行なんて、待ち合わせ場所に着いた時から分かってたよ。
 

じゃ、須藤先輩が松本さんのこと好きなことも？
 

昨日までお前と須藤さんが本当にできてると思ってたけどな。でも二人で尾行してきた時点で分かったよ。そう思うと、お前らの反応がおかしくて。
 

ごめんなさい。あたし、入江君が松本さんとデートするって聞いて、どう立ってもいられなくて、それで???でも、もし入江君が松本さんのこと好きなら、あたし、とんでもない邪魔しちゃったなと思って???
 

どっか行く？
 

えっ？
 

そう。じゃ、俺帰るわ。
 

行く???
 

一回言えば分かるよ。
 

ごめんなさい。
 

どこ行く？
 

じゃ、映画館、それは見たから。じゃ、お買い物して、そんな後おしゃれなレストランで夕食を食べて。
 

そのカッコウで？
 

そうだよね。入江君、こんなカッコウじゃ恥ずかしいよね。
 

来いよ。
 

わあ、すごいきれい！ね、入江君、見て、ほら、きれいだよ。あれ？入江君？入江君？どこ？どこ？入江君、入江君。
 

（また入江君にからかわれちゃったのかな。）
 

そのカッコウじゃレストラン無理だろう。夕飯。
 

おいしい。
 

腹減ってればなんでもうまいよ。
 

（うんん、どんなおいしいフランス料理もイタリア料理も中華料理もこのハンバーガには勝てない。）
 

俺さ、この前まで大変なことってなかったんだ。だけど高三の時、お前にラブレターをもらってからというもの、ほとんど毎日が大変とイライラの連続、思うに、お前は俺に与えられた試練なのかもしれない。
 

試練？
 

俺、初めて与えられた試練に慌てちまって、必死に逃げようとしてたんだ。
 

何よ。人を疫病神みたいに。
 

だけど、何の苦労もない人生より、あえて試練に立ち向かったほうが面白いっていうふうに思えた？ありがとう。
 

えっ？
 

わかんないならいいよ。
 

それぐらい分かるわよ。バカにしないでよね。つまり、あたしから逃げようって思ってたけど、それで、思い直して、結婚したいとか？プロポーズ？
 

バカ、どうしてそこまで飛躍（ひやく）するんだ？
 

だよね。
 

俺は、お前と同じ家にいてもいやじゃないって言ってるんだ。
 

それって、あたしのこと、嫌いじゃないってこと？
 

苦手だけど、嫌いじゃないよ。服だけじゃなくて、顔もひどいことになるぞ。
 

だって。
 

あ、すっきりした。やっぱ三本立てってすげえな。お、金之助、お前まだいたのか。
 

琴子、どこにおるんや？
 

金之助？金之助？
 

ひどいな。
 

（ひょんなことから実現した私と入江君の初デートは思い描いたものとはまったく違ったけど、でも初めてキスした時よりも、初めて抱き上げられた時よりも、もっともっと入江君が私の近くにいる気がしたな。）
 

そんな！私は反対ですよ。せっかく琴子ちゃんが戻ってきたのに、お兄ちゃんが家を出ていくなんて。
 

いや、男にはそういう経験も必要なんだよ。直樹が望むんだったら、家を出て一人でやってみるのもわるくないかもしれないな。やってみなさい。
 

ありがとうございます。
 

（入江君が家を出て、一人で暮らす？私と一緒に暮らすのをいやじゃないって言ってくれたのに、どうして？どういうことなの？）
 
  


第九話 恋をあきらめる時
 

じゃ、俺、そろそろ。
 

お兄ちゃん、体に気をつけるのよ。お食事はきちんと野菜とってね。それから???
 

分かった、分かった。じゃ。
 

もう！！！
 

（もう本当に行っちゃった。）
 

入江君出ていった？
 

うん。一人で部屋借りて、生活費もバイトで何とかするんだって。
 

それで、今どこにいるの？
 

わかんない。
 

それじゃ、バイト？何のバイトしてんのよ？
 

それも分からない。
 

それじゃまるで赤の他人じゃん？ちょっと金ちゃん、何これ？
 

お祝いや。入江が家出て行ってるの？こんなめでたいことがあるかいな。この勝負、わしの勝ちやな。入江のやつ、ようやく琴子から手を引く覚悟を決めたんや。
 

ちょっと金ちゃん、琴子の気持ちも知らないでも。何やってんてば？あっちいなさいもん。あたしが食べるね。まったく金ちゃんから、もう。
 

でも金ちゃんの言うこと、一理あると思うんだ。
 

里美。
 

だって、入江も男だよ。少しでも琴子に気持ちがあったら、わざわざ家を出たりしないはず。ほら、金ちゃんを見てごらんよ。誰だって、好きな人のそばにいたいもんだから。
 

（わたしのことを嫌いじゃないと言ってくれた直後に、家を出ていってしまった入江君、わたし、避けられているの？入江君の本音はいったい？）
 

それでもやっぱり覗き見に来るんだ。
 

だって、大学でしか会えないんだもん。
 

は？琴子あんたバカだよ本当に。バカね。本当にね。
 

バカで何さ？
 

BAKAバカよ。そうだよ。
 

BAKAバカだ。
 

そうよ。バカバカバカ。
 

いや、あたしはさ。
 

あれ、君って入江の？
 

あ、こんにちは。
 

残念、入江はもう帰っちゃったよ。バイトだって。
 

あの、何のバイトだって言ってました？
 

僕たちも聞いたんだけど、教えてくれなくて。入江って、秘密すぎなとこがあるもんな。残念だったね。
 

そうですか。
 

兄弟じゃない？いや、双子でしょう？うそでしょう？え、双子？
 

ファイト、ファイト???
 

相原琴子！球の気持ちを、球拾いを断るやつはレギュラーの座を迎えないです！覚えとけ！お前、寒いのか熱いのかはっきりしろ！テニス部だ！
 

来るわけないか。
 

ごめんね、こんなもんで。今日はママが急用でいないもんだからね。
 

いえ、おいしいです。
 

本当？食べてね。
 

ご馳走様でした。
 

どうした？裕樹？ほとんど食べてないじゃないか。
 

食欲がないんだ。
 

あら、そうなの？そうなると、こうなるよ。あら、直樹がいなくなって、裕樹も寂しいのかな。
 

（冷たくされたって、嫌味言われたって、いつも一緒にいられたのに。このまま入江君との距離、どんどん広がっていっちゃうんだろうな。）
 

琴子ちゃん！
 

はい。
 

突き止めたわよ。
 

何をですか。
 

何をですかじゃ何言うわよ。お兄ちゃんのバイト先に決まってるじゃない？
 

いったい、どうやって？
 

わたしに秘密を持つことは不可能なのよ。
 

おば様、いったい何者なんですかね。
 

そんなことより、わたしと一緒にお兄ちゃんのバイト先、偵察に行かない？
 

行く！僕も行く！
 

裕樹！立ち聞きしてたの？
 

僕のほうが琴子なんかよりお兄ちゃんのことずっと心配なんだ。僕もお兄ちゃんに会いたい。
 

はいはい、じゃ、三人で偵察しましょう。がんばりましょう！
 

えっと、リコッタチーズのパンケーキのバナナ添え、と、飲み物はオリジナルブレンドティー。
 

代わろうか。
 

よろしく。
 

あ、カッコいい！
 

さすがお兄ちゃん！
 

お兄さん、お兄さん、こっちも。
 

はい、どうぞ。
 

あら、あなたじゃなくて、あっちの兄さん。お兄さん、お兄さん、こっちこっち。何なさる？
 

そのばればれの変装、どうにかしろよ、おふくろ。
 

なんで分かったの？
 

ばれないと思ってる神経が分からないよ。
 

だって、お兄ちゃんたら、バイト先だけじゃなくて、新しい家の住所も教えてくれないんだもの。
 

今勤務中だから、プライベートの話はＮＧ。注文、コーヒー二つ、オレンジジュースでいいの？じゃ。
 

あれ、お兄ちゃんいないよ。
 

あら、トイレでも行ってるのかしらね。お、すみません、入江直樹は？
 

入江君なら、今日はもう上がりましたよ。
 

まあ、あたしたちにあいさつもなしに。
 

結局、新しい家の住所、教えてくれなかったね。
 

おば様、私たちも帰りましょう。入江君の元気の姿が見れただけいいです。
 

そんな。琴子ちゃん、あれ見て。
 

おば様、わたし、この店で働きます。そうしたら、入江君とずっとそばに。
 

その勢い、琴子ちゃん。
 

はい。すいません、あれ応募します。
 

こっちになります。店長、またバイトの応募の人です。
 

あ、わるいね、実はただ今こちらの女性に決まってしまって。
 

あ、松本さん。
 

あら、偶然ね、琴子さん。
 

松本さん、どうして入江君はここでバイトしてるって知ってるの？
 

教えてもらったの、彼から。
 

（彼？）
 

おば様。
 

琴子ちゃん、どうだった？バイトの面接？
 

だめでした。入江君と理工学部で一緒の子が一足先に応募してて、その子に決まっちゃいました。
 

もしかして、あの女ね。松本裕子。
 

おば様、いつの間に？
 

だから言ったでしょう。情報制（せい）するものは世界を制するって。確かにまあまあ美人だし、そこそこスタイルもいいし、多分は頭はそれなりにいいんでしょうけど、この子は全然だめ。お兄ちゃんタイプじゃないわ。
 

そうですかね。
 

そうよ。この子だってそれぐらいは分かってるでしょう。だからおにいちゃんのバイト先まで乗り込んで、必死にアピールしてるんじゃない？
 

それを言うなら、わたしもバイト先に乗り込んでいこうとしてたんですけどね。
 

とにかく、お兄さんには琴子ちゃん一番なの。お兄ちゃんさてわたしが産んだから間違いないわ。こんな女、蹴散（けち）らしゃいらっしゃい。
 

おば様、包丁。
 

これ？鯖（さば）、捌（さば）いてたの。
 

あ、鯖???
 

松本裕子が入江のバイト先に？
 

うん、しかもそこでバイトしてるって入江君本人から聞いたらしいだよね。
 

でもなんで？だって理工学部の連中も言ってたじゃん？
 

だよね。バイトのことおば様たちにさえ隠してたのに。
 

それなのに松本裕子には自分からバイトのこと話したってわけか。
 

なんか納得。人がこれまでの生活変えるときて、何かきっかけがあると思うんでよね、ほら、琴子だってテニス始めたの入江の影響じゃん？つまり、入江が一人暮らし始めたの松本裕子の影響ってこと？
 

そうなので、入江がわたしのこと嫌いじゃないって言ったんだよ。
 

残酷な言い方かもしれないけど、嫌いじゃないと好きは全然違うよ。ほら、分かる？入江って今まで女嫌いだったもんね。そんな入江がもし、恋をしたら、いやだ。それくらいのことがなかったら、何不自由ない実家を出ようって、思わないよね。思わないね。
 

どうした？お前が自分から店に来るなんて珍しいじゃないか。
 

なんか久しぶりにお父さんの賄（まかな）いが食べたくなっちゃってさ。
 

子供の頃はしょっちゅう食べにきてたもんな。はい、お待ち。
 

お、おいしそう。
 

琴子、せっかくやから一緒に食おうや。
 

金之助、俺と一緒に裏で食うんだよ。
 

いいやんですか。
 

いいから。
 

ちょっと。
 

いただきます。あっちちちちち、おいしい。
 

分かってるよ、直樹君のことだろう？入ちゃんたちは関係ないっていうけど、俺たちが戻ったとたんに、家を出たとなっちゃうな。俺だって、気になってたよ。
 

あたし、思ってるより入江君に嫌われてるのかな。
 

何言ってんだよ。何があってもがんばるって決めたのは琴子だろう？やるって決めたんなら、泣き言を言わないでやれ！自分で決めたことだろう？
 

分かったよ。今日は本当にお父さんの賄いが食べたくなってきたの。おいしい、最高だね。じゃ、ご馳走様でした。
 

またね、琴子。
 

うん、また来るね。
 

大将、ちょっと荒れちゃいますか。
 

何？
 

琴子は今ものすごく苦しんでますなんて。
 

あいつはもう子供じゃねえんだよ。親がいちいち口を出すことじゃねえ。俺は、本当に困ったことがあった時に、受け止めてやられるように、琴子のこと守ってやられるように、ここででんと構えたらいいんだよ。それが親ってもんなんだよ。人のことはいいから、お前も早く一人前になって、自分の親、安心さしやんな。
 

はい。
 

よし、シャ、シャ、シャ、ディ！
 

手伝うわ。
 

ありがとう。
 

バイトが終わるまで、外で待ってようかな。お、来た！よし！誰か待ってる？ほお、まさか？
 

ごめんね、お待たせ。ね、あそこのカフェだけど、行ったことある？
 

いや。
 

パスタがおいしそうだよ。
 

うん、そうだよね、これで乗って、入江君が帰るんから。そうだよね。もう大丈夫、大丈夫。帰るぞ。いつまで一緒にいるの？入江君の部屋って松本さんのうちの近くなのかな。やっぱり松本さんのそばに住みたくて一人暮らし始めたとか？いや、ここ斗南大学の近くだもん。学校に通いやすいところに部屋借りるのは当たり前。
 

今日の夕食、何がいい？
 

俺が考えてなかった。
 

じゃ、ビーフストロガノフはどうかしら？
 

いいな。
 

本当？
 

ビーフ？ビフテック?アン?ブルジョワーズ、あれ作るのか。違う、違う、違う、違う。お、松本、ええ、同棲（どうせい）？おはようございます。
 

お、おはよう。
 

どうしたの？琴子ちゃん？
 

どうもしないですけど。
 

だってお顔が???
 

昨日、あんま寝れなくて???
 

バカな上に、妖怪みたいな顔してやかな。そんなんじゃ、お兄ちゃんに嫌われちゃうぞ。
 

注意してくれて、ありがとう。気をつけないとね。じゃ、行ってきます。
 

ね、ちょ、ちょっと琴子ちゃん、朝食は？大丈夫かしら？琴子ちゃん？
 

同棲？ま、まさかそこまで進展してるとは???で、で、で、でもさ、なんかの間違いってこともあるじゃない？琴子の勘違いとか。
 

私、家の前で三時間待ってたもん。
 

三時間？その琴子の根性も恐れ入るわ。
 

その間、入江君は松本さんうちから出てこなかった。
 

おおお、ただ送っていっただけにした長すぎるもんね。これじゃ、同棲確実だわ。しかし、実家で同棲ってことは、松本の親も公認ってことか。それなら、入江が新しい住所、おばさんに隠してたのも納得じゃない？大学生が家出て、女の実家で同棲してるなんて、さすがに言いづらいでしょう。ああ、琴子、大丈夫？
 

うん、大丈夫、大丈夫。授業出なきゃ。
 

へえ、琴子、どこ？
 

おお、入江、久しぶりだな。
 

ちょっと汗がきたくなって。
 

あ、今日、相原休みなんだよ。なんか体調悪いみたいで、病欠だ。
 

へぇ？
 

あいつ、テニスの腕は全然上がらないけど、体だけは丈夫だよ。練習も皆勤（かいきん）賞だったんだからな。
 

入江君、こっち練習に練習しましょう。
 

あぁ。じゃ。
 

お兄ちゃん！
 

よ、元気にしてたか。
 

うん。でも、どうしたの？
 

別に、久しぶりにお前に会いたいなと思って。それに、家の様子も気になってたし。
 

そう言えば、琴子が変なんだよね。
 

あいつ？どうしたの？
 

なんか分かんない。真っ白な顔して、ボケーとして、ご飯もほとんど食べないんだ。僕がいじめてやっても、何の反応もないし。ったく、面白くないよ。まさに、暖簾（のれん）に腕押し、豆腐に鎹（かすがい）、糠（ぬか）に釘（くぎ）！
 

さ、さ、さ、さ、さ、さ。中華に洋食もあるんで、デザートもや。これだけあったら、なんか食べられるもん一つぐらいあるやろう？さ、琴子、寝るせんと、たんと食い、食い！
 

これ全部金ちゃんとあたしたちの奢り。もう、いつまでそんな顔してんのよ。栄養つけなくちゃ、新しい恋やってこないよ。ま、つらい気持ちは分かるけどさ、男はあいつ一人じゃないんだから。
 

せいや。よう周り見てみや。こんなええ男が目の前に。
 

金ちゃん、今売り込みはいいから。
 

せいやな。これは金ちゃんさまとあるものは先走（さきばし）りとは、失敬、失敬、失敬。
 

な、琴子、なんか食べられそうなものからね。ほら、さ、さ。
 

ありがとう、でも、本当に食欲ないんだ。だから、これ、みんなで食べて。
 

琴子、大丈夫？ちょっ、大丈夫、琴子？琴子！
 

許せん、入江のやつ！
 

ちょっと、どこ行くの、金ちゃん？
 

入江のとこ決まってるんや。目に物見してやるわ。
 

あのね、あんたバイトだけど、一応この学校の職員なんだよ。生徒に手なんか出したら、食堂、首になる。琴子のそばにいられなくなる。今はグッとこらえて、琴子は私たちで何とかするから。
 

せいや、せいやな。食おう。俺たち、食おう。
 

そう。食べよう。糖分足りないんだ。
 

糖分から、カルシウム不足だと思うけど。
 

糖分と思うな。デザートやじゃ。
 

あ、琴子。金ちゃん、今車取りに行ったって。先生、琴子、どうですか。
 

疲労と栄養不足な。消化のいいもの食べて、少し休めば大丈夫。おうちの人には連絡したから、あなたたちももう帰りなさい。
 

先生、ありがとうございました。ありがとうございます。
 

でも、この程度で倒れるなんて、何か精神的にショックなことはあったんじゃない？
 

精神的ショック。あの男、許せない。入江直樹。ちょっと、入江直樹いる？退け！退け！ちょっと、顔貸しなさいよ。あんたに言いたいことあったんだよ。
 

誰だっけ？
 

うちら、高校に一緒だったでしょうか。ＩＱ２００の天才のくせに、覚えてないわけ？
 

無駄なことは覚えないことにしてるんだ。
 

あ、むかつくんですけど。
 

ああ、思い出した。琴子と同レベルな頭のじんこさんと里美さんだっけ？
 

逆！Ｉ’ｍじんこ、里美。
 

なんか用？
 

琴子のことよ。そうよ、あんたちょっとひどいじゃない？ここ最近、あんたのせいで琴子ボロボロなんだから。
 

俺のせい？
 

知らないったっても思ってんの？あんたの同棲、同棲のことよ。かわいそうに、琴子はあんたと松本さんの後をつけて、自分の目で見ちゃったのよ。松本さんの家の前で三時間も待ってたんだから。琴子の気持ちを知っていながら、わざわざ家出て、こそこそ同棲するなんて、そんな卑怯（ひきょう）なこと???そんな、蛇の生殺（なまごろ）しみたいなことしないで、どうなら、はっきり言いなさいよ。
 

うんん、本人にはっきり言えばいいの？
 

まあ、ちょっと言い方を考えてね。そうよ。あんただって恋は知ったんだな。少しは人間らしい気持、分かるようになったでしょう？まあ、とにかくこれ以上、琴子を苦しめないでやってよ。入江君に松本さんのこと好きなとあきらめようなんて言わない。でも、せめて望みがないなら、琴子にあきらめさせてあげてほしいの。お願いします。します。とにかく、言いたいのはそれだけ。それじゃ、じゃっす。
 

なるほどね。
 

着いたね。大丈夫か、琴子？
 

うん、大丈夫。ごめんね、金ちゃんも仕事あるのに。じゃ。
 

琴子。俺はここにおるで。
 

金ちゃん。
 

いつも、どんな時でも、俺は琴子のそばにおるから。ここにおるから。せいやから、それだけや、早く元気出しや。
 

うん、金ちゃん、ごめんね。
 

今、謝るとこちゃうで。
 

じゃ。
 

いっぱい食って、早く寝や。
 

（あたしのこと、嫌いじゃないってこと？
 

苦手だけど、嫌いじゃないよ。
 

もう、いつまでそんな顔してんのよ。栄養つけなくちゃ、新しい恋やってこないよ。ま、つらい気持ちは分かるけどさ、男はあいつ一人じゃないんだから。
 

琴子。俺はここにおるで。）
 

（ああ、何やってんだろう、私？）
 

琴子ちゃん、大丈夫？あたしが車で送ってあげましょうか。
 

本当に大丈夫ですから、じゃ、行ってきます。
 

行ってらっしゃい。
 

そろそろちゃんとしなくちゃ。本当に大丈夫にならなきゃ。これ以上、みんなに迷惑かけらんないし、よし、頑張るぜ、おお！おはよう。
 

待ってよ、ちょっと付き合えよ。
 

どう？新しいおうち？
 

いいよ、広いし。
 

（そりゃ、あんな豪邸だもの、広いに決まってるわ。）
 

食事とかどうしてるの？
 

カフェで済ませたり、作ってもらったりとか。
 

（やっぱり???）
 

あのさ、人を好きになるって、素敵なことだと思う。
 

なんだよ、急に？
 

あたし、ずっと入江君に片思いしてきて、入江君からしたら迷惑だったかもしれないけど、私そのおかげでいろいろと頑張れた。もし前のままだったら、斗南大学の進学だってできなかったかもしれないし、そりゃ、入江君から見たら小さいことかもしれないけど、私にとっては、すごい大変なことだったなと思って。
 

何言いたいのか？要点絞ってくれる。
 

だから、入江君に好きな人ができたんなら、あたし、それを喜びたいってこと。そりゃ、悔しくないって言ったら、うそになるけど、入江君が松本さんのことが好きで、松本さんもそうで、二人が一緒に暮らして、幸せなら、あたし、賛成。思い切って応援しちゃう。
 

直樹さん！
 

誰？
 

あれ？これってもしかして、相原琴子さん？
 

なんであたしの名前知ってんの？
 

やっぱり、うわさ通りだからすぐ分かった。見るからに頭悪そうだし、どんくさそう。
 

失礼ね、そんなうわさ言ってるのどこのどいつよ。
 

直樹さんとか、お姉ちゃんとか？
 

お姉ちゃん？おお、もしかして、あんたのお姉ちゃんって。
 

そう、私よ。
 

松本裕子！
 

あたし、松本彩子です。高校三年生です。あれ？琴子さんもしかして、直樹さんからうちのこと聞いてないの？じゃ、あたしが教えちゃおうかな。直樹さんは、うちの家で???
 

知ってるわよ。同棲してるんでしょう？松本さん、お幸せに！
 

何言ってるの？直樹さんはうちの家で、あたしの家庭教師してるのよ。
 

えっ？家庭教師？
 

あたしも来年、斗南大学受けるの。それで、お姉ちゃんに紹介してもらって、週に三回、直樹さんに家庭教師してもらってるんだ。
 

松本の家はいいバイトになるんだ。飯付きだし。
 

ビーフストロガ???ビーフ、ストロ???
 

はい？なんで知ってるの？
 

ビーフストロガノフ。
 

何？この人、泣いてるの、大丈夫？
 

ちょっと変わった子なのよ。
 

そんなことより、直樹さん、お姉ちゃん、早く大学案内してよ。今日はそれを楽しみにきたんだから。
 

それでなんだっけ？お前は俺と松本が一緒に暮らすことに賛成、応援するんだっけ？
 

うそうそうそ、前言撤回！あのあたしがだだだ、大反対、大反対！
 

うるせいな。一人になりたくて家出たのに、なんで誰かと一緒に住まなきゃいけねえんだよ。じゃな、琴子。
 

やった！
 

松本、松本、松本。お、お前たちじゃないか、ラケットください！おい、松本裕子どこだ？どこ行った？
 

入江君、松本さんと同棲してたわけじゃねえ。
 

何だと？あいつら、同棲してるんのか。入江のやつ、許せん！
 

おお、須藤さん、違うんです。入江君はまだフリーなんです。今までも、これからも、ずっとフリーだったんです。だから須藤先輩も、須藤先輩も喜んでください。
 

ちょっと何言ってるのかよく分からないのが、よかったな、おめでとう。
 

でも、なんで松本さんバイトのこと入江君から聞いたんだって私に言ったんだろう？
 

えっ？松本、入江のバイトのこと教えたの、俺だよ。いや、あの店入江に紹介したのも俺だし。
 

じゃ、松本さん私にうそついてたってこと？
 

（松本さん、どうして入江君はここでバイトしてるって知ってるの？
 

教えてもらったの、彼から。）
 

そうか、そうか。須藤先輩も男だから、一応「彼」だもんね。
 

お前本当大丈夫か。何言ってんのかさっぱり分からんぞ。
 

なんともないです。須藤先輩、お腹すきました、奢ってください。
 

なんでだよ、なんで俺はお前に奢らなきゃいけないんだよ。
 

奢ってください、たまにはもう。
 

嫌だよ。お金ないもん。入った。そのいっぱい帽子が並んでる店で???
 

（結局、同棲は私の誤解。うん、誤解って本当によかった。でも、だとしたら、なんで入江君は一人暮らしを始めたんだろう？）
 

まあ、いいか。
 

そうか、まあいいか。
 

いいよ。
 

いいのかな。
 

いいよ、いいよ。
 
  


第十話 雪の夜の告白
 

（同棲疑惑こそ晴れたものの、入江君の一人暮らしは続いたまま日々は過ぎていき、大学生になって、初めての冬を私たちは迎えようとしていた。）
 

これを食べたら、みんなニコニコ。
 

（そんな折、お父さんとおじさまの旧友が地元の九州で再婚することになり、おばさまも一緒に、その結婚式に出席するため、一泊旅行に出かけることになった。）
 

よし、さてと。
 

じゃ、明日の夜には帰ってくるからね。琴子ちゃん、裕樹君、それまで留守番、よろしくね。
 

はい。あ、おばさま、これサンドイッチ作りました。
 

わあ、ありがとう、琴子ちゃん。
 

琴子、裕樹君に変なもの食わすんじゃないぞ。
 

私だって、ああいうより腕上げてるんだから。
 

本当に二人で大丈夫？なんだったら、お兄ちゃん呼び戻しましょうか。
 

大丈夫ですよ。たって一泊ですし、入江君も入江君で忙しいだろうし。
 

でもね???
 

おばさまもたまにはゆっくり羽伸ばしてください。
 

じゃ、よろしく頼むんだぞ。
 

何があったら、すぐに連絡ちょうだいね。
 

では、行ってきます。
 

行ってきます。
 

行ってらっしゃい。さてと、裕樹君、今日の夕飯何がいい？
 

なんでもいい。
 

はい、裕樹君の大好きなハンバーグ作ってみたんだ。あの、ハンバーグでさ、形整えの、難しいよね。ま、食べやすいサイズで。あ、どうぞ食べて。どう？金ちゃんにレシピ教えてもらったから、今回はかなりの自信作なんだよね。
 

見かけよりは。
 

よかった。あ、突き合わせのあの野菜もね、残さず食べてね。あ、スープもねご飯もたくさんあるからね、たくさん食べてね、裕樹君。さ、あたしも食べよう。ちょっとね、これ、和風なんだ。気がついた？和風なんだ。金ちゃんに教えてもらったからね。どうしたね、裕樹君？裕樹君、どうしたの???
 

痛い???
 

痛い？
 

お腹???
 

お腹？
 

お腹痛い???
 

もしかして私のハンバーグ？うそ！大丈夫、裕樹君？裕樹君、大丈夫？しっかり、しっかり、裕樹君！これ、これね、冷やさないように。あ、じゃごめんね。あ、ひどい熱！タオル、タオル、タオル。待ってて、ちょっと待って、冷やすからね。ちょっと待ってて。ちょっと待って、ごめんね。大丈夫？とりあえず、おばさまに。落ち着かないと。そうか。今、結婚式の二次会の真っ最中なんだ。あ、入江君、入江君、入江君。ああ、そうだ。携帯持たない知っていたんだ。家の電話も分かんないし、どうしよう？あ、待ってね、裕樹君。
 

はいはいはい。お待たせしました、日本料理「あい原」。
 

あの、金ちゃん、食中毒ってどうやったら直るの？
 

琴子、琴子か。どうした？食???食中毒になったんか。
 

あたしじゃないの、あの裕樹君なの。おばさまは旅行中でさ、入江君は携帯持ってないから、連絡つかないし。
 

入江の家どこや？
 

あ、それも分からないの、誰にも教えてもらなくて。
 

どうした？
 

兄貴、入江の弟が食中毒になったらしいですけど、食中毒ってどうやったら直るんですか。
 

ちょっと変われ。
 

琴子ちゃん、弟さん何を食べたの？￥
 

あたしの手作りハンバーグです。あの、ちょっと生焼けだったかもしれないんです。
 

生焼け？これ？
 

落ち着いて、落ち着いて。でも琴子ちゃんもそのハンバーグ食べたんだよね。
 

はい、食べましたよ。
 

食べたのか。
 

でも、琴子ちゃんは大丈夫なんだよね。
 

あ、そうだ。そう確かにそうかもしれないです。はい。
 

じゃ、そのハンバーグが原因じゃないと思うよ。
 

でも、あの、裕樹君、ハンバーグ食べてからあの、お腹が痛い???
 

お腹が痛いのは食中毒だけじゃない。もうちょっとか別の病気も考えられる。とにかく、素人判断しないで、医者に診てもらったらいいな。今すぐ、救急車呼んで。
 

救急車、はい。
 

俺、入江のやろうを探して、連れて行くから。
 

はいはい、お願い。
 

ほら、病院決まったら連絡で、ええな、琴子？
 

あり、あり、ありがとう金ちゃん、金ちゃん、ありがとう。
 

兄貴、今ちょっと出ていいですか。
 

お、店のことは???俺に任せとけ！
 

ありがとうございます。
 

あ、すみません、救急車お願いします。はい、入江直樹です。はい、あ、違う、あの、相原琴子です。相原琴子、琴子、はい、琴子。ああ、違う、あの、入江裕樹です、入江裕樹。はい、入江裕樹、はい。
 

金ちゃん、どうだった、琴子大丈夫なの？
 

今、高尾病院に向かってるらしいよ。そんなことよりお前ら、入江の居場所、知らんのか。
 

入江ったら新しい住所親にも教えてないじゃなかったっけ。理工のやつらも知らないって言ってたし。ほかに知ってる人がいると思わないけど。
 

なんやそれ？大学の学生科？知ってるんちゃうか。
 

こんな時間に学生科なんか開いてないよ。あ、そうだ。でもあいつテニス部の松本さんの家で家庭教師のアルバイトしてるって言ってなかった？もしかしたら松本さんが何か知ってるかも。後、確かカフェでもバイトしてるって琴子言ってたよね。
 

どこのカフェや？
 

え？えっと???
 

ほら、琴子は知ってんでな。
 

裕樹君、しっかり、しっかり、裕樹君。裕樹君、しっかり、しっかり、裕樹君。
 

あかん、出へんわ。
 

病院だからつながりにくいのかも。
 

そのカフェ、どの辺にあるか分かんないのか。
 

私が代官山にあるって聞いた気がする。
 

分かった。カフェ、俺が当たる。
 

一人で大丈夫？
 

代官山のが狭いもんや。それより、お前ら松本に連絡してみてくれ。
 

じんこ、気をつけてね。急いで、急いで。
 

お前らあっち。
 

もうすぐ入江君が来てくれるから、大丈夫だよ、ね。
 

お兄ちゃん。
 

大丈夫だから、安心して。
 

絶対入江のやろう連れて行くからな。待っとけよ、琴子。すみません。すみません。散髪屋か。どうも失礼しました。
 

今日は入江君来てないわよ。
 

じゃ、入江の家の住所、分かる？
 

それは、私も聞いてないの。
 

ええ、知らないんだ。じゃ、カフェの名前教えてよ。入江がバイトしてる、カフェの名前。
 

二丁目のロイヤルガーデンカフェ。まあ、店長なら入江君の緊急連絡先知ってるかもしれないわ。
 

超サンキュー。
 

二丁目の、ロイヤルガーデンカフェ？
 

ロイヤルガーデンカフェ。
 

オーケー。
 

どうや、入江おったか。
 

松本さんとこにはいなかった。入江の家は彼女も知らないって。カフェの名前はロイヤルガーデンカフェ。でも今日出勤してるかどうか分からないって。シフト、かなり不定期みたいで。
 

とりあえず、そのカフェ行ってみるわ。入江の連絡先、知ってるかもしれないし。
 

分かった。ほかには私たちできることある？
 

いや、十分や。助かった、おおきに。
 

じゃ、琴子によろしく。琴子によろしく伝えといて、がんばれって。
 

分かった。
 

おそらく回盲部腸重積だと思われます。
 

回盲、何ですか、それ？
 

腸閉塞（ちょうへいそく）の一種ですね。今すぐにどうこうということはありませんが、放っておくと、命にかかわることになります。
 

命！そんな???
 

なので、なるべく早く手術したほうがよいでしょう。
 

だったら、今すぐにあの手術してください。お願いします。裕樹君を助けてください。
 

失礼ですが、あなたはご家族の方ですか。
 

いえ。
 

私どもの病院では未成年の方の手術にはご家族の同意をいただいているんですよ。
 

それが、今両親が旅行中で。
 

ほかの親族の方にご連絡はつきませんかね。何があったときに、同意書がないと。
 

どうしよう？入江君。
 

お兄ちゃん。
 

どっちや？おった、入江直樹おった。入江直樹。
 

なんだよ、大声で。
 

お前ちょっと来い。お前の弟が倒れたんや。今琴子と一緒に高尾病院におるんや。
 

すみません、ちょっと抜けます。
 

オーケー。
 

すみません、すみません。
 

タクシー。すみません、高尾病院までお願いします。
 

入江君、早く来て、入江君。
 

すみません、入江裕樹が???
 

入江君、よかった。裕樹君が手術しないといけなくて、親族の同意書が???
 

今手続きしてきた。もう大丈夫。もう大丈夫だ。待たせてわるかったな。
 

僕、死ぬの？
 

死なない。簡単な手術だ。すぐ終わる。がんばれよ。
 

それじゃ、準備ができましたので、手術室に運びます。
 

ご家族の方は手術が終わるまで、こちらで待機してください。
 

分かりました。ありがとうございます。
 

これで、琴子も一安心（ひとあんしん）やな。ほら、わしも行くわ。今日大将おらんで、小田原さん一人やし、いっぱいいっぱいやと思うから。
 

本当にありがとう。小田原さんにもよろしく伝えといてね。
 

お。ほんま大事に至らんで、よかった。またな。
 

池澤。ありがとう。
 

お前、ちょっと自分勝手すぎるんちゃうか。一人暮らすんは勝手やけど、家族に連絡先ぐらいちゃんと教えとあかんかい。そのせいで裕樹君にもしものことがあったらどうなんすんで？わし勝手大阪出て一人で東京に来た男や。お前が一人でおりたいっちゅうのはなんか深いわけがあるんやろう？せいやけど、そのせいで万が一のことが起きたら、自分も、回りの人間も、傷つくんやで、そうなってからって、遅いね。人は一人では生きられへんのや。自分の思ってることとか、考えてることとか、回りの人間に話すのは、大事なことちゃって。ほら、琴子、またな。
 

本当にありがとう。入江君？そうだ。私、あたし、おば様に連絡するのは忘れてた。お、大変だ。いっぱい着信ある。
 

ここ、病院だぞ。
 

そうか。
 

あ、やっとつながったわ、琴子ちゃん！
 

おば様、あの、裕樹君が急遽（きゅうきょ）手術することなって。
 

え？手術？
 

あの、腸閉塞の一種らしいんですけど、あの、発症（はっしょう）してからすぐに手術することができたので、あの、大事には至らないだろうって、はい。あ、もうすぐ、あの手術終わります。それで、あの、入江君が来てくれて、あの、それで、付き添ってくれてるので???
 

とにかく、あたしもすぐに戻るから。
 

すぐに戻るって、九州ですよね。あの、飛行機とか新幹線とかもう終わっちゃいますよ。
 

東京、プリーズ。
 

おば様たち、今どこにいるんですか。
 

私たちのこと、心配いらないわ。なんとしても、絶対、必ず、東京に辿り着くから。東京プリーズ。私たちが帰るまで、裕樹君をよろしくね。
 

はい、あの、おば様たちもあの、気をつけて、はい。もしもし、おば様。
 

ありがとう、琴子。
 

怖かった、怖かった。入江君、怖かった。
 

もう大丈夫だよ。
 

怖かったよ、入江君。
 

手術は無事に成功しました。明日には一般病棟（びょうとう）のほうに移します。ご家族の方も今夜は一度お戻りになられてください。
 

でも???
 

ＩＣＵのほうでは、付き添いができませんし、宿泊室も用意していませんので、明日の朝、来ていただければ大丈夫ですから。
 

分かりました。先生、本当にありがとうございました。
 

しかし、あのお嬢さんが素早い判断をして病院に連れてきてくれて、本当によかった。早期に発見すれば、決して大事に至る病ではないのですが、単なる腹痛（ふくつう）だと思って、我慢させてしまうことも多くて、本来なら、治る病なのに、命にかかわる事態になってしまうこともあるんですよ。特に小さな子供の場合は。弟さんは本当に運がよかった。あのお嬢さんに感謝しないといけませんね。
 

どうだった？
 

もう大丈夫。明日には一般病棟に移れるって。
 

じゃ、あたし、裕樹君の付き添いに???
 

それはできないって。
 

でも???
 

後はプロに任せよう。明日からも裕樹の入院生活は続くんだし、お前も少し休んだほうがいい。行こう、送っていくよ。
 

あ、雪降ってる。
 

今夜、かなり冷え込んだからな。終電も終わってるし。この雪じゃ、なかなかタクシーも拾いそうにないな。
 

あ？どうしよう？本当、全然車は来ない。
 

俺のマンション来る？ここから歩いて十分ぐらいなんだけど。
 

傘は???あの、傘は???
 

どうぞ。
 

お邪魔します。
 

じろじろ見んなよ。
 

（これが、入江君の住んでる部屋。私、今入江君の部屋に、二人きりでいるんだ。）
 

この部屋、松本さんも来たの？
 

いや、お前が初めて。冷えただろう？シャワーを使う？
 

入江君はお先に、どうぞ。
 

俺は後でいいよ。
 

いや、入江君うちなんだから。あ、私、おば様に無事手術が終わったって連絡とかしないと。あの、今夜は付き添いできないんだって言っとかないと、病院に行っちゃっこうしちゃいそうだし、ね。だから、入江君、先にどうぞ。
 

（彼はシャワーを浴びていて、そして、これから二人きりの一夜が???そりゃ入江家で一度そんなこともあったけど、今度わけが違う、だってこの部屋、ベッドが一つしかないんだもん。）
 

私、この時何ってこと考えてんの、もう！
 

お先に。着替え、俺のしかないけど。
 

ありがとう。じゃ。じゃ、お風呂いただきます。じゃ。お、入江君のシャンプー、お、入江君が使った石鹸！はいはい。
 

タオル、そこにあるから。
 

はい。入江君のタオル???お風呂いただきました。
 

俺、そろそろ寝るけど。
 

あ、そうね。じゃ、あたし、ここの辺で寝るから、入江君どうぞ、ベッド使って。
 

そんなんな当たり前だろう。
 

普通は女の子に「何言ってんだよ、俺ここで寝るから、君ベッド使いなよ。」とか言わない？
 

冗談だよ、ベッド使っていいよ。
 

えっ？いや、でも、あの、それじゃ、申し訳ないから、ね。
 

自分で言い出したくせに、どっちだよ。いいから、さっさと寝ろよ。
 

いやいや、でも???
 

お休み。電気消すぞ。
 

はい。ね。
 

なんだよ。
 

ちっちゃい電気、つかない？
 

俺、真っ黒じゃないと寝れないんだけど。
 

でもこれじゃ、トイレにも行けない。
 

ったく。これでいいか。
 

あ、ごめんね、ありがとう。じゃ、おやすみなさい。ね。
 

今度はなんだ。
 

入江君やっぱり、寒くない？
 

寒いに決まってんだろう。
 

あたし、やっぱり下へ行くよ。あのだって、ここ入江君うちだしさ。
 

いいから、もう寝てくれよ。
 

でも、だって、申し訳ないし、だって冷たいやだってもん。
 

分かった。俺もそっちに行けばいいんだろう。
 

ああ、あたし、床に、下に。
 

いいよ、こうしたら、お前も静かになるだろう。お休み。
 

（私ったら、何を期待してるんだろう。裕樹君がこんな時に、当たり前じゃない。）
 

おやすみなさい。
 

（でも、女の子と一つのベッドで何もしないなんて、ただ私に女としての魅力がないだけなのかな。そうか、そうだよね。）
 

落ち込んでる？俺が何もしないから、お前、落ち込んでるだろう。
 

落ち込んで、何か。
 

俺、おふくろの思い通りになりたくないんだ。今日お前がここに泊まりに来たことをお袋が知って、それで何かあったなんっていうことにでもなってみろ。あの人の思う壺だろう。そうしたら、俺一生、あの人の思い通りにされちまう。
 

（琴子ちゃん、お兄ちゃんの部屋に泊まったの？）
 

何となく分かる。
 

だから家族にもこの家の住所を教えなかったんだ。
 

そうだったの？
 

おふくろってあんなんだろう？もし住所教えたら、合鍵（あいかぎ）作って、毎日押しかけて、三食作っておいてきそうだもん。それじゃ、一人暮らしの意味ないからさ。
 

一人暮らしの意味？
 

あのままずっと家にいて、大学出て、親父の会社継いで、本当にそのままでいいのかなと思って、それじゃ、親の敷いたレール通りに生きてるだけじゃん？それが本当にやりたいことならいいけど、分かんなくて、だから、自分がやりたいことを見つけるために、自分の力だけで生活してみたいと思ったんだ。
 

そう言えば、入江君は台場で言ってたもんね。何の苦労もない人生より、あえて試練に立ち向かったほうが面白いって思うようになったって。
 

まぁね。
 

じゃ、一人暮らし始めたの、あたしを避けるためじゃなかったんだ。
 

なんでそんなことのために、ここまで面倒くさいことをしなきゃいけないんだよ。一人暮らしって結構大変なんだぜ。今まで実家でどれほど甘やかされてきたか、思い知らされたよ。
 

そうか。
 

でも、そのせいでこんなことになって、今まで俺、お前に迷惑かけられっぱなしだったけど、今日は俺が迷惑かけちゃったな。
 

そんなこと。私は、そんなことくらいしかできないから。入江君は天才だから、なんでもできちゃうけど。今日病院で思ったんだ。人の命って、一瞬の判断にかかってるんだって、ちょっとしたことで、簡単に治せるものも治せなくなっちゃう。それぐらい、人の命って脆いものなんだなって。
 

（本来なら、治る病なのに、命にかかわる事態になってしまうこともあるんですよ。特に小さな子供の場合は。今回だって、もし朝まで待っていたら???）
 

俺も怖かった。今まで命なんて神様決めたもんで、人にはどうにもできないと思っていたから。
 

でも入江君にはどうにかできちゃいそう。いろんな薬を発明したり、お医者さんになって、病気ペロッて治したり。入江君にはいっぱいいろんな可能性があるんだよね。その可能性を見つけるために、一人暮らししたんだよね。
 

どんなに可能性があっても、何をやりたいのか分かってなかったら、意味がないから。今まで何をやっても余裕があった。逆に言えば暇だったんだよ。忙しくなってみて、自分にとって大切なもの、興味があること、少しずつだけど、分かってきた気がするんだ。お前って本当、大事な時にこうだもんな。
 

（先に裕樹君の病院に行ってます。よかったらコーヒー飲んでね。ＰＳ．昨日、たくさん話したね。ありがとう、琴子。）
 

琴子ちゃん、今戻ったわよ。
 

琴子寝てんのかな。
 

疲れてるだろうから、起こさないでいてあげて？じゃ、私、病院に持っていく裕樹のものまとめちゃいますね。
 

はいはいはい。ママ、ママ、ちょっと???
 

何？
 

ママ、ほら、こっちこっち。ほら、ねね、ほらほら、こっちこっちごらん。どうやら出ていた時のままみたいなんだよ。
 

琴子は部屋にもいないよ。もしかしたら、戻ってきてないのかも。
 

じゃ、琴子ちゃんはどこに？でも、電話では大丈夫だって言ってたのに。もしかしたら、お兄ちゃんの家とか？
 

まさか？
 

ありうるわ。極限状況だったからこそ、二人はついにお互いの気持ちに気がついて???
 

弟さん、結果は順調ですよ。
 

そうですか。
 

あのお嬢さんが朝一番に来て、いろいろとやってくれて、なんだかほっとしたみたい。あらあら、疲れが出ちゃったみたいですね。起こさないでおきましょうね。かわいい彼女さんですね。私もこんなころがあったな。それじゃ、ごゆっくり。
 

ありがとうございます。
 

入江君。
 

裕樹、寝てるね。
 

うん、昨日苦しんでたのってうそみたい。先生もすぐ退院できるでしょうって。
 

そうか。ちょっといい？
 

うん、気持ちいい。
 

な、お前、俺のこと好きだとばっかり言ってるけど、俺の気持ち、分かってるのか。
 

入江君の気持ちって、私のことなんか眼中（がんちゅう）にないって感じて。
 

バカ。違うんだよ。
 

二回目！なんだ、夢か。おお、ごめん、起こしちゃった？どうしたの、裕樹君？顔赤よ、まだ、もしかして、熱があった？
 

なんでもない、余計なことするな。
 

ごめん。
 

それより、それ。
 

お、どうしたの、これ？
 

お兄ちゃんがお見舞いに行って持って来たんだ。お前が寝てる間に。
 

そうなの？起こしてくれればいいのに。
 

大学行くってすぐ出てたから。
 

うん、そうか。きれい。うん、じゃ、あたし花瓶に花生けてくるね。
 

痛い。やっぱり夢じゃないんだよな。お兄???
 

お待たせ。ね、見てこのお花、すごいきれいだよ。や、さすが入江君だね、センスがいい。うん、いい匂い。あ、そうだ。パンツが取ったんだよね。抗菌防臭？お名前が書けるラベルが付いてます？パンツに名前書いちゃうの？
 
  


第十一話 恋人はサンタクロース
 

（もちろん、これは私の知らないところで起こった話、私は相変わらず入江君との仲は何の進展もないと思ったまま、日々は過ぎていき、無事に手術を終えた裕樹君が退院する頃には年の瀬（せ）も迫り、恋人のいるものにとっては、最高に待ち遠しいクリスマスシーズンがやってきた。だが、いないものにとっては???）
 

You are welcome.
 

あ、あの、あの、そこのお兄さん！お水を替わりください。
 

コーヒーと水だけで、何時間粘るつもりだ？
 

あ、あのあのあの、入江君、クリスマスイブどうするつもり？家に帰ってきたりとかって???
 

バイト。
 

え？
 

ね、カフェでバイトしてるのに、クリスマスイブに休めるわけないでしょう。
 

もしかして、松本さんも一緒にバイト？
 

そうよ。入江君と一緒に頑張るわ。イブは予約がいっぱいなの。
 

じゃ、あたしも予約するよ、予約。
 

ああ、さようでございますか。当店クリスマスイブはハウスディナーのみとなります。しかも、ペアディナーのみよ。
 

ペアディナー？しかも二万円？無理！ええもんねえ！入江君と過ごせなくだって、私には友達が???
 

琴子、琴子、琴子！
 

じんこ、里美。あのね、今年のクリスマスなんだけど???
 

あのね、今日は琴子に紹介したい人がいるんだ。
 

え？紹介したい人？
 

あ、いたいた！いた！
 

あ、いた？どうした？
 

ちょっと来て。紹介します。あたしの彼氏の奈良崎君、バンドマンなんだ。奈良崎です。よろしく。あたしの彼氏の高宮良君、法学部なんだ。はじめまして、高宮良です。よろしく。
 

彼氏？二人とも、いつの間に？
 

クリスマス前にどうしても琴子にだけは紹介しておきたくて。
 

そうか。そうなんだ。二人ともおめでとう。
 

ありがとう。
 

どうも、どうも。
 

（というわけで、大学生最初のクリスマスを前に、恋人がいないのは私だけ、という事態に、なんか史上最悪のクリスマスになりそう。）
 

ああ、憂鬱。
 

琴子ちゃん。
 

金ちゃん。仕事どうしたの？サバっていいの？
 

もう上がりの時間なんや。それより聞いたで、じんこと里美に彼氏ができたらしいや。
 

まぁね。
 

ということ、あの二人は彼氏と熱い！クリスマスイブを過ごすんやろう？
 

恋人と初めてのクリスマスイブだからね。そうなるんじゃない？
 

それは一大事や。琴子は一人余ってしまうんや。
 

それが言わないで。
 

さびしいな。かなしいな。そこでな、この金ちゃんさまが琴子ちゃんのために特別なプランを???
 

いた！
 

じんこ？
 

聞いてよ、琴子。
 

奈良崎君とクリスマスイブを過ごせなくなった？だって、じんこと彼にとって初めてのクリスマスイブでしょう？
 

でしょう？それなら、奈良崎君ったら、クリスマスライブに参加することになったって、クリスマスは愛の日だから、その日こそ、世界中に愛を伝えてこそ、ミュージシャンだって。
 

そのライブの後に一緒に過ごすわけには行かんの？
 

だって、そのライブがあるの東京じゃないんだよ、仙台なの。終わるのは夜遅くだし、その日のうちに帰ってこられるわけない！
 

でも、奈良崎君はプロのミュージシャン志望なんでしょう。だったら、仕方ないよ。
 

そんなの分かってる。だけど、世界だけじゃなくて、あたしにも愛伝えてほしいですわ。分かりますか。
 

はいはい、いっぱい食いやな。
 

うん、食べる。
 

あ、いたわ、ね、ちょっと聞いてよ。良がね、良がね、良がね、クリスマス一緒に過ごせないと言うの。
 

ええ、里美も？
 

うそや。
 

良ったらね、どうしてもバイトが抜けられないっていうのよ。お前にプレゼントを送るためだからっていうけど、ものじゃないわよね、心よね。あたしたちがほしいのはさ。その通り。本当男って女心が全然分かってないんだから。その夜ばかりは一緒に過ごしたいっていう。この乙女心、どうして理解してくれないのかしら？まったくよ。
 

よし！女心の分かってもらえない男のも放っといて、今年のクリスマスは私たち女三人で楽しくパッと過ごしましょうよ。
 

賛成！でもいいの、琴子？そうだよ。入江、クリスマスくらいは家に戻ってくるんじゃない？
 

それがね、入江君、カフェでバイトらしいの。しかも、松本裕子と。
 

最低。
 

女心の分かってもらえなさに関しては、私だって二人に負けないもん。ま、私、入江君の彼女じゃないだけどね。
 

そんなの関係ない。とにかく、男なんて全然信用できないから。その通り。信じられるのは女友達だけよ。さみんな、手を出して、誓いましょう。三人で楽しいクリスマスイブを過ごすことを。
 

賛成！
 

裏切は絶対なしよ。
 

はい！
 

ちょちょちょちょっと待ちや。わしもおるで。え、怖っ、え、怖っ！あのな、そこら変の男とこの金ちゃんさま一緒にしまったら困るで、せっかくパーティーするやとわしも仲にも入れてや。腕によりをかけて、クリスマス料理を作ってやろうから。金ちゃんは裏切らへんで、みんなで、楽しい夜にしようや、しようや、しようや、しようや???え？何？なんで？
 

あのさ、金ちゃん、あんた見習いとは飲食業でしょう。
 

そうだよ、「相原」は？
 

その通り、クリスマスイブに休める飲食店なんてこの世にあると思う？
 

へ？クリスマスやったら、早終わったりするやろう。
 

はい、お待ちしております。ありがとうございます。はい、失礼します。
 

クリスマス琴子と???
 

小島様で???
 

クリスマス、兄貴！
 

二、四、六で十、十一、十???
 

え？うそや！どのテーブルも、せいやか、カウンターまで、ぴっちり予約で埋まってるや。
 

当り前だろう。クリスマスイブだぞ。１８時から第一部、２０時から第二部、それに、この部屋予約のない飛び込みのお客様いるからな。大変だぞ。
 

せいやけど、クリスマスってキリスト教の祝いの日じゃありますの？なんでそんな日に和食、食いますの？
 

ま、各商売にありがたい話じゃない？特に２１時ごろ、大将抜けるから、その後、二人で頑張らないと。
 

ええ？大将何が入るぞ？
 

なんか、大事な用があるのさ、パーティーかな。
 

パーティー？
 

クリスマスパーティーかな。
 

クリスマスパーティー？oh my gad!
 

そうなのよ。パパの会社おかげさまで、創立二十周年でね、それで、クリスマスイブにホテルプリンスで、お祝パーティーをするのよ。
 

そうなんですか。おじさま、おめでとうございます。
 

いやいやいや???
 

パパ???
 

支えてくれる皆さんのおかげでね、ようやくここまでやってこれましたから、ま、せめてもの感謝の気持ちですよ。
 

それでね、琴子ちゃんのお父さまもお仕事が終わってから、来てくださるんですって。
 

えん？お父さんが？
 

うん、あの、パーティーにいらっしゃるお客さんの中にはね、「相原」の常連（じょうれん）さんもいるしね。それに、今回はね、紹介しておきたいお客さんもいっぱいいらっしゃるんだよ。
 

それでね、琴子ちゃんもよかったら来てくれていいかなと思って。
 

素敵！ホテルプリンスのクリスマスか。
 

でしょう！
 

うん！あ！
 

（誓いましょう。三人で楽しいクリスマスイブを過ごすことを。
 

賛成！
 

裏切は絶対なしよ。
 

はい！）
 

すいません、その日は誓約（せいやく）があって???
 

誓約？ま、まさか、男の人と？あ、琴子ちゃん、お兄ちゃん以外の人できちゃったの？
 

まさか？あの、違うんです。じんこと里美と約束してて。せっかく誘っていただいたから、伺いっていいんですけど。
 

ま、そっちの約束、今から何とかならないの？
 

それが今回ばっかりはだめなんです。いろいろと事情があって。
 

そうか。ま、残念だけど、それは仕方ないね。
 

あ、ね、ママ。お兄ちゃんは？お兄ちゃんもパーティーに来るでしょう。
 

それがね、お兄ちゃんもだめだっていうのよ。
 

え？そうなのかい？
 

入江君、クリスマスイブはカフェでバイトだって言ってました。
 

なんだ、つまんない。
 

ね、せっかくのパパの会社のパーティーなのにね。
 

珍しいね。親父がこんなところに俺を呼び出すなんて。ジンジャーエール。
 

はい、かしこまりました。
 

って、何の話？
 

うちの会社の創立記念パーティーのことはママから聞いてるよな。
 

あ。
 

お前に出席してほしいんだ。頼む。
 

親父の魂胆（こんたん）分かってるよ。俺を後継者としてパーティーに出席してる人たちに紹介したいんだろう。でも俺、まだ親父の会社を継ぐかどうか決めてないし。
 

それは分かってる。だけど、今回だけは出てくれないか。その先のことはとりあえずいいから、ただ顔出してくれるだけでいいんだ。頼む、この通りだ。
 

（入江君にはどうにかできちゃいそう。いろんな薬を発明したり、お医者さんになって、病気ペロって治したり。）
 

パパ早いわね。
 

早いですね。入江君、どうして？
 

なんだよ、自分の実家に戻ってきたら悪いのかよ。
 

いや、あんまり久しぶりだから。
 

でも、どういう借りの来ますし？
 

スーツ取りに来た。
 

スーツ？
 

パーティーに出るのに、ジーンズだけ行かないだろう？
 

お兄ちゃん、クリスマスイブのパーティー、出席してくれるの？
 

バイト途中で抜けさせてもらうことにした。だから遅刻する。ちょっと顔出すだけだぞ。
 

やった！お兄ちゃんも一緒だ。
 

ありがとう、パパもとっても喜ぶわ。
 

（そうか。入江君、パーティー行くんだ。だったら、私も出席すれば、入江君とクリスマスイブを過ごせるじゃない？悩ましいけど、これで友情を捨てても許されるシチュエーション！）
 

あの、あたしもパーティーに???
 

お前は行けないんだってな。
 

え？
 

なんでもいつもの女友達とクリスマスやるんだってな。
 

ああ、あの、その、えっと???
 

残念だな。お前がいたら、さぞ楽しかっただろうのに。
 

入江君、あの、あたし???
 

そうなのよ。お兄ちゃんも何か言って、琴子ちゃんを説得してちょうだいよ。
 

いや、でも仕方ないよな。一度決めたことだもんな。
 

だけどね、女友達なんて、すぐに裏切ると思うわよ。何でだって、クリスマスイブだもの。
 

いやいやいや、こいつらの友情は特別なんだって。な、琴子さん？
 

それは、まぁ、えっと???
 

あら、そうかしらね。
 

お兄ちゃん。
 

お兄ちゃん、あっちのスーツ、高校卒業時のあれ。
 

入江君の意地悪！でも、まぁ、仕方ないか。裏切らないって誓っちゃったし。クリスマス。
 

じゃさ、ケーキはこの渋谷限定ですよね。あたしが予約しとくよ。楽しみ、おいしそう。
 

（入江君とパーティー???）
 

琴子？琴子、琴子、琴子！聞いてる？
 

はい。
 

聞いてる？
 

わ、おいしそうだね。
 

じゃじゃじゃ、チキンはあたしが用意するね。後ゲームでしょう？後クリスマス言えばプレゼント交換！やった！いいね。
 

（うん、二人とも楽しみにしてくれてるんだもん。これでよかったんだ。これで。）
 

ワイトクリスマス！
 

よし、ばっちり！
 

よし。
 

おい、みんな準備オッケーかな。
 

はい。
 

あれ、直樹は？
 

カフェのバイトから直接向かうって。相原さんもお店から遅れて向かれるそうよ。
 

そうか、じゃ、準備万端だね。出かけましょう。
 

はい。
 

琴子ちゃん、本当に大丈夫？せっかくお兄ちゃんも来るのに。
 

はい、残念ですけど、先に約束してたので。あ、それより、おじさま、おばさま、おうち使わせていただいて、本当にありがとうございます。じんこと里美もとっても喜びました。
 

そう？自由に使ってね。
 

はい。
 

今夜はね、我々も遅くなるから、琴子ちゃんたちがパーティーで使ってくれるんだったら、かえってありがたいよ。最近はね、年の瀬のせいか、この辺りも、空き巣が出るっていうからね。ま、琴子ちゃんたちが大騒ぎしてくれれば、逆にそのほうが安全ってもんだね。
 

はい、本当にありがとうございます。
 

いえいえいえ。
 

じゃ、一緒に行けないのは残念だけど、琴子ちゃんも楽しんでね。
 

はい。
 

ね、早く行こうよ。
 

はい。
 

行こう行こう。
 

じゃね。
 

行ってきます。
 

行ってらっしゃい。入江君のスーツ姿、カッコよかっただろうな。パーティーか。
 

（踊っていただけませんか。
 

喜んで。）
 

だめだめ。女子会、女子会だ！じんこと里美の女子会だ。ああ、かわいい、いいね、クリスマスって。あ、ヤバい、長い！何メートルやこれ？こんなことなると思わなかった。今年は何がいいかな、プレゼント？よし！
 

入江君と一緒にバイトしてるはずだったのに。どうしてこんなのよ。
 

メリークリスマス！や、しかし、偶然だな。まさか、この店でクリスマスに松本がバイトしてるなんてな。あああ、どう、どう？もしよかったら、店終わってから、飯でも???
 

お食事だったら、今揃ってるんじゃないですか？しかも、二人前。
 

すみません、ウエートレスさん、お水ください。
 

ウエートレス、松本ウエートレス裕子さん、お水ください。すみません。
 

（今、あたしが待ってるのが入江君だったらよかったのにな。）
 

そろそろかな。もしもしじんこ、どうしたの？
 

ごめん琴子、奈良崎君の仙台でのライブ、大雪で中止になったらしくて、それならあたしのためにって、逸早（いちはや）くで東京まで戻ってきてくれたの。電車が止まってるのに、逸早くでだよ。あ、あたし、こんな奈良崎君を放ったらかしてパーティー行けないよ。だからお願い、今回だけは男とらせて？
 

分かった。里美にも話しとくよ。大丈夫、大丈夫。事情が事情だもん、仕方ないよ。奈良崎君にもよろしくね。まぁ、里美と二人でパッと騒ぐか。もしもし、どうしたの、里美？
 

ごめん琴子。良ったらね、今日バイトなんてうそだったの。今うちにバラの花束を持って、いきなり現れちゃったのよ。実はあたしを驚かそうと思ってさ、ずいぶん前からお店も予約しちゃったらしいんだ。サプライズってやつだよね。あ、それで、申し訳ないんだけど。
 

分かった、私はじんこと二人で楽しんでるよ。
 

本当にごめんね、今度二人になんか奢るから。
 

あ、気にしないで、楽しんできてね。
 

うん、ありがとう。
 

結局、裏切られた。こんなことなら、あたしもおじさまのパーティーに行けばよかった。そうだ、今からあたしもパーティーに行けばいいんだ。
 

（じんこと里美が彼氏との予定が急に入っちゃって、だから来ちゃいました。
 

だから言ったでしょう。女友達なんて信用ならないんだから。
 

友達にも裏切られるなんて、バカ琴子。そんなんじゃ、お兄ちゃんに嫌われちゃうぞ。）
 

いや???カッコ悪すぎる。
 

ありがとうございました。
 

ありがとうございます。
 

じゃ、後頼むんだぞ。
 

はい、行ってらっしゃい。予約のお客様も後一組だし。何とかなりそうだな。
 

はい、せいやけど、こんな忙しかったのはこの店入った初めてでしたわ。クリスマス、侮（あなど）れませんな。
 

ここだよ。
 

いらっしゃいませ。
 

あ、ありがとう。
 

この店はシュミラン（ミシュラン）で星もついてるんだ。伝統大事にしつつ、ネオジャポネットでも言うべき斬新さもある和食で高い評価を得てる。
 

ええ、そうなんだ。和食なんて、良、渋い、かっこいい。
 

まあな。
 

里美やないけ？ええ？
 

金ちゃん、どうしてここに？あ、そうか。もしかしてこの店って、琴子のお父さんの？
 

知り合いの店なの？里美すげえな。これ一歩とられた。
 

里美、琴子と一緒にパーティーするやなかったか？琴子どうなんして？
 

ごめん金ちゃん、あたし急に彼氏が迎えに来ちゃって。
 

高宮良???
 

琴子が今一人っぽちなんか？
 

ううん、じんこと今一緒だよ。今頃二人でお騒ぎしてるんじゃないかな。
 

そうか。
 

わ、おいしそう。
 

うそだ。
 

京野菜と車海老（くるまえび）の天婦羅でございます。ごゆっくり。
 

クリスマスに和食っていうのも意気でいいね。
 

だろう？
 

良らしくいいと思う。
 

お、じん???なんや、今の？
 

あ、今奈良崎君のライブ手伝ってんの。
 

ああ？琴子と一緒にパーティーしてるとちゃうんか？
 

それが奈良崎君急に仙台から戻ってきてくれて、あ、琴子なら、里美と一緒にパーティーしてるはずだよ。
 

そうか。ならええで、楽しんでな、メリークリや。
 

（だけどね、女友達なんて、すぐに裏切ると思うわよ。なんでだって、クリスマスイブだもの。）
 

入江君とクリスマス。お腹???じんこと里美がケーキとチキン持ってきてくれるはずだったから、乾きものしか用意しちゃないんだよね。塩ラーメンか。
 

ははは、しかしクリスマスイブですな、皆さん、クリスマスイブはどうなさいますか。そうですか。や、クリスマスイブって言えばね、やっぱカップルで楽しくお食事をするわけでございますけど、まさかこんな時に部屋で一人で悲しく食事をしてるこうなんか。さ、いませんよね、いませんよね、そりゃそうですよね。もしそんな子がおったら、いや、よっぽど性格悪いちゃうか、みたいな話ですけど、いやしかし、クリスマスイブは楽しいですな。あっち歩いてもクリスマスイブ、こっち歩いてもクリスマスか、クリスマス、クリスマス、喧（やかま）しすぎて、脳味噌、丸見え、みたいなことで、大笑いですね、皆さん、そうですか、こんなにうれしいですか、いや、しかしですね、まさかこんな時に一人で悲しく???
 

おいしい！空（むな）しい???うん？うん、何？
 

（この辺りも空き巣が出るっていうからね。）
 

まさか、いや、入江家お金持ちだから、ありうる。どうしよう？そうだ。泥棒！こんにゃろ、こんにゃろ、こんにゃろ???
 

何するんだよ？
 

あ、入江君、お、ごめん、だ、大丈夫？
 

（あ、カッコいい！！！）
 

なんだよ？
 

いや、だって、この格好なのに、頭殴られてって、しかも、自分の家なのに???
 

お前がやったんだろうか。
 

ごめんなさい～～～もう～～～～ごめんね、入江君、だって、鍵外からガチャガチャっていったから、空き巣かと思って???
 

間違えて、自分のマンションの鍵で開けようとしちゃったんだよ。ったく、バカ力で殴りあがって。
 

すみません。それより、おじ様の会社のパーティーはどうしたの？行かなかったの？
 

行ったよ、だけど、途中で抜け出した。取引先のお偉いじいさんたちにあいさつばっかりさせられて、退屈だったし、親父今頃カンカンだろうな。
 

それより、そっちは？お友達とパーティーするんじゃなかったのかよ。
 

それが、じんこも里美も彼氏との予定が急に入っちゃって???
 

うん、ずいぶん厚い友情だな。
 

それは言わないで???うん、何、この匂い？
 

あ、これ？
 

あ、チキン！！！！もしかして、それ私に？
 

そんなわけねえだろう！腹減ったんだ。立食パーティーなんて、結局大して食べれないし。
 

私も実は、カップラーメンしか食べてないんだよね。
 

いや、大変でしたね。
 

本当、お疲れさん。俺たちも上がりするか。
 

はい、すみません、兄貴、わし、ちょっとやりたいことがあるんですけど、居残らしてもらってもいいですか。
 

いいけど。
 

ありがとうございます。よし。
 

（私、クリスマスイブに入江君と二人で食事してるんだ。）
 

そうだ。じんこと里美が来た時のために準備してよったんだよね。なんかクリスマスって感じ。
 

そうか。
 

私、こういうの物心（ものごころ）がついてから、初めてかも。ほら、私お母さんが早くになくなってるでしょう。お父さんはお店があるから、クリスマスイブはいつも夜中まで仕事で大忙しだったし、ま、友達とパーティーとかはあったんだけど、家族で過ごすクリスマスらしいクリスマスって、実は縁がなかったんだよね。
 

（偶然とはいえ、初めてのクリスマスらしいクリスマスを入江君と二人きりで過ごせるなんて、夢みたい。なんか、今までの人生で、一番うれしいクリスマスプレゼントかも。）
 

里美、メリークリスマス。
 

うそ。
 

本当だよ。
 

いらっしゃいませ、いかがでしょうか。いらっしゃいませ。
 

サンタ、サンタの、サンタ???
 

ああ、こちらでございます。サンタです。はい、こちらにあります。
 

あった！
 

最後の一着だったんですよ、よかったですね、間に合って。
 

よっしゃ～～～
 

私、やっぱケーキ買ってくる。だってさ、こんなにクリスマス気分満喫（まんきつ）って感じなのに、ケーキがないなんてもったいなさ過ぎる。たぶん今ならコンビニでも売ってると思うから、だから私???
 

あるよ。ケーキ。
 

メリークリスマス！
 

わあ、うそ、え？すごい！なんで、なんで、なんで、サンタさんからのプレゼント？
 

そんなわけねえだろう。
 

じゃ、入江君が？
 

ほかに誰がいる？
 

もしかして、入江君、あたしが家にいると思って、あたしのために、このケーキを？
 

お前、本当自意識過剰だよな。バイトの子に泣きつかれたんだ。最後の一個が売れないと、バイトが上がれないって。
 

琴子、待っとれよ、ご馳走持ってたのでな。メリークリスマス！
 

じゃ、お願い事をして。
 

それって、誕生日だろう？
 

えっ？そうだっけ。
 

サプライズや。
 

入江君、ありがとう。
 

別に、お前のためじゃないし。
 

でも、このケーキ二人用のサイズだよ。
 

偶然！！
 

ねね、このサンタは入江君にあげるね。
 

どうでもいいよ。
 

なんや、暗いな。
 

ね、やっぱりお願い事しようよ。いいから。
 

じゃ、お前がやれよ。
 

いいの？
 
  


第十二話 それぞれの夢の先に???
 

（入江君と二人で過ごしたクリスマスイブは最高に楽しかったけれど、それは特別なご褒美みたいなもので、私と入江君の関係は何も変わらないまま、季節が過ぎ、年が変わり、再び春がめぐってきて、私たちは無事、大学二年生に進級、斗南大学は新入生たちを迎えようとしていた。）
 

ええ、テニス部、第五十四代部長、須藤です。それではね、前途ある新入生を代表して、一言、ご挨拶承りたいと思います。どうぞ。
 

今年から、斗南大学の法学部に入学しました。松本綾子です。昨年の全国高校大会、女子の部で優勝しました。大学での目標は、全国大会を制覇すること、それと、直樹さんのハートをゲットすることです。よろしくお願いいたします。
 

あなた、妹にどういう教育してんのよ。
 

あたしは聞きたいわ。
 

（まぁ、こんな余計な新入生も入って来ちゃいましたが???）
 

あたしたちもいよいよ二年生か。なんか先輩って言われるの、変な感じだね。
 

ね、でもまだなんか新入生気分抜けないな。って、何熱心に読んでるの、里美？
 

あのね、あたし、明日からこの雑誌の編集部でバイトすることになったの。
 

ええ？
 

ほら、そろそろ就職のこととか色々考えないといけないじゃない？前から女性誌の編集部で働きたいって思ってたんだよね。それで、何度も売り込みに行ってたんだけど、やっと認めてもらえて???
 

すごい、すごいよ、里美。
 

まぁ、最初はお茶汲みとか雑用ばっかりと言われてるけどね、でも、やっとスタートラインに立ってたって感じ、がんばるよ。
 

琴子は将来どうするの？もしかして、卒業と同時に入江家に嫁入（よめい）り？
 

いいな！
 

まさか？うん、でも今まで、仕事について具体的に考えたことなかったの。
 

そろそろ色々考えて、動き始めたほうがいいよ。
 

そうだよ。のん気すぎるよ。来年には就職活動、始まるんだから、色々下調（したしら）べしたり、動き始めないと。あたしはレコード会社か、音楽のプロダクション入りたいんだよね。
 

ええ！さては奈良崎君の影響？
 

まぁ、最初は彼のこと応援する一心だったんだけど、どんどんインディーズ音楽に興味出てきちゃって、世界で通用するようなバンドを発掘（はっくつ）できるような仕事したいなぁと思って。
 

ああ、そうか。私の将来の夢って、そういうことじゃないってば。
 

分かりやす～～
 

（皆はいつの間にか、それぞれの夢に向かって、動き始めていた。あたしは、あたしの将来の夢って、何だろう？）
 

それでね、琴子ちゃんとお兄ちゃんの進級パーティーをしようっていうわけなのよ。
 

じゃ、その日、入江君帰ってくるんですか。
 

もちろんよ。主役のないパーティーなんてある？
 

なんか久しぶりですね、入江君がこの家に帰ってくるの。
 

でしょう！もう楽しみ。琴子ちゃんもそろそろ勝負をかけないとね。だって新学期よ、学校にはまた新たなライバルが入学してきたじゃないの？うかうかしてられないわよ。
 

おば様、いつの間に？
 

まぁ、確かにちょっとバカし可愛いし、テニスの腕もお姉さん以上はなんでしょうけど。
 

（大学での目標は、全国大会を制覇すること、それと、直樹さんのハートをゲットすることです。）
 

こんな子は全然だめ。この子は意外と試練に弱いタイプ、何かあったら、コロッとお兄ちゃんから別の男に乗り換えちゃうわよ。何があっても、一途（いちず）にお兄ちゃんを追いかける琴子ちゃんのようなしぶとい根性（こんじょう）は全然ないんだから。
 

そりゃあたし、褒められてるんですかね。
 

がんばってね、琴子ちゃん。もう二年生、今年は二十歳になるんだから、もう子供じゃないわ。家族になるという将来に向かって、大きく前進する年にしましょうよ、ね？
 

はい。
 

入江さん、お待たせしました。先日の検査の結果をご説明します。
 

よろしくお願いします。
 

ごゆっくり、どうぞ。
 

いや、珍しかね、入ちゃんは一人で店に来てくれるって。
 

たまにはね、一人で飲みたい日もあるとよ。あ、わるいね。やっぱ、相ちゃんの料理で飲む酒は最高にうまかね。よか店やね、しかし。あの、相ちゃん。
 

うん？
 

相ちゃんはさ、この店いずれはどうしようと思っとっと？お弟子（でし）さんに継がせると？それとも琴子ちゃんに婿（むこ）でも取るとの？
 

金之助、お前いつもみたいに、「琴子の婿になってこの店継ぐんや」とも、乱入（らんにゅう）しないのかよ。
 

まぁ、いずれは小田原も金之助も独立さして、自分の店を持たしてやりたいとは思うとよ。まぁ、料理人ちゅう言ったら、自分の名前の店持つちゅうのは憧れやけんの。
 

うん、でも、そうしたら、この「相原」はどうなると？
 

うん、跡継（あとつ）ぎっちゅうでも、琴子はあの通り、料理音痴やけんの、この店は俺一代で終わってもしかたがないと思うとよ。
 

な、ここまですばらしい店にしたのにからは。
 

まぁ、出来の悪い娘おってしまったしめったい。あきらめるしかなかと。
 

ばってんあれよ、婿とるちゅうのはありやないかね。実際ところほら、あの金之助君っちゅうのは高校時代からずっと琴子ちゃんのこと思っとってやろう？
 

まぁ、ここだけの話、金之助は確かに腕がいい、この店の暖簾（のれん）、守っていける板前に、成長する可能性は大いにあるやろう。
 

そりゃったら???
 

ばってん、そればっかりや琴子の気持ち次第やけん。ま、入ちゃんもそうやろうけど、俺は今まで自分の好きなようにやらしてもらってきたけんくさ、自分の娘に、店の暖簾守るために、俺の選んだ料理人と結婚せたいよういえんばい。まぁ、あんな娘でもね、もらってくれっちゅう物好きがおるなら、琴子のことを好きな男と添い遂げるんが一番って思っとっとよ。
 

本当ね。
 

はいはい、ごめんごめんよ、ごめんよ。
 

あ、すみません。
 

金之助、どうしたの？具合悪いか。
 

わしちょっとゴミ捨てって行きますわ。なんやなんや、お前らしないぞ、金之助。どないしたんや？なんやこのもやもやした気持ち。
 

大将。
 

はい。
 

お、来ましたね。やっぱり息子に会社を継いでほしいっちゅうのは俺のエゴなんかね。
 

うん？直樹君のことね。
 

うん、どうも乗り気じゃなかろうとあるね。
 

万が一直樹君がだめでも、裕樹君がおったい。立派な男の子二人もおるんやけ。琴子しかおらん俺とはわけが違うばい。大丈夫って。
 

裕樹じゃ遅いとよ。
 

里美遅いね、授業始まっちゃうよ。
 

こんな時間だよ。
 

あ、いた、おはよう。
 

ぎりぎりで遅かったね。
 

昨日の夜バイトですっかり遅くなっちゃって、寝てないんだ。
 

徹夜なの？大丈夫？
 

全然大丈夫。
 

入稿前の編集部ってすごいんだ。もうみんなフル稼働って感じ、それでみんなが動けば動くほどどんどん記事（きじ）がよくなっていくのが、素人（しろうと）のあたしにも分かる。いや、雑誌って、生き物なんだね。もうその場にいるだけですっごいワクワクするの。本当にやりがいがある仕事なんだ。
 

すっごい分かる、もうやまい！
 

ああ、じんこ大好き！
 

社会ってそういうことなんだよね。
 

え、そうなんだよ。寝なくても全然大丈夫。
 

全然平気、あそこ全然いいかと。
 

ね、この興奮伝わる？
 

うん、伝わる！あ、疲れた。
 

ね。
 

お腹がすいた。
 

あ、みんなお昼どうする？学食今日も行く？
 

あ、ごめん、あたし午後からバイトだから、行くわ。
 

あたしも音楽会社のＯＧの人とランチなの。だからごめんね。
 

ごめん。
 

そうか、じゃ、また。
 

うん、じゃ、また明日。
 

また明日ね。バイバイ。じゃね、バイバイ。バイバイ。金ちゃん。
 

これ、食べてみてくれへん？
 

いいけど、何これ？
 

今度な、わしの料理、相原で出してもらえるかもしれへんで、そんで???
 

金ちゃんのお料理、お店で出すの？すごい。
 

ええ、まだ一皿だけや。しかも先付けの皿に前に出す、ほんまお通しみたいな一皿や。それも大将に試食してもらって、オッケーが出たらっていう話やし。わしみたいなもんが一人でコース出せるようになるのには、まだまだ何年もかかるんや。
 

うんん、でもすごいよ。
 

褒めるんわ。味見してからしてくれや。
 

では早速いただきます。いただきます。
 

え、あかんか？もし味付けしくじてしまったか。
 

ううん、すごいおいしいよ。金ちゃん高校の時からお料理得意だったけど、その時と全然違う。なんかプロの味って感じ。
 

ほんまか。せいやけど、その割にはうかん顔しとったで。
 

なんか、みんなすごいなって思って。
 

（前から女性誌の編集部で働きたいって思ってたんだよね。いや、雑誌って生き物なんだね。もうその場にいるだけですっごいワクワクするの。本当にやりがいがある仕事なんだ。
 

あたしはレコード会社か、音楽のプロダクション、入りたいんだよね。どんどんインディーズ音楽に興味が出てきちゃって、世界で通用するようなバンドを発掘できるような仕事したいなと思って。）
 

金ちゃんもじんこも里美も自分のやりたいこと見つけて、将来の夢に向かって動き出してるのに、自分だけまだ何も見つかってないなって思って???
 

人にはきっとそれぞれペースがあるんや。琴子は琴子のペースを見つけたらええね。
 

ね、金ちゃんが料理やろうって決めた時どんな感じだった？どうして自分のやりたいことはこれだって思ったの？
 

え？どうやったかな。いや、こんな、頭で考えることと違うな。人を好きになるんと同じや。
 

人を好きになるのと同じ？
 

せいや。誰かを好きになる時、頭で考えへんで、自然に分かるやろう。あ、自分はこの人のこと好きなんやなって、それと同じや。難しいこと考えへんでも、ドキドキして、楽しいって、ずっと一緒におりたいと思うやろう。それと同じと、気付いたらやりたいことやっとったっちゅう感じやな。
 

そうか、でも、好きな人のそばにいられる仕事がやりたいっていうのと、やりたいこととは違うよね。たとえば、あたしの好きな人が社長さんだったら、あたしは秘書になりたいって思う。あたしの好きな人がパイロットだったら、あたしはＣＡになりたいって思うし、テニスプレーヤーだったら、スケジュールを管理するマネージャーさん？大学教授だったら、アシスタントとして研究を手伝ったり？そんなふうに、将来の職業を想像して、夢見ることはあるんだよ。でも、この夢には難点があるの。好きな人の仕事によって、あたしのやりたいことがころっころっ変わっちゃう。それって本当にやりたいこととは違うよね。とても将来の夢とは言えないよ。金ちゃん？
 

せいやだら、好きな人が板前さんやったら、琴子は店のお上さんやな。誰かの夢を支えるために生きるちゅうのええ子じゃん？男はな、そういう女を幸せにしてやりたいと思うもんや。琴子はええお上さんになれると思うけどな。
 

もう金ちゃん、からかわないでよ、もう。あ、これもらっていい？いただきます。ぶるぶる、おいしい。
 

（あ、ここだ。就職活動支援コーナー。人を好きになるのと一緒で、自然に分かるか。）
 

とは言われても、焦るよな。
 

（入江君、何の本読んでたんだろう。
 

自分がやりたいことを見つけるために、自分の力だけで生活してみたいと思ってたんだ。あのままずっと家にいて、大学出て、親父の会社継いで、本当にそのままでいいのかなと思って、それじゃ親の敷いたレール通りに生きてるだけじゃん。）
 

なんか、あたしだけ置いてかれてる気分。
 

入江君。入江君が勉強してるなんて珍しい。あ、第二外国語授業の予習？これ、医学書じゃない？どうしたの？どういう風の吹き回し？
 

直樹、そして琴子ちゃん、大学二年生進級本当におめでとう。乾杯。
 

ありがとう。
 

本当にありがとうございます。こんな素敵な席も設けていただいて。
 

いえいえいえ、裕樹もいよいよ五年生だな。中学受験のための勉強も本格的になるからな、がんばりたまえよ。
 

僕、お兄ちゃんと同じ、斗南に行く。それで、もちろんＡ組になって、お兄ちゃんみたいに一番になるんだ。
 

おお、頼もしいじゃないか。な、入ちゃん。
 

さ、お食事しましょう、食べて食べて。
 

はいはい、いただきましょう。
 

いただきます。
 

これはママの特製、てまり寿司。
 

どうぞ。
 

この大根可愛く切ってますね。
 

あらもう、プロの方に褒められて、恥ずかしいわ。さ、お兄ちゃんも裕樹もいっぱい食べてね。ほら、これもこれも。はい、どうぞ。
 

絶対これはおいしいよ。
 

これも食べて。これもそう、これも食べなくちゃ。
 

そんなに一遍に食べられないよ。
 

だってもう、ビタミンとかカルシウムとかちゃんと取ってるのか心配で、ほら、食べて食べて。
 

まぁまぁ、直樹も子供じゃないんだから。ほら、ママもシャンパンどうぞ。
 

あら、パパ、ありがとう、今日は飲んじゃうかな。
 

飲みなさいよ。
 

おば様、入江君がいるからなんか嬉しそうだね。
 

乾杯でしょうかね。
 

じゃ、乾杯ね。ま、裕樹食べてね。
 

うん、お腹いっぱい。
 

琴子、こんなに食うと太るぞ。
 

自分だって食べてたくせに。
 

僕はいいんだよ。これから背が伸びるんだから。お前はこれから、胸が大きくなるわけじゃないだろう。
 

何？
 

かわされた。
 

やっぱり家族みんながそろっていいよね。おうちが一番よ。
 

いや、家族でもないのに、ご一緒させてもらって、申し訳ないですな。
 

何言ってるんですか。相原さんだって家族同然じゃないですか。
 

そうだ、そうだ。
 

ま、琴子ちゃんとお兄ちゃんのこと、私はまだあきらめてませんからね。ね、お兄ちゃん、まだ一人暮らし続けるつもり？もう十分満喫（まんきつ）したでしょう。そろそろうちに戻ってらっしゃいよ。
 

そうだよ、お兄ちゃん。
 

ね、それで琴子ちゃんとお兄ちゃんが結婚して、本当の家族にね。
 

酔っ払ってるのか、おふくろ？飲みすぎたぞ。
 

酔ってなんかないわよ、ね、琴子ちゃん？
 

あたしにはまだ結婚は早いですよ。
 

あら、どうして？パパと私が結婚した時は、琴子ちゃんと同じ１９歳の時だったんだから。早すぎるなんてことはないわよ。
 

ご馳走様、じゃ、俺そろそろ帰るから。
 

あら。
 

（そうだよね。あたしの存在ってやっぱり入江君にとっては迷惑なんだよね。）
 

直樹、ちょっと待ちなさい。今日は話したいことがあるんだよ。書斎まで来てくれないかな。頼む。ママも一緒に来てくれるかな。ママにも聞いといてもらいたい話なんだ。
 

ごめんなさいね、ちょっと外しますけど。お茶立てして、ゆっくり座ってて。すみません、はいはい。
 

何？
 

直樹、お前将来のことはどう考えてる？今日は、お前の本音を教えてほしいんだよ。ま、もう分かってるだろうけど、私はお前を正式にうちの会社の後継者として考えてる。大学を卒業したら、そのまま入社してほしいと思ってるんだよ。
 

うん、あたしもそれに賛成よ。
 

お前はまだ大学二年生だけど、仕事を覚えるのは早いに越したことはない。だから、たとえば、夏休みとか、そういうの長期の休暇を利用して、そろそろうちの仕事を覚えてもらったらいいんじゃないかなと思ってる。うちの経営について、お前の意見も聞きたいしな。
 

ま、遅いな、お兄ちゃんたち。何話してんだろう？
 

琴子、三人にお茶でも持っててよな。
 

うん、分かった。
 

どう思う、直樹？
 

親父の会社を継ぐかどうかは、今すぐ結論は出せない。もう少し考える時間がほしい。
 

考える時間は十分にあったはずよ。パパの会社のことも、琴子ちゃんのことも。
 

ママ、今は琴子ちゃんのことは???
 

いいえ、これだって大事なお兄ちゃんの将来の話よ。あたしはね、誰でもいいと思って、お兄ちゃんに琴子ちゃんを勧めてるわけじゃないのよ。お兄ちゃんがパパの会社を継ぐなら、琴子ちゃんは理想のお嫁さんだと思うのよ。ね、パパ？
 

確かに、企業を経営するのは並大抵（なみたいてい）のことじゃない。家族の支えが絶対必要だ。だから、直樹のことを考えてくれて、直樹を支えてくれて、そして、周りの人たちに愛されるような人が一番だと思う。結婚っていうのは、惚れたはれただけでやっていけるようなもんじゃないからな。そういう意味では、琴子ちゃんは確かに理想的なお嫁さんだと私も思う。だけど、一番大事なのは、直樹の気持ちだ。お前の考えを聞かせてくれ、どう思う、直樹？
 

どう思うも何も、親父もおふくろも自分たちの思い通りになるように仕向けてるじゃないか。俺に選択させる振りをして、結局、俺の進む道は勝手に決まっちまってる。最初からね、そんなの汚いよ。
 

き、汚いったら、お兄ちゃん、パパに向かって何ってこと言うの？パパはあなたのことを考えて???
 

俺のことを考えてるんじゃなくて、自分のこと心配してるだけだろう？
 

何ってこと？
 

おふくろだってそうだ。琴子のこと気に入ってるからって、俺の気持ちは無視して、闇雲に引っ付けようとしてるだけじゃないか。
 

だから、それはさっき言ったでしょう？私が琴子ちゃんはいいなと思うのにはそれなりの理由があるのよ。それにお兄ちゃんと琴子ちゃんはお似合いのカップルだなと思って???
 

いい加減にしろよ。職業選択はおろか、恋愛まで自由にさせてくれないなんて、だからこんな家にいたくないんだよ。こんな束縛（そくばく）される家！
 

ママ！落ち着きなさい！
 

ごめん、私???入江君、入江君。
 

琴子、お兄ちゃん、どうしたの？
 

いったい何があったんだ？
 

何でもないの、何でも。これ入江君のコート、あたし、コート渡してくる。入江君、入江君、コート。入江君、そっち駅じゃないよ。
 

ちょっと散歩。さっきは悪かったな。身内の見にくい言い争い見せちゃって。
 

ううん、あたしこそ、立ち聞きみたいになっちゃって、ごめん。でも、おば様かっとなっちゃっただけだと思う。ほら、入江君って、普段何も言わないじゃない？思ってること口に出さないっていうか。だからみんなやきもきしちゃったんだよ。入江君の本音が分からなくて、それで焦っちゃって、不安になって。だから、あんなことなっちゃったけど、でも、おじ様もおば様も本当は入江君のこと一番に考えてる。それは間違いないと思う。でも、入江君の気持ちも分かるよ。一度きりの自分の人生だもん。何をするかは自分で決めたいよね。うん、そうだ、きっとそうだよね。
 

お前、いつか言ってたよな。大学は自分がやりたいことを見つけに行く場所だって。
 

うん。
 

見つかったのか。
 

情けないことに、まだ何だよね。金ちゃんはもちろん、じんこも里美も自分の道に向かって歩き始めてるのに、あたしは全然。
 

（いつも頭の中は入江君のことばっかりで???）
 

自分が情けないよ。金ちゃんに言われちゃったんだ。本当にやりたいことに出会ったら、考えなくても自然と分かるって、人を好きになるのと一緒なんだって、でも、出会うまでに、不安なっちゃうよね。
 

そうだな。
 

だから入江君はすごいと思う。もしあたしがお父さんにあんなふうに店を継ぎなさいって言われたら、流されちゃうと思うんだ。だけど、入江君は流されなかった。だから、だから、仕事だけじゃない、恋愛も???
 

（職業選択はおろか、恋愛まで自由にさせてくれないなんて???）
 

流されないで、入江君が望むように、一番いいように。誰を好きになるかなんて理屈（りくつ）じゃないもん。どんなにこうしたほうがいいって、周りから言われたって、好きになれない人だったら、しかたないよね。入江君は、入江君が本当に好きな人と幸せに???
 

俺、医者になりたいんだ。
 

今度医学部の編入試験を受けようと思ってる。俺に向いてるかどうかは分からない、けど、ちゃんと勉強してみたい。
 

（人の命って一瞬の判断にかかってるんだって、ちょっとしたことで簡単に治せるものも治せなくなっちゃう。
 

俺も怖かった。今まで命なんて神様決めたもんで、人にはどうにもできないと思っていたから。）
 

医者は、俺が生まれて初めて興味を持った仕事なんだ。
 

どうしてそのことおじ様に言わなかったの？
 

さっきまで、自分でも迷ってたし。
 

さっき？じゃ、いつ決めたの？
 

今散歩してたら、かな。でも、まだ親父おふくろには言いたくないんだ。
 

どうして？
 

ちゃんと準備して、具体的に行動に移せる段階に入ってから話したい。だから琴子も、このことまだ誰にも言うなよ。
 

うん、分かった。でも、何でそんな大事なことあたしに話したの？
 

さ、何でだろうな。
 

うん？駅？ああ、何で？さっき違う方の道に行ったはずなのに???
 

目的地に辿り着くためにはいろんな道があるっていうことなんじゃねえの？たとえ回り道に見えても、そこで大事なことに気付く場合もある。じゃな、琴子。
 

入江君。
 

（あんな大事なこと、何であたしだけに話してくれたんだろう？
 

入江君にはどうにかできちゃいそう。いろんな薬を発明したり、お医者さんになって、病気ペロって治したり。）
 

あたしって、最低の母親よ。
 

家族なんだから、たまにはぶつかり合う時だってあるさ。
 

それにしたって???
 

ママ、ママ、大事な話があるんだ。
 

何？
 

本当は直樹にも話をしておきたかったんだけど、実は???
 

パパ？パパ？パパ、パパ大丈夫？お兄ちゃん、お兄ちゃん！パパ、大丈夫、しっかりして。パパ???
 

入ちゃん？どうしたの？
 

パパ！
 

しっかりして！
 

パパ、ね、パパ！
 

入ちゃん！
 

しっかりしてよ、パパ。
 

どうしよう？
 
  


第十三話 運命のイタズラ
 

不安定性狭心症（きょうしんしょう）です。ご本人には定期検診の結果をすでにお伝えしたっだんですが。
 

そんなこと、何にも???
 

そうですか。ご家族に心配をかけたくないと思って、黙ってらっしゃったのかもしれません。
 

それで、父の容態は、大丈夫なんでしょうか。
 

今回の発作（ほっさ）は軽いものでしたが、このまま無理をなさると、心筋梗塞（しんきんこうそく）になる可能性があります。
 

そんな！
 

それだけは避けたいので、絶対安静で薬で治療しながら、様子を見ていきましょう。お仕事も完全に休まれてください。
 

奥さん、入ちゃんは？
 

パパ、ずいぶん前から心臓が悪かったらしいの。でも、そんな素振り全然見せなくて、かなり無理してたんでしょうね。
 

そんな???
 

しばらくは絶対安静で、様子を見ることになりました。
 

でも、安静にしてれば大丈夫なんだろう？
 

今のところは???パパがこんなに苦しんでるのに、全然分かってあげられなくて、あたし、妻失格だわ。
 

奥さんのせいじゃないです。入ちゃんは責任感が強いから、その分いろいろ背負い込んだり、ストレスをためることもあったでしょう。とにかく、命に別様がなくて、よかったじゃないですか。
 

でも、会社は？パパがお休みしてたら、パパの会社はどうなるの？
 

俺がやる。
 

だって、お兄ちゃん、パパの会社を継ぐかどうか決められないって。
 

親父、きっと自分の心臓のこと分かってて、それで、俺を後継者に言って、急いでたんだと思う。だから、親父の会社は俺が守るよ。
 

ありがとう、お兄ちゃん。
 

（でも、私だけは知ってる。入江君の本当の夢を。入江君はお医者さんになりたいのに、せっかく見つけた夢、入江君はあきらめなくちゃいけないの？）
 

入江がお父さんの会社を？
 

うん、入江君大学に休学届け出したんだ。おじ様の容態がよくなるまでは、会社の仕事に専念するって。
 

そうか、大変だね。でも、入江なら、楽勝でしょう？
 

うん、なんてだって、天才だもんね。
 

そうなんだよね。あ、それにきっと子供の頃からいずれは会社を継いでくれって期待されてただろうし。
 

それで、おじさんはどんな様子なの？琴子？
 

琴子？
 

しばらくは入院して、絶対安静。入江君も一人暮らしやめて、家に戻ってくるし。ほっとしてるんじゃないかな。
 

そうか。あ、でも、こういう時って、琴子と入江の心も近づくかもね。
 

え？
 

ほら、入院中とか、病気の時って、心が弱るっていうか、恋に落ちやすいと思うんだよね。
 

でも、入院してるのは入江じゃなくて、おじさんだよ。
 

だけど、不安の気持ちは入江も一緒でしょう？
 

もしも入江君が心細くて、手助けが必要で、あたし何かできることがあるなら、私は何でもする。
 

その勢い、琴子。
 

でも、今は入江君とどうこうっていう気持ちにはなれないな。だって、おじ様がこんなことになってて、会社も大変な時なんだよ。入江君が家に戻ってきてくれるのはうれしいけど、おじ様もよくなってくれて、それで、入江君が大学に戻れるなら、好きな勉強ができるなら、離れ離れに暮らすことなってもあたしはいいって思う。
 

また、心にもないことを。
 

いや、よう言うんだ。それでこそ琴子や。
 

金ちゃん。
 

何がよう言うんだよ、金ちゃん？単純に入江と琴子がうまくいてほしくない仲でしょう。
 

阿呆抜かせ！今そんなこと言うという時ちゃうやろう？一家の一大事や。入江のことやから、表向きや強がってるやろうけど、心細いことも不安なこともあるやろう？琴子にできることがあったら、何でもしたり。
 

そうだね。
 

わしらにできることがあったら、何でも手伝ってるさかい。遠慮せんと、いつでも言えよ。
 

ありがとう、金ちゃん。じゃ、あたしも時間だから、行くね。じゃね、またね。
 

バイバイ。ちょっと金ちゃん、今の何よ？
 

何よってなんや？
 

もしかして、琴子のことあきらめたの？入江に譲る宣言？
 

阿呆抜かせ！わしがそんなレベルの低い話言っとるんちゃ？ま、言うって見れば、敵に塩を送るっちゅうことやな。入江家が大変やっちゅうのに、そこに付け込んで、琴子を無理やり奪うようなことしても、男が廃（すた）るだけやからな。
 

なんだかんだ言って、金ちゃんと琴子って似てるよね。だって、結局金ちゃんが言ってることと琴子が言ってることって、同じだもん。自分よりも、相手に幸せになってほしい、みたいな。
 

本当、似てる似てる。
 

金ちゃんと琴子って実はお似合いなんだけどな。
 

けどな。
 

なんてね。だって琴子、入江一筋だもん。
 

だもんね。
 

さ、食べて食べて、今日はね、サトイモの煮物と、後鰤（ぶり）の照り焼き。後、味噌汁、インゲンの胡麻和（ごまあ）え、後、ま、これは湯豆腐だね、ま、ポン酢で???
 

辛い、辛い???
 

辛い？そ、そんなバカな???おかしいな、何で何で何で？か、辛いな。
 

無理だ。これ辛いから食べないほうがいいよ。
 

辛いね、辛い。
 

お兄ちゃん、今の音、何？
 

サトイモ。
 

普通、サトイモの煮物はそんな音しないよ。生煮（なまに）えだ。お兄ちゃん早く出さなきゃ。
 

無理しないで、無理しないで、食べなくて、食べなくて、いい。
 

裕樹も文句ばっかり言ってないで、さっさと食えよ。
 

あ、入江君。コーヒー、入れようか。ね、入江君、おじ様の会社継ぐの？前に言ってたよね、お医者さんになりたいって。
 

逃げたくないんだ。言ったろう？お前と出会ってから、俺は試練の連続、まさか親父まで倒れるとは思わなかったよ。けど、逃げないって決めたんだ。
 

入江君。
 

親父の心臓が回復したら、俺も大学に戻るよ。やりたいことをやるのはそれからでも遅くない。今、社会を知っておくのも悪くないと思うし。
 

そうか。あたしにできることがあったら、何でも言ってね。そうだ、コーヒーだ。
 

社長がご入院の間、直樹さんの補佐を務めてさせていただきます。金森です。どうぞよろしく。どうぞ。では早速先日お渡しした資料のご説明を???
 

けっこうです。昨夜すべて拝見しました。
 

これすべてお一人で？
 

去年と比べてかなり業績が悪化していますか。
 

はい、こちらがうちの看板商品の在庫表ですが。
 

極端に売れ行きが落ちてますね。
 

ライバル社の類似（るいじ）品に顧客を奪われておりまして、社長もここのところは頭を痛めておられました。このままではパンダイは吸収合併されてしまうかもしれません。今すぐに莫大な資金援助が必要です。
 

これじゃ心臓も悪くなるってもんだ。
 

入江君もがんばってるんだもん。あたしもお弁当とか家事とか、がんばっちゃうもんね。よし。なんか、新婚さんみたい。ファイトに愛入る。えっと、ＨとＧ、どっちだっけ？これでいいか。ハート、ハート、ラブラブハート。
 

ＧとＨが逆だろう。
 

お帰りなさい。お風呂にする、それともお食事にする？ああ、上着、上着。
 

はい、吸ってください。はい、吐いてください。
 

あ、入江君、入江君。カバン、行ってらっしゃい。がんばってね。
 

あらゆるマーチャンダイジングに関し、権利収入を得ることを目指します。、アニメ製作より、アニメ放映時の主導権と権利を確保、当社独自のビジネスモデル、世界の企業と連携を図ります。
 

味噌は濃いと塩っぽいって分かります？
 

塩っぱ！でもサトイモは今日うまく行ったよ。すみません、先輩。
 

そうか。入江のお父さん、まだよくならないのか。
 

はい、それであたしも学校に来られる時間が???
 

分かった。入江も相原も大切なテニス部員だ。おじさんの体調がよくなったら必ず復帰してくれよ。いつでも待ってるからな。
 

ありがとうございます、須藤先輩。
 

相原だけじゃないぞ、俺たちだってみんな入江のこと心配してるんだ。入江のことを思ってる女の子だっている。松本綾子とか???
 

部長、遅れてすみません。今日の部活お休みします。
 

は？お前、新入生の勝手な欠席は禁止だぞ！
 

なので、今言いに来ました。今日、彼氏の武人君とデートなんです。
 

彼氏？いつの間に？
 

すみません、綾子を借りてきます。
 

琴子さん、直樹さんのお父様のこと聞きました。がんばってって直樹さんに伝えてくださいね。それじゃ。
 

えええ？松本綾子って入江のことを狙ってる宣言しなかったっけ？
 

なんて変わり身の早い？
 

あ、新人類か、あれが新人類か。
 

何ですか、それ？
 

じゃ、「ナウのヤング」なら分かる？
 

「ナウのヤング」、それのも分からないです。痛っ！
 

あら、ごめんなさい、琴子さん。ちょっといいかしら？って、どうなの？入江君の様子は。
 

会社がかなり忙しいの。家に戻ってくるのもいつも深夜だし。ま、あたしは必ず起きて、彼を待ってるけどね。
 

じゃ、このまま大学を辞めて、会社を継ぐっていうこともありうるってことね。
 

そんな？だって、大学は休学だよ。いつか戻ってくる。
 

そうかしら？お父さんの会社を継ぐなら、このまま大学に戻ってくる必要もないかもしれないし。
 

でも???
 

（親父の心臓が回復したら、俺も大学に戻るよ。やりたいことをやるのはそれからでも遅くない。今、社会を知っておくのも悪くないと思うし。）
 

入江君は大学に戻りたいって思ってる。
 

もし、そうだとしても、現実がそれを許さない場合もあるってことよ。あ、ね、そろそろあなたの弁当から彼を解放してあげたら？お昼が地獄になっちゃうわ。
 

何で私がお弁当を作ってるって分かるの？
 

あなたたちのことは分かるの。どうせ何も進展してないでしょう？
 

いやいやいや???
 

じゃね。
 

ただいま。
 

あ、お帰りなさい。
 

ママ。
 

やっぱり自分の家はいいわね。病院は検査だの面会だのって、一日ばたばたしてるから。
 

おじ様も面会大丈夫になったんですか。
 

本当はゆっくりしたほうがいいって先生もおっしゃってるんだけど、仕事関係の人は無理して入れちゃうのよ。でも、いいニュースよ。パパ、来月あたり、自宅に戻れそうなの。
 

本当ですか。
 

よかった。
 

精密検査の結果次第なんだけど、今体調も安定してるし、とりあえず一度戻りましょうって。パパも病室に閉じ込められてるより、自宅に戻ったほうがリラックスできると思うしね。
 

そうですよね。
 

琴子ちゃんには、後少し迷惑をかけちゃうけど。
 

そんなこと。おば様も体壊さないように気をつけてくださいね。
 

ありがとう。じゃ、着替え持って病院に戻るわ。はい。裕樹もいい子をしてるのよ。
 

（よかった。おじ様が退院できれば、入江君、大学に戻れる。念願のお医者さんになるための勉強ができるんだ。）
 

おかげさまで、来月には退院できる予定で。
 

それはよかった。しかし、直樹さんは大したものです。お父さんの代理を見事に務められて、とてもまだ大学生と思えません。
 

お兄ちゃん、頼もしいわ。お兄ちゃん？あら、今日私たち以外に面会の方はいらっしゃらないはずなのに。
 

そうか、そうか。
 

親父、休んでなくちゃだめだろう？
 

大泉会長？
 

や、近くまで来たから、ちょっと寄ってみたよ。
 

直樹さん、こちら北英社の大泉会長と秘書の横山氏です。
 

ご挨拶が遅くなりました、入江直樹です。
 

入江？
 

あ、会長、失礼しました。息子の直樹です。今うちの会社で修業中でして。
 

おお、頼もしそうな青年だね。
 

はい。
 

会長、皆さんお揃いですし、例の話を。入江社長、御社への出資についてのご相談なんですが。
 

横山、そんな、病室で。
 

あ、失礼しました。息子さんや金森さんにも聞いていただいたほうが良いかと思いまして。
 

あ、はい、それはもう。ママ、そこの書類取ってくれるかな。
 

でも???
 

申し訳ありません。今日はお引取り願いますか。
 

直樹、大泉会長がわざわざ来てくださったんだぞ。
 

申し訳ありませんが、父は休養が必要で、今とても仕事ができるような体調ではありませんので。
 

会長、そのような状況でしたら、出資のほうは考え直されたほうも良いかと。
 

会長？
 

出資の件は、父に代わって私がお話を伺います。
 

君、失礼だろう？君みたいな若僧（わかぞう）が???
 

今、私が社長代理です。明日にでも、御社に伺わせていただきますので、今日はお引取り願いませんか。父の体調にも障りますので。
 

おい、直樹！
 

入院中のことは、俺に任せてくれ。
 

お見舞いのつもりがすっかり迷惑をかけてしまったようだね。それじゃ、失敬するよ、入江君。
 

わざわざ来ていただいたのに、本当に失礼しました。
 

横山、私の明日のスケジュールは？私が明日何時に空いてるかを聞いてる。
 

大臣との会食までの間、十一時から十二時まで空いておりますが。
 

そういうことだが、どうだ？
 

ありがとうございます。必ず十一時に伺います。
 

あの大泉会長に時間を作らせるなんて、直樹さんは大したもんです。
 

まったくだ。なかなかないことだぞ。
 

以上の点から、御社にも十分な利益をお約束できることと思います。
 

どう思う？横山。
 

大学の講義でしか経営を学んでない学生のプレゼンにしては、よくできてるかと。
 

失礼ですが、私は大学では理工学部に在籍しております。経営については、独学です。
 

だが、君はいずれパンダイの後継者になるんだろう？なぜ理工学部に？
 

なるべく広く、さまざまの分野について学びたかったので。偏（かたよ）った知識しか持たない人間が、社会で通用できると思いませんので。
 

すみません。
 

大丈夫ですか。
 

はい。
 

お気をつけて。
 

お兄ちゃん、ごめんなさいね。会社が忙しいのに、わざわざ抜け出してもらっちゃって。
 

そんなことより、何だよ、大事な話って。
 

裕樹には聞かせたくなかったものだから。
 

お帰りなさい。今日も遅かったね。すぐに夕飯温かめるからね。
 

今日はいいや。
 

うん？食事済ましてきたの？
 

食欲なくて。
 

入江君、はい、お弁当。なんか、疲れてるみたい、大丈夫？入江君？
 

考え事してた。行ってきます。
 

行ってらっしゃい。
 

お兄ちゃん、大丈夫かな。
 

あ、おいしそう。
 

大将からや。毎日料理で琴子も大変やろうからって。
 

ありがとう、助かります。
 

礼やったら、大将に言えや。な、琴子、最近お前大学行けてへんのちゃうか。それでええんか。
 

大学に行くのは自分で決めたことだから、卒業までちゃんと勉強したいけど、今は入江家の役に立ちたいから。
 

「入江家」のやのうで、「入江」のやろう？わし、琴子のことは分かるんや。ま、分からんほうがええこともあるけどな。
 

金ちゃん。
 

ま、何があろうと、わしは琴子の味方やで。一人で背負（しょ）い込まんと、できることがあったら、何でも言ってくれや。料理はもちろん、授業の代返（だいへん）でも何でもしてやるさかい。
 

ありがとう、金ちゃん。
 

せいやけどな、代わりにレポートは書かへんで。そんなことしたらな、琴子、落第（らくだい）してしまうからな。
 

ははは、もう。ね、今日の夕飯、おいしいでしょう。
 

これ、琴子のお父さんが作ったんだろう？
 

ばれたか。
 

ばれないと思うほうがおかしい。レベルが違いすぎる。
 

あのね、あたしだって一生懸命がんばってるの。たまにはお礼くらい言えないわけ？
 

ありがとう。
 

いつも憎まれ口（にくまれぐち）ばっかりさ。え？
 

お前もずいぶん増しにはなってるよ。ご馳走様。
 

入江君、遅いな。入江君！なんだ、須藤さんか。もしもし。
 

あ、相原、大変なことになった。
 

どうしたんですか。
 

俺、今、松本に告白を???
 

え？告白？ついに告白したんですか。
 

いや、しようとしたんで。
 

なんだ、一々そんなことで電話してこないでくださいよ。
 

いや違う違う、そうしたらな、松本がな、ほかに好きな男がいるって。
 

そりゃそうでしょう。松本さんが入江君のこと好きなのは巣動産だって全部承知のはずじゃない？
 

違う違う違う、そんなこと俺だって知ってるのよ。その松本が言ったんだ。入江に告白するって。
 

そりゃ好きな人がいるんだから、告白くらい???え？松本さんが入江君に告白する！いつ、いつ告白するの？
 

今夜。
 

今夜？松本さん、どこでどうやって入江君に告白するつもりなんだろう。もしかして、もう告白しちゃったとか？ノー！！！！！！！！！
 

ごめんね、待ち伏せ（まちぶせ）しちゃって。
 

だいぶ待ったんじゃない？用事があるなら家にいててくれればよかったのに。
 

それじゃだめなの、入江君だけに聞いてほしいの。勝手なのは分かってる、入江君がこんな大変な時に、でも???
 

何？
 

私、入江君のことが好き。ほら、はっきり言ったわよ。だから、入江君の気持ちもはっきり聞かせてほしいの。私のこと、どう思ってる？
 

悪い。俺、松本のことは、友達以上に思えない。
 

私、入江君のこと本当に、こんな気持ち初めて、だから、あきらめるなんてできないわ。
 

気が済んだ？悪いけど、お前とそういうことしたくないんだ。
 

何で私じゃだめなのよ。じゃ、誰とだったらキスするのよ？
 

キスしたよ。琴子とキスした。
 

私もバカにされたもんね。プライドがずたずたじゃない。お父様の体調早く良くなることを祈ってるわ。
 

（私とのキスなんて、あんな一年以上も前のこと、どうしていまさら？）
 

おい、人の色恋沙汰（いろこいざた）立ち聞きしてんじゃねえよ。
 

ごめん。帰りが遅いから、心配になって。入江君？
 

親父、本当は良くないんだ。
 

今日、おふくろと一緒に話聞きに行った。表向きは親父体調安定してるように見えるけど、精密検査の結果、心臓に疾患（しっかん）が見つかった。準備ができ次第、手術しないといけない。
 

難しい手術なの？
 

心臓だから、成功したとしても、しばらくは仕事に復帰できないと思う。
 

そう。
 

親父の病気はストレスや心配から来てると思う。この不景気で、うちの会社の業績かなり悪化してたんだ。だから、俺に早く会社を継いでもらいたかったのに。
 

（私はお前を正式にうちの会社の後継者として考えてる。
 

このままではパンダイは吸収合併されてしまうかもしれません。）
 

俺が会社を継げば、すべて解決する。
 

でも、入江君にお医者さんになりたいって夢があるんじゃないの？まだ、日の浅い夢だから。
 

（俺、医者になりたいんだ。俺に向いてるかどうか分からない、けど、ちゃんと勉強してみたい。）
 

あきらめちゃうの？
 

（入江君???）
 

（医者は、俺が生まれて初めて興味を持った仕事なんだ。）
 

（入江君があまりにも寂しそうで、私は思わず入江君を抱きしめていた。でも、入江君はその手を解（ほど）かなかった。その時、入江君と心が通じ合った気がした。）
 

入江君、はい、お弁当。今日はね、玉子（たまご）焼が自信作なの。後、葱焼も入れといたから、葱はね、頭が良くなるんだって。
 

だったら、お前が食えよ。
 

行ってらっしゃい。
 

（それなのに。）
 

会長自ら、わが社まで足を運びいただけるなんて、光栄です。本当にありがとうございます。
 

いやいや、今日はこの辺りに用事もあったもんだからね。
 

今日はお一人ですか。
 

今日は個人的に、直樹さんに相談があってね。
 

僕にですか。
 

直樹君、見合いをしてみる気がないか。入江君が入院してる時になんだが、うちには孫娘がいてね。君と同じ年で、聖心女子大学に通ってるんだが。
 

名門中の名門じゃありませんか。
 

どうだろう、直樹君？一度会うだけでも会ってみないか。君も若い、すぐには返事ができないだろう。親御（おやご）さんと相談してからでも、近日中に返事をくれたかい？出資の件については、その後にで。今日は急に来て、すまなかったね。
 

とんでもありません。
 

じゃ、直樹君、くれぐれもよく考えといてくれたまえ？
 

はい、ありがとうございます。
 

直樹さん???
 

この話、会社にとっても、好都合なんですよね。
 

（私たちの運命は大きく動き始めようとしていた。）
 
  


第十四話 恋の別れ道
 

どういうことなの？お兄ちゃん。
 

ママ、ママ、落ち着いて。しかし、急に大泉会長のお孫さんと見合いだなんて、どういうことなんだ？
 

別に。
 

まさか、資金援助のためじゃないだろうな。
 

連絡しないで来たから、パパびっくりしちゃうかな。
 

どうしよう？びっくりさせたら心臓に悪いかな。
 

何言ってんだい？裕樹君の顔見たら、病気なんか吹っ飛ぶ（ふっとぶ）ぐらい元気になっちゃうぞ。
 

親を見縊（みくび）るな。私はな、お前を犠牲してまで会社を守ろうなんて思ってないよ。
 

そうよ。結婚だなんて、とんでもない。
 

結婚？お兄ちゃんが？
 

私にはパンダイを一代で大きくしたというプライドもある。だから変な気は使うな。結婚は本当に好きな人としなさい。
 

気に入ったんだ。お見合い写真見て、相手の人、好みだったんだ。
 

お兄ちゃん、本気なの？
 

裕樹？
 

本当に結婚するの？だって???
 

琴子ちゃん、相原さんまで???
 

入江君、お見合いするって本当？
 

あ、今週の日曜日だ。親父がこういう状況だから、正式なものじゃなくて、軽く会食しようって。おふくろには出てもらうからな、頼んだぞ。
 

（そんな！入江君がお見合いするなんて、信じられない。私、どうしたらいいの？）
 

入江のやろうが見合いやと？
 

相手は取引先のお嬢さん。
 

それじゃまるで勢力（せいりょく）結婚じゃない？
 

ふぁ、今の期そんなのあり？
 

分かんない。入江君相手のこと気に入ったって言ってたけどさ。ごめん、あたし行くね。
 

ちょっと、琴子大丈夫かな。
 

大丈夫なわけないでしょう？琴子が何年入江に片思いしてきてると思ってんのよ。
 

だよね、だけど入江のやつ、まさかお見合いするなんて???
 

入江のやろう、許せん。
 

まったくだよ。あいつどれだけ琴子を振り回せば気が済むわけ？
 

ま、琴子が自分で勝手に振り回ってるだけだけどね。
 

せいやけど、琴子の気持ちはどうなんねん？入江のためにあんなに健気（けなげ）にがんばってきとったのに、別の女と見合いやで？
 

金ちゃん？それじゃまるで、琴子と入江がうまく行ってほしいみたいだけど。
 

そんなこと言うとらんかい？わしは琴子に笑顔でいてほしいだけや。
 

（俺が会社を継げば、すべて解決する。
 

でも、入江君にお医者さんになりたいって夢があるじゃないの？
 

まだ、日の浅い夢だから。
 

あきらめちゃうの？入江君???）
 

（あの時、入江君と心が通じ合った気がしたのに。）
 

割っちゃった。痛い！
 

大丈夫、琴子ちゃん？大変、血が出てるんじゃないの？痛そう。大丈夫？
 

はい。すいません、ぼっとしてて。
 

お兄ちゃんのお見合いのせいね。ったくもう、お兄ちゃんったら。でもお兄ちゃんのお嫁さんは琴子ちゃんっていう私の気持ちは変わってませんからね。
 

でも入江君が決めたことだから。
 

そのことなんだけど、どうしてもあの言葉がお兄ちゃんの本心とは思えないのよね。会社のことだってそう。そりゃあたしだってお兄ちゃんがパンダイを継いでくれたらいいなって思ってたわよ。でも実際に会社で働くお兄ちゃんを見ると、なんか違うなって思うのよね。これで本当にお兄ちゃんのやりたいことじゃないんじゃないかしらって。お兄ちゃん、パパが倒れたことに責任を感じてるんじゃなかったと思うのよ。それで自分を犠牲にして会社を助けるつもりなんじゃないかって。
 

でも、だからって結婚までしますかね。一生のことなのに。
 

あの子思い込んだら、一途なところがあるから。だからね、あたし、いいこと思い付いたのよ。
 

いいこと？
 

入江君、お見合いするんですって？
 

相手は北英社って会社の会長のお孫さん。
 

え？大泉会長の？
 

知ってるの？
 

当たり前でしょう？ね、あなた新聞とか読まないわけ？大泉会長って言ったら、財界の超大物（おおもの）よ。政治家にも顔が利く、日本経済界の大ボスなんだから。
 

そんなすごい人のお孫さんだったんだ。そういえば幼稚園からずっと聖心女子だって言ってた。
 

本物のお嬢ね。
 

入江君写真見て一目で気に入ったって言ってたし。綺麗なんだろうな。
 

気に入らないわね。だってそうでしょう。何で突然現れた完璧女に入江君を攫（さら）われなきゃいけないのよ。納得いかない。
 

ま、おば様が何とかしてくれると思うけどね。
 

うん、おば様？何よ、その話？
 

おお、私、何でもない、何でも。
 

何でもないわけないでしょう？早く言いなさいよ。
 

だから内緒話なの。おば様がお見合いをぶっ潰すっていう作戦は、は？
 

お見合いをぶっ潰すね。あなたたちって本当相変わらずね。
 

何よ？
 

でも、今回ばっかり私も参加するわ。
 

こちらでございます。
 

や、直樹君、奥さん、お待ちしてましたよ。
 

お待たせいたしました。
 

そろそろ、どうぞ。入江君が入院中に、すまないね。こちらも今日は私と孫の沙穂子だけです。沙穂子の両親を加えての正式の顔合わせは入江君の体調が良くなってから、また後日（ごじつ）ということで。
 

その「後日」があるかどうか。
 

おふくろ！
 

一二、一二。
 

どうしてあたしまでこんな格好をしてなきゃいけないのよ。
 

しかたないでしょう。庭に怪しまれずに潜（もぐ）り込むにはこれしかないんだから。あ、あれ！
 

どんな女なのよ。大泉会長の孫娘って。
 

まだその人は来てないみたい。
 

何よ。
 

今沙穂子は準備をしています。もうすぐ来るからね。
 

遅くなりました。
 

や、沙穂子、待ってたよ。
 

あの時の！
 

（大丈夫ですか。）
 

覚えていらっしゃいますか。
 

美人は特に忘れませんよ。
 

おやおや、なんだ、二人とも初対面じゃなかったのか。それなら話が早い、沙穂子、おかけなさい。
 

ちょっと、何やってんの、あんた。ぼけっとしないで、貸しなさい。何よ。多少顔が良くたって、頭は空っぽかもしれないじゃない。
 

そうだそうだ、よし、もうちょっと近くに行って、二人の話聞こう。匍匐前進（ほふくぜんしん）、さ。
 

本当にやってんの？なんだよ、もう。
 

沙穂子さんのご趣味は？
 

私は何も取り柄（とりえ）がなくて、お料理とか、洋裁とか、手芸とか、つまらないんです。
 

ま、本当にね、つまらない。
 

おば様、ナイス！
 

聞こえちゃうでしょう。
 

いや、祖父の私が言うのもなんだが、沙穂子はお淑（しと）やかでね、現代の大和撫子とでも言うか。
 

いいですね。おしとやかな女性は好きです。
 

ま、大和撫子なんて、古くさい。道理で若々しさに欠けてらっしゃると思ったわ。
 

あの、直樹さんはどんなことに興味がおありなんですか。
 

そうですね。大体読書しています。後は、テニスを少々。
 

何が少々だ？何回も大会で優勝してるそうじゃないか。
 

ま、すごい。
 

今度教えますよ。
 

うれしいです。でも私下手だから、呆れられてしまうかも。
 

それは呆れるでしょうね。
 

おふくろ！
 

何ですか。うちの直樹はとても意地悪でね。一度教えてできない人のこと、すぐに軽蔑（けいべつ）するんですよ。それも、あからさまに。
 

すごい、おば様。
 

っていうか、おば様のほうがあからさま過ぎ。
 

しかし、勉強もスポーツも得意でそのルックスだ。直樹君、さぞもてるんだろうね。
 

それほどでも。
 

ええ、とてももてるんですよ。でも、ご安心なさって、女の子と付き合ったことは全然ないの。
 

おお、硬派なんだね。
 

ええ、もう硬派の硬派でして。もらったラブレターをその子の前で突き返す、勇気を出して告白しても、みんなの前で子っ酷（こっびど）く振る。本当に硬派なんですよ。
 

今の話って全部あなたのこと？あなたって本当に嫌われてたのね。
 

でも、誰にでもいい顔して、お付き合いするような男の人なんかより、冷たいくらいのほうがずっと素敵だと思いますよ。
 

おお、ははは、まったくその通りだ。浮気の心配がなくていい。
 

でも、まったく女気（おんなけ）がなかったというわけではないんですよ。実は直樹には三年近くも同棲している同い年（おないどし）の女の子がおりますの。
 

いい加減にしろ。何が同棲だ、同居だろう。
 

似たようなものでしょう。
 

大泉さん、これには事情が???
 

そうなんですよ。大事なお孫さんをいただくかもしれないんですから、こちらの事情もちゃんと知っておいていただかないと。一つの屋根の下に暮らしている同い年の女の子がいるというのは紛（まぎ）れもない事実。ま、硬派といっても、直樹も若いですから、何ごともなかったかどうか、わたくしも保証できませんけどね。
 

沙穂子さん、お庭へ行きませんか。
 

あら、いいわね。
 

僕と沙穂子さんの二人で。
 

いや、これは気が利かなくて、申し訳なかった。さ、二人で行ってください。ね、さささ。
 

行くわよ。
 

はい。いや、腰が痛いで。
 

すみません。おふくろのやつ、失礼なことばかり。
 

いえいえ、お母様、きっとその方のこと、気に入ってらっしゃるんのね。その同居されてる女性？
 

父の親友のお嬢さんなんです。家族ぐるみの付き合いなんで、母もあんなこと。でも、彼女のことを気に入ってるのは僕じゃなくて母ですから。
 

私もお母様に気に入っていただきたいわ。その前に、もちろん直樹さんに気に入っていただかなくちゃいけないんけれど。
 

ということは、僕のこと気に入っていただけたんですか。
 

エレベーターの前で、お会いした時から。
 

奇遇ですね。僕もですよ。
 

まぁ。
 

あ、むかつく。何なの、あの雰囲気。ちょっとあんた、作戦一は？
 

はい、合点承知（がってんしょうち）、移動しますよ。作戦第一の秘密兵器はこのスプリンクラー、あの二人がこの近くを通る瞬間に、これを作動させる、そうしたら、あの子の振袖（ふりそで）はびしょびしょ、あ、これは帰るしかないよ。
 

安易過ぎない？
 

シンプルのほうがうまく行くんだよ。よし、Let’s go！
 

この盆栽は一番古いもので、五百年以上のものがあるらしいですよ。
 

そんなにですか。
 

ええ。
 

来たよ。
 

はい。
 

今だ！
 

はい。
 

それにしてもいい天気ですね。水浴びしたい気分。
 

あれ？
 

沙穂子さんにもそういうところあるんですね。
 

ちょっとあんた、何やってんの、どんくさいな、もう通り過ぎちゃった。貸しなさいよ。
 

おかしいな。
 

ちょっと、何なの？この設置全然効かないじゃないよ？
 

や???
 

あれ？
 

スプリンクラーの誤作動でしょう。行きましょう。
 

はい。
 

冷たい???
 

もう、何であたしこんな目に遭わなきゃいけないのよ、バカ。
 

気を取り直せ、作戦二！Let’s go！あ、目が痛い???
 

本当、あなたのイタズラって小学生レベルね。
 

だって、気持ち悪いでしょう。
 

気持ち悪いわよ。
 

えっとですね、あの沙穂子とやらがあそこを通った時、これを投げつける。そして、絶叫（ぜっきょう）とともに、一気にボタンー。
 

いい気味だわ。
 

でも、ちょっとやりすぎかな、これ。
 

まったく。本当あんたってあまっちゃんね。そんなんだから、いつまで経っても、入江君に振り向いてもらえないのよ。
 

返す言葉がございません。
 

あたしもだけど。ほら、来たわよ、早く。
 

あ、ちょっと。
 

もう、また通り過ぎちゃうじゃないの？
 

行くよ、行くよ。
 

早く！
 

はい。やった！
 

僕がいるから、大丈夫ですよ。
 

あら、あちらで誰かお池に落ちてるかしら。
 

掃除のおばさんみたいですね。きっと池の中の掃除をしてるんでしょう。行きましょう。
 

あら、とんだ水難だったわね、琴子ちゃん。
 

きっと罰が当たったんですね。あんなきれいな人に意地悪しようとしたから。
 

沙穂子さんね。確かに、ちょっとばかり美人だったわね。
 

おば様、いつの間に？
 

だけど、全然こんな子、お兄ちゃんのタイプじゃないわよ。お兄ちゃんの人生には刺激が必要なの。こんな完璧とおとなしい子、すぐに物足りなくなっちゃうに決まってるわ。私には手に取るように分かるの。
 

でも。あの二人、お互いにかなり気に入ってるように見えましたけど。
 

それに、私の鬼姑（しゅうとめ）作戦はうまく行ったしね。もう、大泉会長きっと考えるよ。こんな姑がいる家に大事な孫娘遣（よこ）すもんですか。きっとあちらから断ってきますよ。ああ、来たわ。断りをつける電話の音よ。はいはい。
 

はい、入江ですが。大泉会長。
 

来た。
 

今日は母が大変失礼しました。そうですか。それで構いません。どうぞよろしくお願いいたします。
 

どうだった？断ってきた？
 

沙穂子さん、俺のこと気に入ったから、見合いの話進めたいってさ。だからこのまま進めてもらうことにした。
 

お兄ちゃん！
 

俺が気に入った人なんだ。だから、もう二度とあんな邪魔をしないでくれ、おふくろ。お前もだぞ。ばればれなんだよ。
 

ごめんなさい。
 

お兄ちゃんが本気だなんて、信じられない。
 

あれから、しょっちゅう沙穂子さんから電話がかかってきて、週に何度もデートしてるし、入江君の帰りが遅いから、おば様イライラしてるの。
 

うん、しかたないわね。
 

あきらめちゃうの？
 

だって、あの大泉沙穂子が相手じゃん、勝ち目ないもん。でも、どうせ入江君は取られるんだったら、あなたのほうがまだ良かったわ。だって、あなたが相手じゃ、いつか入江君も後悔するしね。あの時、松本を選んでおけばよかったなって。
 

あたし、今バカにされてない？
 

沙穂子って人には、なんか戦わずして負けたって感じがするの。その点、あなたの努力、私も認めざるを得ないわ。本当無駄なのに、どこまでもかんばるわよね。あなたって笑える。
 

放っといてよ。
 

知ってるわよ。彼とキスしたんでしょう。
 

でも、それは???
 

がんばれ！
 

何、今？もしかして、エール？ただいま。
 

ええ、大丈夫ですよ。では明日。ええ、楽しみにしています。
 

ただいま。
 

お帰り。
 

明日沙穂子さんとデートするの、か。あ、ごめん、関係ないよね。
 

表参道だよ。大泉会長が支援してる作家の個展のオープンニングパーティーに行くんだ。また追っかけてくる？パーティー会社のトイレ掃除のふりでもして？
 

金ちゃん。
 

どうや、うまそうやろう？これ食べて元気出しや。
 

あたしたちが話したの。入江がお見合い相手と付き合い出したこと。
 

そうだよね。やっぱりあれって付き合ってるってことなんだよね。
 

ほら、食べなさい、これこれこれ。はい、どうぞ。
 

これ、借りるで。
 

ちょっ、ちょっといただくよ。
 

ああ、もう、そんな顔して食うんだら、せっかくのうまいものもまずなるやんか。琴子、元気出しや。入江みたいな薄情（はくじょう）な男、さっさと結婚してくれたほうがせいせいするやんか。
 

そうよ、そうよ。
 

なんかさ、あたしの思い過ごしたっていうのは分かってるんだけど。最近、入江君と距離が縮まってきてるような気がしたんだよね。だから、まだ現実が受け入れられなくて。
 

分かるよ。なんだかんだ言って、二人は腐れ縁（くされえん）でうまく行くって、そう思ってたから。
 

じんこ、今その言葉が残酷だって、入江はお見合い相手とうまく行ってるんだから。
 

そうでした。
 

今回ばかりは今までと事情が違う。だってお見合いっていうのは家同士の問題だからね。いやになりましたってやめられるもんじゃないだから。
 

入江もそれ分かってて、話進めてるってことか。
 

だよね。
 

あ、食べよう、ね。ほら、食べなさいよ。生きることは食べることみたいのさ。
 

そう、元気出そう、いっぱい食べちゃいな。
 

うん、甘いものが特にいいからね。
 

すばらしい作品ばかりでしたね。
 

直樹さんもそう思いになった？パーティーも和（なご）やかで、作家の人柄が感じられましたわ。
 

立食（りっしょく）だったので、お腹空かれたでしょう。良かったら、どこかでお食事でもいかがですか。
 

うれしいわ。あ、そうだ。この先に祖父が行きつけのイタリア屋がありますよ。
 

大泉さんのお眼鏡に適（かな）った店なら安心だ。行きましょう。
 

お兄ちゃん、遅いよね。
 

あたし、見てきます。
 

いいわよ、こんな夜中に女の子が危ないわ。
 

でもなんか寝付けそうにないし。散歩がてら、コンビニでジュース買ってきます。
 

琴子ちゃん。なんだかんだ言って、お兄ちゃんのこと、気にしてるのよね。
 

よ、二枚目（にまいめ）、お嬢様とのデート帰りか。ちょー待ってや。お前琴子のことどう思ってんや？
 

関係ないだろう。
 

ありありや。お前琴子にずっと思わせぶりな態度とっとったやろう。わしにとって、琴子は大事な人なんや。大事な人の気持ち、玩（もてあそ）ばれて黙ってられるかい？
 

だったらどうするんだよ。
 

わし、お前から琴子奪う。いや、守る。せいやから邪魔せんとってくれるか。お前がって結婚したい女ができてやたら、分かるんやろう。お前にとって、その女が大事なんやたら、わしにとって琴子は大事なんや。あんな辛そうな琴子、見てられへん。どうやね。
 

（入江君、琴子は俺のことが好きなんだって言ってよ。前はそう言ってくれたじゃない？お願い。）
 

好きにすれば。
 

お、おっしゃる通り好きにさしもらうわ。せいやから、お前ももう余計なちょっかい出すんやないで。男の約束やからな。
 

（今度こそ、本当にお終いなの？入江君はあきらめるなんて、無理だよ。）
 

お兄ちゃん、本当にあのお見合いの女の人と結婚するの？
 

なんだよ、急に？
 

どうなの？
 

たぶんそうなるんじゃないかな。
 

お兄ちゃん、その人のこと本当に好きなの？
 

どうしたんだよ、裕樹？
 

ちゃんと答えてよ。だって、だって、お兄ちゃんが好きなのは琴子なんでしょう？だって、だってお兄ちゃん、病室で琴子にキスしてた。
 

今度、沙穂子さんに合わせてやるよ。美人だし、料理も得意らしいぜ。お前ならきっと気に入るよ。俺に似合いの人なんだ。きっと、何もかもうまく行くよ。
 

おお、おはよう、琴子。
 

お、おはよう、金ちゃん、今から食堂のバイト？
 

今日の日替わり定食な、チキンカツやで、琴子も好きやろう？おばちゃんに内緒で大盛りにしてやるさかい、絶対食べに来や。
 

うん、ありがとう。
 

な、琴子、今度の日曜やんなんけど、もし時間があったら、遊びに行かんか？あの、相原のお客さんに映画のチケットもらったんや。それで、気分転換にどうかな思って、あの、アクション映画し、スカッとするかな思って。やっぱり俺と二人ではあかんか？そんなら、じん???
 

いいよ。いいよ、二人で行こう。
 

つまり、デートちゅうことなるんやけど、ええか？
 

おじ様のことで金ちゃんにはいろいろと助けってもらってるし、お礼もかねて、デートしよう。
 

はい。
 

じゃ、また後でね。
 

社長、来週退院されるそうで、おめでとうございます。
 

ありがとうございます。
 

それで、お見合いの件なんですが、社長が落ち着かれ次第、双方のご両親も交（まじ）えた会食の機会を設け、お話を進めたいとの言葉ですが。
 

それで構いません。よろしくお願いいたします。
 

ありがとうございます、直樹さん。大泉会長はわが社に莫大な資金援助を約束してくださるそうです。これでわが社も安泰（あんたい）ですよ。
 

（私と入江君はそれぞれ、別の道を歩み始めようとしていた。その先にはいったい、どんな未来が待っているのか。）
 
  


第十五話 さよなら、入江君
 

おはよう。
 

おはよう。
 

琴子ちゃん、デートですってよ。
 

デート？
 

こん、ずいぶんとメークアップして出かけてたよ。
 

（せいやから、邪魔せんとってくれるか。お前がって結婚したい女ができてやたら、分かるんやろう。お前にとってその女が大事なように、わしにとって琴子が大事なんや。あんな辛そうな琴子を、見てられへん。）
 

うん、ずいぶん物好きな男がいるもんだな。
 

お兄ちゃん、本当にこれでいいの？お兄ちゃん！
 

悪いけど、月曜の会議までに、目を通さなきゃいけない書類があるから。
 

まったく。
 

面白かった。
 

あのカーアクションがすらっとするところがすごかったな。ほんま。
 

スカッとした。
 

よっしゃ！今日は日ごろのストレスを発散する日や。せや、ゲーセン行かへん？
 

行く行く行く???
 

行こう！こうやったら、乗るや、乗るやで、琴子！行きます。
 

行ってまいります。あ、なんかいる、なんかいるよ。がんばれ、金ちゃん、がんばれ。
 

よっしゃ。
 

来い。
 

この辺やろう。もう一回。
 

もう一回。
 

（金ちゃんと過ごす時間は思いのほか楽しくて、少しの間、入江君のことを忘れさせてくれていた。）
 

金ちゃんとデートした。
 

金ちゃんと高校の時からずっと仲いいけど、考えてみたら、二人でどこか出かけるのは初めてなんだよね。
 

それで？
 

それで、どうだったわけ、デートは？
 

やっぱ金ちゃんじゃだめか。
 

いや、それが思ったより楽しかったんだよね。なんか、時間があっという間に過ぎていくっていうか。
 

それで？
 

（今日は楽しかった。ありがとう。
 

わしも今日は久々にスカッとしたわ。
 

じゃね。
 

琴子。またわしとデートしてくれへん？わし、また琴子が楽しめるような場所探すし、あんまり重く取らんと、気分転換に遊びに行くのに、相手が偶然わしやったくらいの軽い気持ちでええから。
 

いいよ。またデートしよう、金ちゃん。）
 

琴子？
 

琴子？
 

実は次のデートの約束したんだ。
 

まさかのいう展開？ここにって、大逆！
 

そういうわけじゃないだけど。
 

デートでも、合コンでも、何でもいいよ。ほらほら、座って座って、琴子ちゃん。琴子があの薄情な入江のことを忘れて、一瞬でも。楽しく過ごせるなら。
 

里美。
 

彼氏なんてあわてて作る必要ないんだから。急いで結論出すことないって。今は、金ちゃんでも誰でもいいから、楽しく遊んでおけばよし。
 

そうだね。琴子が元気になれるのが一番だよ。
 

でも、それって金ちゃんに悪くない？
 

あのね、もしそういうことを、少しでも思っちゃうなら、それって金ちゃんのこと、好きってことだよ。そりゃそうでしょう。自分のことよりも相手のことを思いやるなんて、好き以外の何物でもないよ。
 

どう？金ちゃんのこと好き？
 

それは分からないんだけど、金ちゃんって、いいやつなんだよね。
 

こら、そんなこと、今頃気がつかないの？
 

すばらしい演奏でしたね。
 

ええ、僕、ストラヴィンスキーが大好きなんです。
 

直樹さんらしいわ。だってストラヴィンスキーって作品にあって全然作風が違うでしょう。カメレオンと頭されてるくらい。直樹さんも、そういうミステリアスなところがあるように思います。そこが素敵なんですけれど。
 

買いかぶりすぎですよ。
 

でも、あたし、頭に来てしまったわ。ほら、あたしたちの前に座っていた方、演奏が始まると同時に、すぐに寝ていらしたのよ。こっくりこっくり、船を漕（こ）いで。せっかくあんないいお席なのに。直樹さん、どうなさったの？
 

あ、いいや、別に。さ、行きましょう。今日行くお店はＢＧＭがすべてオペラのです。オペラはお好きですか。
 

もちろんです。トリスタンが聞きたいわ。
 

トリスタンですか、いいですね。ただいま。
 

お兄ちゃん、遅いじゃないの？
 

今日は沙穂子さんとコンサートに行くから、遅くなるって言ったでよな。
 

それでしたって、何時間が聞いてんのよ。
 

その後食事するから、夕食もいらないっていうことも言ったでよな。
 

お兄ちゃん、あの沙穂子さんと人に、なんかいやらしいことでもしてないでしょうね。
 

なんだよ、いやらしいことって。中学生でもあるまいし、俺らは結婚を前提に付き合ってるんだ。後は想像に任せるよ。
 

でも、あたしはまだ賛成してないですからね。
 

親父だって言ってたろう？自分の結婚相手は自分で決めろうって、あの時、おふくろもうなずいてたじゃないか。
 

それはそうだけど。でも、あれって琴子ちゃんのことだってばっかり。
 

とにかく、俺の結婚のことは遠慮なく、俺が自分で決めさせてもらう。
 

まぁ。
 

ただいま、戻りました。
 

琴子ちゃんまでこんな時間に？もしかして、琴子ちゃんもデート？
 

「も」ってことは、入江君も？
 

コンサートに行ってたんだ。
 

そう。私はデートなんかじゃありませんよ。おば様、実は今日からお父さんの店でお手伝いすることになったんです。
 

店のお手伝いって、琴子ちゃん、料理人になるの？
 

まさか！それはさすがに無理です。
 

良かった。無駄に腹を壊す人が出なくて済む。
 

ま、料理はともかく、サービスのほうだったら、何とかなるかなって、お勉強してみたいなって。お店には金ちゃんもいるから、いろいろと教えてもらえるし。
 

デートみたいなもんだな。
 

あたしは誰かさんと違って、仕事と恋愛をごっちゃにしませんから。
 

それって人によるんじゃない？
 

何、それ？金ちゃんに謝ってよ。
 

ほら、やっぱりそうじゃん？
 

そうだとしても、入江君には関係ないでしょう。
 

まね、お前の色恋沙汰なんて、興味ないし。
 

まぁまぁ、二人とも。あら、これってもしかして、犬も食わないなんとやらってやつかしら？！
 

違う。
 

違います。
 

あら、そう。
 

明日も夕食いらないから。
 

またデートなの？
 

関係ないだろう？お休み。
 

琴子ちゃん？
 

あたしも明日の大学の準備があるので、失礼します。それと、あたしも明日からお店で賄（まかな）い食べてくるので、夕飯は大丈夫です。おやすみなさい。
 

もうだめよ、パパ。お兄ちゃんは着々（ちゃくちゃく）と沙穂子さんとの結婚の道、進んでるし。琴子ちゃんは琴子ちゃんで、あの板前の金ちゃんと男の人とデートしてるみたいだし。しかも、お店を手伝うって。どんどんあの子との距離が縮まっていっちゃう。
 

あの、昨日金森から連絡があって、大泉会長は私が退院次第、結納（ゆいのう）の日程を決めましょうって。
 

いいぞ、その調子なら、退院も夢じゃない。
 

本当？
 

あ、よくがんばったな。
 

先生が上手に手術をしてくれたからだよ。ありがとう。
 

（でも入江君にお医者さんになりたいって夢があるんじゃないの？
 

まだ、日の浅い夢だから。
 

あきらめちゃうの？）
 

なんだよ、話って。
 

あ、この週末に私が退院することはお前も知ってるよな。
 

あ。
 

父さんの心臓、実はあんまり良くないんだろう。いずれは手術しなくちゃいけないんだよな。隠したって分かるよ。ママはあの通り、何でも顔に出る人だからな。だが、私は手術する前に、一度会社に復帰する。会社でのトラブルはすべて自分の力で解決してから、手術に望むつもりだ。
 

だけど、仕事に復帰したら、またストレスを心臓にかけるんだぞ。
 

だからと言って、お前を好きでもない女性と結婚させられるか。
 

好きでもないって、勝手に決め付けんなよ。
 

直樹、お前は父さんの息子なんだぞ。会社より何より、お前の幸せが一番大事に決まってるだろう。だから???
 

言われなくても、自分の人生は自分で決める。だから、親父も、余計なことは何も考えないで、自分の体を直すことだけに専念してくれ。
 

琴子、これ三番テーブルにお願い。
 

はい。はい。
 

これわし片付けておくから、琴子大将のほう、頼んで。
 

ありがとう、金ちゃん。
 

あの二人なんかいい感じですね。
 

みんな、パパが帰ってきたわよ。
 

ただいま。
 

パパ。
 

裕樹。
 

パパ、退院おめでとう。
 

ありがとう。
 

せいの。
 

おじ様！
 

入ちゃん！
 

パパ！
 

冗談、冗談、冗談。この通り、ぴんぴんしてますよ。完全復活です。
 

もう、ぱぱったら、からかわないでよ。
 

ごめん、ごめん。
 

奥さん、入ちゃんがすっかり回復した証拠ですよ。さ、今日はお祝いだ。
 

ありがとう。はいはい、ＪＯＢ、みんなで。
 

はい、お待たせ。
 

こりゃまたうまそうだね。
 

もう入ちゃんの好きなもんばっかりばい。
 

うれしかっ！病院食は本当に味げろで、味げろで。
 

まだ本調子じゃないんだから。酒、タバコ、脂っこいものと甘いものはやめとけよ。
 

そんな！私がどれだけ病院で味気（あじけ）ない食事に耐えてきたことか。
 

そういう問題じゃない！
 

まぁまぁ、お兄ちゃんの言う通り、パパ、ほどほどにね。
 

はい。
 

じゃ、退院のお祝いをしましょうよ。みんなグラス持って、はい、じゃパパ、一言。
 

え、この度は急な入院でみんなには本当に心配と迷惑をかけて申し訳なかった。でもね、みんなのおかげで、こうしてまた無事に退院することができました。本当にありがとう。乾杯！
 

乾杯！
 

さ、食べて食べて。
 

よし、相ちゃんの料理食うぞ。
 

いただきます。
 

肉肉???
 

じゃ、魚。
 

きれい。
 

あれ取れない？
 

取れない。
 

やっぱり、我が家が一番だね。
 

本当にいいわよね。こうやって家族が一緒に食卓を囲むのって、身内だけで寛（くつろ）ぐわ。
 

あれ、誰が来たな。
 

変ね、今日は内輪（うちわ）の会ってことで、誰も呼びしてないのに。
 

いや、俺が呼んだんだ。
 

直樹のやつ、誰を呼んだんだ？
 

なんかいやな予感がするわ。
 

大泉会長！
 

いやいや、入江君、退院おめでとう。今日は直樹君からお招きいただいてね、お祝いに来たよ。
 

あ、こんな遠くまで足をお運びいただいてすみません、本当にありがとうございます。
 

いや、良かった、良かった。
 

お兄ちゃん、今日は内輪だけの会って言ったでしょう。
 

だからお呼びしたんだよ。父さん、こちらが大泉沙穂子さんです。
 

どうも初めまして。
 

どうぞ、こちらへ、琴子、空けてほら。
 

どうぞ、どうぞ。
 

どうぞ、お座りください。
 

ありがとう。
 

すみません。
 

ママ、こちらが妻の、妻はご存知ですかね。直樹の弟の裕樹です。
 

初めまして。
 

初めまして。おじ様、本日は退院おめでとうございます。これ、つまらないものですが。
 

えっ？これは？これは、これは???
 

はい。
 

うまい。これすべて沙穂子さんが？
 

お口に合いますか。
 

いや、合うも合わないも、このあっさりした中に甘（うま）みが凝縮（ぎょうしゅく）されてて、きれいもあるのに、濃くもあって、これはおいしいにもほどがあります。
 

ま、パパったらオーバーね。今日は本職の相原さんのお料理があるのに。まぁ???
 

これはもしかして、動物での油分（ゆぶん）と砂糖を抜いて作ってますか。
 

そうなんです。おじ様心臓恐れ入って恐れ入っていらっしゃったと聞いたので。
 

おお、そんなことまったく感じさせないぐらいおいしいです。
 

いや、見事なもんですよ。
 

会長、こちらの相ちゃんですね、日本料理店をやっておりまして、非常に評判のいいお店なんです。
 

おお、そうなんですか。
 

お恥ずかしいわ。本職の方に召し上がっていただくなんて。
 

いえいえ、こちらこそ、うちの店、手伝ってもらいたいぐらいですよ。これは砂糖の代わりに甘酒（あまざけ）を使われてますね。
 

ご賢察（けんさつ）の通りです。
 

どこで本格的な料理を学ばれたんですか。
 

母から教わっただけですわ。
 

おお、お母様相当プロ並の腕前なんですな。いや、勉強になります。
 

すごいや、おいしい。
 

だろう。
 

それで、あなたが入江君の親友の？
 

あ、俺申し遅れました。相原です。すみません、身内の集まりにあの、図々しく参加させて???
 

いえいえ、そして、こちらが同居されているお嬢さん？
 

初めまして、相原琴子です。
 

あ、いえいえ、入江君の奥様が相当気に入ってらっしゃると言うから、ついついこちらも気になってしまいまして。
 

おじい様、そんなにご覧になったら琴子さんに失礼よ。
 

これはこれは、あまりの可愛らしさに、つい、見とれてしまってね。
 

恐れ入ります。
 

ね、琴子さん、お外で少しお話しませんか。私、琴子さんとお話してみたかったの。ごめんなさいね、おじい様ったらあんな失礼な態度を。
 

いえいえ、とんでもない。
 

実はね、私もおじい様も琴子さんに焼きもち焼いてるんだよ。
 

え、何で私が？
 

だって琴子さんってもう二年以上直樹さんと一緒に暮らしてらっしゃるんでしょう。
 

ええ、まぁ。
 

それに、直樹さんのお母様にも気に入られてらっしゃるから。だから、うらやましいんのよ、琴子さんのこと。
 

あの、沙穂子さん、入江君のどういうところが好きなんですか。
 

あの日、おじい様に大事な話があるからって会社に呼び出されて、実はそれが直樹さんとのお見合いの話だったんですけどね。
 

（大丈夫ですか。）
 

紳士的（しんしてき）でやさしくて、私一目惚れしてしまったの。まさかそんな方が直樹さんだなんて夢にも思わなかったから、お見合い会場で再会した時は、本当に驚いてしまって、運命を感じてしまったの。
 

（私だって入江君に一目惚れだったのにな。それから二年も片思いして、ひょんなことから一緒に暮らすことになって、でも運命なんて感じることもできないまま、何の進展もないまま、月日（つきひ）だけが過ぎていて。）
 

私もそんな出会いをしてみたかったです。
 

してみたかった？
 

いや、してみたいです、これから。
 

本当はね、私お見合いの話、お断りするつもりだったのよ。まだ大学生だし、早すぎると思って、でもとりあえず会うだけ会いなさいっておじい様に強引（ごういん）に連れられて、それなのに、こんなことになるなんて、人の縁って不思議なものよね。
 

そうですね。
 

でも、私、怖いの。
 

どうして？
 

直樹さんが優しくてくださればくださるほど、なんか本当の直樹さんが遠くに行ってしまう気がして、本心が分からなくなるような気がして、自分に自信がなくなってしまうの。変でしょう。
 

それは沙穂子さんが本当に入江君のことが好きだからだと思うな。ちっとも変じゃないですよ。誰かを好きになると、そういう気持ちになるんじゃないかな。絶対あきらめないって思ってても、ちょっとしたことで自信なくなったり、沙穂子さんみたいにきれいで、おしとやかで、完璧な人だってそうなんだもん。普通の女の子はもっとそうだよ。そのくせ、ちょっとやさしくしてくれたら、舞い上がって、うれしくなって、もしかしてって思って、世界で一番幸せになって、でも、また冷たくされたら、嫌われたかなって怖くなって、そんなことの繰り返し、がんばるって思ってても、すぐに気持ちがアップダウンしちゃう。
 

琴子さんも、誰かを本当に好きになってことがあるのね。
 

いやいや、そんなことは、ね。でも、入江君は沙穂子さんのこと、本当に好きだよ。いわゆる、ぞっこんっていうやつ？
 

どうして断言できるの？
 

何でだろう？そう言われたら困りますけど。でも、そう思います。だから、安心してください。
 

今日はお邪魔したね。
 

いえ。
 

入江君、くれぐれも無理をしないようにな。
 

はい。会社に復帰しましたら一番にご挨拶に伺いますので。
 

おい、その前に結納（ゆいのう）だろう。な、直樹君、沙穂子。
 

はい、よろしくお願いいたします。
 

じゃ、入江君、日程については、改めて相談っていうことで。
 

はい、今日は遠路遥遥（えんろはるばる）、本当にありがとうございました。
 

じゃ沙穂子、行こうか。
 

私、直樹君と少し歩いて帰りたいわ。
 

直樹君、構わないかな。
 

もちろんです。責任を持ってお送りします。
 

よろしく頼んだ。それでは。
 

失礼いたします。
 

行きましょうか。
 

はい。
 

あ、疲れた。塩撒いたろうかしら。
 

ママ、めったなこと言うもんじゃないよ。
 

でも、本当にこれでいいの、パパ？
 

直樹の決めたことだ。しかたないよ。
 

琴子ちゃん、明日にしない？今日はもう疲れたでしょう？
 

なんか目が冴（さ）えてるんで、お皿だけ洗っちゃいます。おば様も今日は慌（あわただ）しかったから、お疲れになったでしょう。お先に休んでください。
 

でも、悪いわ。
 

大丈夫ですよ。後もう少しなので。
 

琴子ちゃん。ごめんなさい、本当にごめんなさい。私ずっと琴子ちゃんうちとお嫁にもらうって言ってきたのに、こんなことになってしまって、二人のこと応援してるつもりが、かえって琴子ちゃんのことを傷つけてしまったわよね。本当に申し訳なくて。
 

そんなの、おば様のせいじゃ???
 

私、今でも琴子ちゃんあきらめられない。
 

ありがとうございます。そんなに思っていただけるなんて、すっごくうれしいです。私、おば様のこと、本当のお母さんみたいに思ってます。これまでも、これからも、たとえ入江君が誰と結婚しても。
 

琴子ちゃん、本当に???
 

ただいま。
 

遅かったね。
 

親父たちは、もう休んでる？
 

うん。
 

そうか。じゃ。
 

ね、沙穂子さんって本当に素敵な人だね。
 

美人だろう？料理もうまいし。
 

それだけじゃない。一緒に話してみて、彼女、本当に入江君のこと好きなんだなって思った。あんな人に思われたら、入江君が夢中になるの、しかたないよね。
 

お前も早くいい男見つけろよ。
 

おはようございます。
 

お、おはよう。
 

うん、お父さんだけなの？金ちゃんと小田原さんは？
 

今ちょっと買出しに出てもらってる。
 

そうか。じゃ、あたし、掃除でもしようかな。
 

な、琴子、ちょっといいか。仕事の前に、話したいことがある。
 

何？お父さん。
 

俺たち、入ちゃんうち、出ないとな。お前も昨日分かったろう。直樹君、あれ結婚、本気だよ。そうとなったら、俺たちあの家にいるのは不自然だ。大泉さんの方だって、いい気をしないとろうし、今のままじゃ、纏（まと）まるもんも、纏まらねえよ。だから、新しい探して出よう。もう古くたって、狭くたって、何だっていいよ。
 

やっぱりそうだよね。
 

お前の辛い気持ちはよく分かる。
 

うん、私、格好悪いね。どんなに傷ついても、入江君への気持ちは貫いてみせるって自分で決めたのに、それなのに???
 

引き抜いても大事なもんさ。直樹君にあいつもいい女だったなと思わせるチャンスじゃないか。直樹君のことが、早く忘れなきゃな。
 

（今までいくつの流れ星に願いを託してきたことだろう。でも、それももう、終わりにしなくちゃいけないんだ。）
 

ママ、そんな顔しないで。
 

無理、お兄ちゃんが結納だなんて、私の人生、最悪の日を。
 

ママ、落ち込ませるつもりじゃないんだけどね、まだ結婚式も披露宴もあるんだよ。
 

ああ、やめてよ、パパ、泣けてくるわ。
 

ごめんごめん。
 

行くぞ、親父、おふくろ。
 

うんうん、行こう。
 

おふくろ。
 

はいはい。
 

お待たせ、琴子。
 

おはよう、金ちゃん。
 

おはよう。
 

おはよう。
 

ほら、行こうか。
 

うん。
 

それでは始めよう。
 

幾久（いくひさ）しくお収めください。
 

謹（つつし）んでお受けいたします。幾久しく収めさせていただきます。
 

謹んでお受けいたします。幾久しく収めさせていただきます。
 

な、今何食べたい？何の気持ち？
 

うん、お好み焼きとか。金ちゃんの。久しぶり、食べてみたい。
 

金ちゃんのたこ焼きも焼いたりっすか。
 

（今頃、入江君は???）
 

琴子、大丈夫か。
 

うん、何が？ね、今日どこ行く？私も特にゲーセン行きたいな。実はね、金ちゃんに取ってほしい縫いぐるみがあるの。それがね、すっごい可愛くて、赤い帽子が付いてて、さくらんぼもちっちゃい???
 

結婚しへんか？俺と結婚しへんか。
 

これ、どうして分かったの？
 

言ったやろう。わし、琴子のこと分かるんや。相原琴子さん、俺と結婚してください。
 
  


最終話 流れ星の奇跡
 

このたびは入江直樹と大泉沙穂子の婚約が整い、喜んでおります。
 

謹んでお受けいたします。幾久しく収めさせていただきます。
 

相原琴子さん、俺と結婚してください。
 

金ちゃんにプロポーズされた？！ちょっと、こっち。
 

それで、何って言ったの？
 

まだ何も。
 

でも、何って答えるつもり？
 

分かんない。金ちゃんのこと、すごい好きだけど、ずっと友達として仲良くしてきたから。
 

ま、そうだろうね。
 

あたしは琴子には入江より、金ちゃんのほうがお似合いだと思う。はっきり言って。
 

里美。
 

だってそうでしょう。入江なんてさ、散々思わせぶりな態度取ってきて、キスまでしといて、あっさりほかの女と婚約してんだよ。琴子の親友として、許せないよ。
 

だよね。その間も金ちゃんはずっと一途に琴子だけを思い続けてたわけだし。
 

琴子だって言ってたじゃん？金ちゃんと一緒にいると楽しいって。自分にないものを持つ入江に憧れる気持ちも分かるけど、でも長く付き合っていけるのは一生一緒にいて幸せになれるのは金ちゃんみたいな男だとあたしは思う。
 

愛するより、愛されるほうが女は幸せって言うしね。
 

これを機に、金ちゃんのこと真剣に考えてあげなよ。
 

はい、日本酒、お待たせしました。
 

お兄ちゃん、今日も元気だな。
 

おおきに。
 

お兄ちゃんみたいのな、威勢（いせい）のいい人がうちの店にもいてくれるとうれしいんだよな。
 

いやいや???
 

うちもね、和食やってんの。
 

どこでやっとるんですか。
 

教えないよ。
 

教えてくださいよ。
 

知りたい。
 

はい。
 

（私が金ちゃんにプロポーズされたって知ったら、入江君どう思うだろう？入江君、少しは驚いてくれるのかな。それとも???）
 

このたびはわが社への多額の出資をご決意いただき、誠にありがとうございます。
 

そんな堅苦しい話はやめてくれ。これから家族になるんじゃないか。お互いに助け合っていこう。
 

ありがとうございます。
 

それで、二人の結婚式の日取（ひど）りは？
 

それはもう会長の好きなように。
 

会長、実は父は今年中に心臓の手術を予定しています。
 

直樹。
 

これから家族になると会長もおっしゃってくださいました。だから僕も隠し事をしたくはありません。
 

直樹君、君ってやつは???
 

ですから、挙式（きょしき）はその手術が終わってから、できれば、来年のほうがありがたいのですが。
 

分かった。大事な沙穂子の結婚式だ。それぐらいの準備期間が必要だろう。うん、ジューンブライドってやつだな。じゃ、来年の今頃ということで。
 

分かりました。
 

お時間大丈夫ですか。
 

会長、そろそろ次のご予定が。
 

そうか、そうか、それじゃ。夢みたいだよ。君みたいな男と親戚になれるなんて。
 

ありがとうございます。ただいま。
 

お帰りなさい。
 

疲れた。
 

まだ本調子じゃないんだから、早く休んだほうがいいよ。
 

直樹、ありがとう。だけど、本当にこれでいいんだな。
 

親父も沙穂子さんに会って分かっただろう。あんな人と結婚するのに、何の不満があるんだ。
 

そうだな。
 

お兄ちゃん、本当にあの子と結婚するのね。
 

もう後には引けないよ。
 

（相原琴子さん、俺と結婚してください。）
 

金ちゃんと結婚か。ピンと来ないな。はい。
 

琴子、ちょっといいかな。
 

はい、何、お父さん？
 

な、琴子、ちょっとこれ見てくれないか。
 

新しい家？
 

うん、どうかな？前より広いだろう。駅からちょっと遠いけど、家賃も手頃でさ。
 

お父さん、こういうの嫌だって言ってなかった？一軒屋がいいって。
 

あ、それはま、一軒屋を持つのは母さんとの約束でもあったからな。でも、今すぐ一軒屋を持つのは無理だし、しばらくは賃貸で。それはお前に婿（むこ）が来たら、その男と一緒に二世代住宅を持つのを夢にがんばるよ。もっとも、お前をもらってくれる男がいればな話だけどな。
 

ね、お父さん、もしあたしが金ちゃんと結婚したらうれしい？
 

え、何？お前、あの男???
 

たとえばの話。
 

金之助ね、それはま、あいつは確かに料理の腕前だけは見所があるからな。人柄も温かいし、情に熱いし、バカ正直で、誠実だし、それはお前と結婚してくれたら、店の後継者が見つかるともんで、俺としてはうれしいが。
 

そうだよね。
 

いや、だからといって、あいつを無理して結婚することはないんだぞ。俺はお前の気持ちが一番大切なんだ。お前が一番好きな男で、お前のことを幸せにしてくれるんだったら、店のことなんか関係ない。
 

ま、絶対振り替えたらあかんで。ここ上がってからや。
 

はい。
 

まだやで。
 

はい。
 

まだやで。行くぜ、行くぜ。
 

はい。
 

せいの、じゃん、すごい、琴子、ほら。
 

（わ、すごいきれい。）
 

どうや、琴子、ほら、行くで、ほら。めっちゃええ席があるんね。特等席が。ほれほれ???こっちこっち、ほれ、どうや、見てみ、どうや、どうや？でっかいな。カッコいいな。これは封鎖できんはな。
 

（俺はお前と同じ家にいても嫌じゃないって言ってるんだ。
 

それって、あたしのこと嫌いじゃないってこと？
 

苦手だけど、嫌いじゃないよ。）
 

琴子、レインボーブリッジあっちやで。琴子、琴子。
 

ごめん、何でもない。
 

さては、腹が減ったんやな。遊びに行く前に、なんかうまいものも食いに行くか。腹が減っては、戦（いくさ）はできぬ。
 

そうだね、じゃ、行こう。
 

行くか。
 

わ、レインボーブリッジ、素敵。
 

どうしてん、琴子？入江のやろうやんか？
 

いいから。
 

隣におるのはまさか婚約者か。わ、めちゃくちゃお嬢様っぽい感じやな。
 

あら、琴子さん？
 

あら、沙穂子さん、先日はどうも。
 

あ、偶然、琴子さんもデート中なの？
 

こちら、婚約者の大泉沙穂子さん。
 

初めまして、大泉沙穂子です。よろしくお願いいたします。
 

どう、どうも、あの、池澤金之助です。あの、琴子の親父さんの店で板前をやっております。
 

ま、お父様の後継者でいらっしゃるのね。
 

いやいやいや、まだまだのお見習いなもので。
 

沙穂子さんはどうして今日ここに？
 

実はこの後銀座で美術展に行くの。その前にちょっと足を伸ばしませんかって直樹さんが。とても気持ちのいいところがあるからって。
 

沙穂子さんが開放感のある場所に行きたいっていうから。
 

（私と一緒に来た場所なのに、そこに沙穂子さんを連れて来るんだ。入江君にとっては、私とのファーストデートなんて何でもない。どうでもいいことなんだよね。）
 

あ、そうだわ。もしよかったら、琴子さんと金之助さんもご一緒しませんこと？フランシスベーコンの初期作品が。
 

べ、ベーコン？
 

べ、あの、わしらはあの、どちらかというと、あの、ベーコンよりがは、ソーセージのほうが。
 

そういう無理強（むりじ）いは止（よ）したほうがいいですよ、沙穂子さん。そんなところに誘っても、二人には苦痛になるわけです。彼らには彼らのレベルがありますから。
 

まぁ。
 

レベル？おい、どういう意味や、入江！
 

そうよ、私たちがバカだとでも言いたいわけ？
 

何が間違いでも？
 

直樹さん？
 

行こう、金ちゃん。私たちは私たちのレベルに似合うことにしよう。
 

琴子さん！
 

沙穂子さん、どうぞ二人は思う存分ベーコンを、私たちはお腹いっぱいソーセージ食べますから。じゃ。
 

琴子、まったくお似合いだよ、お前ら。
 

そりゃどうも。
 

どうしたの、直樹さん？琴子さんにあんなひどいことをおっしゃるなんて、直樹さんらしくないわ。
 

俺らしくないですか。大丈夫、沙穂子さんにはあんなこと言いませんから。沙穂子さん？
 

直樹さんって、お仕事もできて、何でも分かっていらっしゃるけど、ご自分の本当の気持ちだけはご存知ないのね。今日は帰ります。
 

あ、むかつく。
 

琴子、大丈夫か。
 

何が？
 

何がって。
 

何がよ。
 

何もない。ソーセージたんと食いや。もう食ってるか。
 

相ちゃん。
 

相原さん、本当に出ていかれるんですか。
 

はい。
 

うちは本当に構わんとよ。
 

いやいや、直樹君も結婚することやし、そろそろ潮時（しおどき）ばい。
 

何もかも終わってしまうのね。
 

みんなお疲れ。
 

お疲れ様です。
 

俺、ちょっとこれからお得意さんのとこ顔出すから、後頼むな。
 

はい、行ってらっしゃい。
 

明日は定休日か。今週もよく働いた。
 

兄貴、後はわしら片付けときますんで、もう上がってもらっていいですよ。
 

そう、じゃお先。
 

お疲れ様です。
 

お疲れ様です。
 

金ちゃんも１週間お疲れ様。
 

な、琴子、明日なんかもう予定入ってる？
 

ううん、何もないけど。どっか出かける？
 

いや、店で勉強会せいやへん？
 

勉強会？
 

琴子もだいぶ店には慣れてきてやろうけど、まだ和食の基本とか分からんこともあるやろう。わしもそろそろ自分で考えて、コース料理組だったりしてみたいし、試食してもらいがてら、一緒に勉強せへんかな、思って。
 

いいね、それやろうよ。
 

ええやろう、よっしゃ、決まりや。
 

ただいま。
 

あら、お兄ちゃん、遅かったのね。でもね、琴子ちゃんまだ帰ってきてないんだから。
 

そう。
 

お店の片付け何かしら、最近いつも遅いのよね。いや、今日は一段と遅いかも。もしかしたら、あの金ちゃんさんって人とどこか出かけてるのかもしれないわね。ひょっとしたら、今夜帰ってこないかも。
 

お休み。
 

ね、お兄ちゃん。相原さんたち、うちから出て行くって。本当にそれでいいのね。
 

相原なら、今日休むって連絡あったぞ。
 

そうですか。
 

同じ家に住んでんのに、お前らお互い何も知らないんだな。
 

会社の仕事が忙しくて、いつも家に帰るのは遅いんで、じゃ。
 

そういえば入江、結婚するんだってな、おめでとう。
 

ありがとうございます。
 

久しぶり。
 

元気？
 

うん、入江君に振られても、この通り元気よ。やめるの、大学？
 

たぶん。
 

あたし、彼女嫌いよ。文句の言えない女ってつまらない。
 

松本らしいな。
 

誰かの男になっても、カッコいい入江君でいてね。じゃね。
 

入江直樹！
 

何で大学来てんのよ。
 

来ちゃ悪いのかよ。休学してるだけで、まだ在籍はしてるんだ。
 

あら、琴子なら、もう今日はいないわよ。おあいにく様でした。
 

別に聞いてないし。
 

もうお店行っちゃいましたよ。
 

店？今日定休日じゃないのかよ。
 

あら、よくご存知なこと。でもね、その定休日にわざわざ出勤して、金ちゃんとお勉強会ですって。
 

勉強会？
 

っていうか、それは表向き？琴子は金ちゃんのプロポーズに答えるために。
 

プロポーズ？
 

あら、聞いてないの？金ちゃん、琴子にプロポーズしたのよ。
 

じんこ、チャック！
 

うん、いいじゃないの？誰かさんがどこぞの令嬢と政略結婚することになって、そりゃ、琴子も、最初は落ち込んでたわよ。でもね、やがて琴子は真実の愛に気が付いたの。ね、里美？
 

え？あ、そうそう???お金や地位や肩書きに目の眩（くら）むことのない、一途な思いにね。
 

そうそう。じゃあたしたちはこれからデートなんて、失礼いたします。
 

あ、本当に愛する彼とのデートって、貧乏デートでも超幸せ！
 

ね、じゃ、失礼。
 

さよなら。
 

ああ、いい気持ち。
 

じんこ、ほれほれ、ちょっと足。
 

ごめんな。
 

でも、琴子さ、プロポーズに答えるなんて一言も言ってなかったじゃん？あんな適当なこと言っちゃって、本当に良かったの？
 

だって、あのぐらい言ってやれなきゃ悔しいじゃん？いい薬だよ、あの冷血男には。
 

そうだね。うん、そうだそうだ。あ、すっきりした。
 

はい。
 

わ、きれい、なんか肉じゃがじゃないみたい。
 

和食わな、舌だけと違うって、目でも楽しいもんなんや。きれい盛り付けることも大切なんやで。では、試食してみてください。
 

はい、いただきます。
 

はい。
 

ジャガイモ。うん、おいしい。こんなおいしい肉じゃが食べたの初めて。
 

せいやろう。高級な懐石もええけどな、わし、誰もが知ってる家庭料理、肉じゃがとか、金平（きんぴら）とか、揚げ出し豆腐とか、そういう料理を出す店をやりたいと思ってね。人の味覚のルーツって、やっぱり家庭やと思うし、最高な素材を使って、最高な家庭料理作って、そのすばらしさをみんなに分かってもらいたいね。店の雰囲気も家庭的にして、優しいって、みんなに愛されるお上さんもいて、二人で店切り盛りして。
 

金ちゃん。
 

な、琴子。この前の返事、そろそろ聞かしてもらえへんか？
 

ごめん、もうちょっとだけ考えさせてもらっていいかな。
 

やっぱり忘れられへんのか、入江のこと。
 

そんなこと。
 

こんな何やね。俺、ずっと琴子のこと見てきたのに、お前見てくれや。あんな冷たいやつのどこがええね。
 

金ちゃん。
 

あんなやつのこと、俺が忘れさせたる。
 

あ、やめて、入江君！ごめん、金ちゃん。
 

そうか、やっぱり入江なんか。
 

ごめん。本当にごめん。
 

畜生（ちくしょう）！
 

（私って最低だ。金ちゃんにあれだけ期待させといて、思わせぶりな態度を取って、あげくに出た言葉が入江君だなんて、ずっと考えて、悩んで、あきらめて、それなのに、やっぱり入江君なんだ。）
 

もうどうしたらいいか、分からないよ。
 

よっ。
 

入江君、何で？
 

迎えに来たんだよ、お前を。
 

迎えに来た？私を。
 

あいつと会ってたのか。池澤だよ。
 

うん、そう。
 

プロポーズされたんだってな。
 

そうよ。私だって満更（まんざら）じゃないんだから。
 

何って答えたんだよ。
 

何って答えたって、入江君には関係ないでしょう。入江君は沙穂子さんと結婚するんだから。
 

そうだな。
 

私、家出るね。お父さんともう決めたの。そして、金ちゃんと結婚する。それで、金ちゃんと一緒にお父さんの店継いで???
 

あいつのこと、好きなのか。
 

金ちゃんはあたしのこと、高一の時からずっと好きでいてくれたんだよ。
 

お前は好きって言われたら、好きになるのか。
 

何よ、悪い？私はもう何年も片思いして、実（みの）らない恋に疲れちゃったの。入江君は沙穂子さんのこと考えてればいいでしょう。あたしのこと何か???
 

お前は俺が好きなんだよ。俺以外、好きになれないんだよ。
 

何よ、自信たっぷり。そうよ、そうよそうよ。だって、しかたないじゃない？入江君、私のことなんか、好きじゃないんだもん、わたしのことなんか???
 

俺以外の男、好きだなんて言うな。
 

キス、二回目。
 

三回目だろう。もう数えなくていいよ。
 

寂しくなりますね。
 

またちょくちょく遊びに来ますから。
 

あ、帰ってきた。お兄ちゃん、琴子ちゃん、どうしたの？そんなずぶ濡れで。今タオルを。
 

いや、その前に、大事な話がある。おふくろもいてくれ。おじさん、お話があります。
 

いや、その前に、着替えたほうが。
 

琴子さんと、お嬢さんと結婚させてください。
 

入江君。
 

ほん、ほん、本気で言ったのか、直樹？
 

本気だよ。やっと分かったんだ。俺、琴子と結婚したいんだ。もちろん、今すぐってわけじゃない。大泉側にも納得してもらわなきゃいけないし、会社が持ち直して、経営も軌道に乗ってから、でも、これからずっと一緒にいるのはこいつ以外考えられなくなった。おじさん、承知してもらえますか。
 

直樹君、こいつは何もできないやつなんですよ。
 

分かってます。
 

頭も悪いし。
 

分かってます。
 

料理もできないし。
 

分かってます。
 

おっちょこちょいで、早合点で失敗ばかりだし。
 

分かってます。
 

でもね、明るくて、根性があって、一途で本当に可愛いやつなんです。
 

分かってます。
 

直樹君、琴子のこと、よろしく。
 

はい。いいな、琴子。
 

はい。
 

琴子ちゃん、私はこの日をどんなに待ち望んでことか。
 

父さん、勝手なことして、すいません。これで、大泉会長のパンダイへの出資も危うくなると思います。俺は多大な損害を。
 

そうだな。これはパンダイにとっては、非常に深刻な事態だ。
 

パパ、そんなこといいじゃない？
 

いや、パンダイの社長として、一社員のこんな身勝手（みがって）な行動を許すわけには行かん。
 

おじ様。
 

それでも、どうしても琴子ちゃんと結婚するというなら、条件がある。お前はパンダイを退社しなさい。
 

パパ。
 

そして、大学に戻って、医者になる勉強をしなさい。
 

親父???
 

隠してたつもりだったのか。親を見縊るんじゃないよ。父さんとっくに分かってたよ。パンダイは私が作った会社だ。私が責任を持って再建する。大泉会長にも話をつけとくよ。だから、お前はお前の夢を追いかけなさい。琴子ちゃんと一緒に。
 

ありがとう。ありがとうございます。
 

でも、おじ様の会社はどうなるんですか。
 

僕がやる。僕がパパの会社を継ぐよ。まだ当分時間はかかるから、それまではパパにがんばってもらってさ。だから、お兄ちゃんは医者になっていいよ。
 

じゃ、そうさせてもらうよ。頼んだぞ、裕樹。
 

良かったわね、良かったわね。これで、何もかもうまく行ったじゃないの？私たち、本当に家族になれるのね。
 

何をとまれ、ほら、着替え、着替えてきなさいよ。乾杯し、乾杯しよう。
 

なんか怖い。明日になったら、入江君が元の意地悪な入江君に戻っちゃいそうで。
 

じゃ、一緒に寝るか。
 

そういう意味じゃなくて、あの???本当にあたしでいいの？
 

ああ。
 

大好きだからね、入江君。
 

知ってるよ、十分ね。
 

でも、入江君があたしを好きなのは知らなかった。
 

お前には降参（こうさん）したよ。大好きだよ。
 

一番近い大安（だいあん）の日曜日は???
 

ね、ママ、まだ？
 

もうちょっと。
 

まったく、日曜だってのに、こんなに朝早くから。悪かったね、相ちゃん。
 

よっか、よっか、構わんよ。ところで奥さん、どこへ行くんです？
 

結婚式。
 

えっ？
 

ほら。
 

まさか???
 

もちろんお兄ちゃんと琴子ちゃんのよ。
 

おい、聞いてないぞ。
 

だって、言ってないもの。
 

あの、でも本当に今日結婚式するんですか。下見とかじゃなくて。
 

サプライズプレゼントよ。じゃん！
 

結婚、おめでとう！
 

みんなびっくりしたでしょう？さ、みんな、ぼうっとしないで、着替えて着替えて、ほら、早く。はいはいはいはい。
 

まさかこんな日が来るなんて、夢みたい。お、裕樹君。
 

Fair feathers make fair fowls。
 

はぁ？
 

こんな簡単な英語も分かんないのかよ。やっぱり琴子はバカだな。
 

そのフェア、何とかで、どういう意味よ。
 

Fair feathers make fair fowls。美しい羽が鳥を美しくする。ま、誰でもきれいなドレス着たら、まともに見えるってことよ。
 

何よ、人をバカにして。
 

結婚祝いに、一ついいこと教えてやるよ。じゃ、耳貸せ。
 

カッコええやんか。お前はいつも格好だけは一人前やな。
 

池澤、琴子、もらうぞ。
 

ったく、琴子は男を見る目がないな。琴子、幸せにな。ちょっとでも泣かしたら、承知せんぞ。
 

ああ。
 

油断はできへんで、いつでもわしが待機しとるさかい。
 

だな。
 

ああ、握手（あくしゅ）してもうた。
 

もう、機嫌直してよ、お兄ちゃん。
 

そうだよ、直樹。いいね。
 

カッコいいわ、お兄ちゃん。
 

こうも勝手に進められちゃう、不愉快だけどさ。お前がきれいだから、もういいや。
 

お病、慰（なぐさ）む、助けて、その命の限りかたく節操（せっそう）を守り、お新郎さま、どうぞベールを開けてください。では、誓いのキスを。
 

ね、入江君、前からあたしのこと好きだったんでしょう。
 

はぁ、何調子乗ってんだ。
 

聞いたわ、あたしと入江君の二回目のキスのこと。裕樹君がこっそり教えてくれたの。
 

あいつ！
 

入江君だって、あたしに夢中だったんじゃない？
 

お、ノー！こんな大和撫子見たことがない。
 

ざまあ見ろ！
 

参ったよ、お前には。
 

おめでとう。
 

（こうして、私は相原琴子から入江琴子になった。）
 

おめでとう、おめでとう???
 

流れ星、昼間なのに？
 

人が流れ星に打たれる可能性は百億分の一、お前との出会いはそれ以上の奇跡だよ。
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